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洞 爺 湖 町 議 会 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 会 議 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

平成２９年３月７日（火曜日） 午前１０時開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

日程第 ２ 一般質問について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 日程第１～日程第２まで議事日程に同じ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席議員（１４名） 

  １番   岡  崎     訓  君    ２番   越 前 谷  邦  夫  君 

  ３番   五 十 嵐  篤  雄  君    ４番   髙  臣  陽  太  君 

  ５番   千  葉     薫  君    ６番   立  野  広  志  君 

  ７番   小  松     晃  君    ８番   沼  田  松  夫  君 

  ９番   板  垣  正  人  君   １０番   七  戸  輝  彦  君 

 １１番   篠  原     功  君   １２番   大  西     智  君 

 １３番   下  道  英  明  君   １４番   佐 々 木  良  一  君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

欠席議員（０名） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 真  屋  敏  春  君 

 

副 町 長 

 

森     寿  浩  君 

総務部長

兼 

総務課長 

伊  藤  里  志  君 

 

経済部長 

 

澤  登  勝  義  君 

洞爺総合

支 所 長 
大  西  康  典  君 

企画防災

課 長 
鈴  木  清  隆  君 

税務財政

課 長 
佐  藤  久  志  君 住民課長 山  本     隆  君 

健康福祉

課 長 
皆  見     亨  君 

健康福祉

ｾ ﾝ ﾀ ｰ 長 
原     信  也  君 
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観光振興

課 長 

兼洞爺湖

温泉支所長 

佐 々 木  清  志  君 
産業振興

課 長 
佐  藤  孝  之  君 

建設課長 八 反 田     稔  君 環境課長 若  木     渉  君 

上下水道

課 長 
篠  原  哲  也  君 

ｼﾞｵﾊﾟｰｸ

推進課長 
武  川  正  人  君 

庶務課長 山  崎  貞  博  君 
農業振興

課 長 
杉  上  繁  雄  君 

会計管理

者兼会計

課 長 

田  仲  喜 美 江  君 
農業委員会 

事務局長 
片  岸  昭  弘  君 

教 育 長 遠  藤  秀  男  君 
社会教育

課 長 
永  井  宗  雄  君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

職務のため出席した者の職氏名 

事務局長 毛  利  敏  夫 

庶務係長

兼 議 事 

係 長 

平  間  義  陸 

庶 務 係 阿  部  は る か   
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開議の宣言 

○議長（佐々木良一君） 皆さん、おはようございます。 

  現在の出席議員は14名全員であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎会議録署名議員の指名について 

○議長（佐々木良一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員には、会議規則第120条の規定により、９番、板垣議員、10番、七戸議員

を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎一般質問について 

○議長（佐々木良一君） 日程第２、一般質問を行います。 

  本日は、12番、大西議員から、９番、板垣議員までの４名を予定しております。 

  初めに、12番、大西議員の質問を許します。 

  12番、大西議員。 

○１２番（大西 智君） 皆さん、おはようございます。12番、大西智です。 

  今回は、大きく３件の件名で分けて、質問をさせていただこうかなと思っております。 

  まず初めに、学校教育・社会教育について質問させていただきたいと思います。 

  平成29年度の教育行政執行方針で示されている内容について質問していきたいなと、この

ように思っております。 

  まず初めに、（１）の平成29年度から取り組まれるコミュニティ・スクールの実施予定、

そして状況について伺いたいと思っております。 

  今年度、実施・導入予定の学校、そして、地域との現在どのような話し合いがされている

のか、お聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） まず、コミュニティ・スクールについて簡単に説明させていただき

たいと思います。 

  単純には、学校運営協議会を設置する学校のことをコミュニティ・スクールと言います。

この学校運営協議会は、学校関係者、地域住民などから構成し、規則で定める学校運営に関

する事項について承認や意見を述べ、これまでの学校への協力という形から、一定の責任を

持って、学校運営に参画するものでございます。 

  現在、文科省がこの制度を推進しておりまして、多くの学校で導入をしているところでご

ざいます。 

  これまでの話し合いですが、当町では、当初、平成29年度で洞爺地区の小中学校を導入す
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る予定でございますけれども、昨年７月に、コミュニティ・スクールの実施計画を校長会に

示しまして、概略をまとめた資料をつくって、学校内、保護者等への周知を致したところで

ございます。 

  その後、胆振教育局から担当者を招き、洞爺地区で教職員、保護者向けの説明会を実施

し、一定の理解をいただいたものと考えてございます。 

  また、８月には、町内全戸に向けまして、コミュニティ・スクールの概要、実施スケジュ

ールを回覧により周知したところでございます。 

  ２月には、導入セミナーを行い、保護者、地域の方々にワークショップ形式で協議を進め

てもらい、一層の理解が進んだものと思ってございます。 

  また、２月23日には、定例自治会長会議の席上でも概要を説明し、活動への協力をお願い

したところでもございます。 

  これまでは、学校運営に保護者や地域が協力するという形でございましたが、それを一歩

進めて、子供たちにどう育ってほしいかという目標を学校・保護者・地域が共有し、地域み

んなが自分たちの学校、いわば、おらが学校ですね、の意識と責任を持ちましょうというコ

ミュニティ・スクールの考えの理解は深まってきているというふうに考えているところでご

ざいます。 

○議長（佐々木良一君） 12番、大西議員。 

○１２番（大西 智君） 今、答弁いただいた中では、洞爺地区において何回か会議を開いた

中で、一定の理解を得ているというような内容だったかなと思います。 

  今、答弁いただいた中にも、学校運営の協議会の設置等々のお話もありました。このコ

ミュニティ・スクールの中においては、四つぐらい、観点というのですか、示されているも

のがありまして、「知る」ということですね。子供たちが心を合わせて、地域の子供を育む

観点で「知る」、そして情報を共有するということで、どんな課題があるのか。また、「考

える」ということの中で、こんな子供に育ってほしい、こんな学校づくりをしたいというよ

うな目標。そして、「協働」の中で、学校、地域、保護者、子供の役割分担を共有し、目標

に向かって、地域とのネットワークでつなぐ。そして、最後は「振り返る」ということで、

これは評価ということで、手応えという部分を考えている部分でございます。この四つの観

点をもとに、これからコミュニティ・スクールを実施していくことなのかなと自分は思って

おります。 

  今まで、一定の理解を得られた中で、学校または地域の方々、また保護者の方々との話し

合いが行われているということですが、学校運営協議会の設置または委員の任命等々、今

後、どのように考えているのか、スケジュール的に、もし決まっていれば、お聞きしたいな

と思います。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） 私どものせっかく設置する協議会を形式的なものとせず、今まで以

上に効果のあるものとしたいというふうに考えてございます。 
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  今、議員がおっしゃられました情報共有、それから熟議、協働、評価の観点から指摘をい

ただきましたけれども、いわゆるＰＤＣＡという、このサイクルをしっかりと進めていかな

ければならないというふうに思ってございます。 

  現在、規則のほうは整備中でございます。まだ完全なものとはなっておりませんけれど

も、委員につきましては、今、11名を予定してございます。この委員につきましては、校長

のほうか、保護者、自治会、それから地域活動者などを想定しておりまして、４月以降に校

長の推薦に基づいて教育委員会が任命することとなってございます。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） 委員については４月以降、11名、任命するような形になっていると

いうことで、これから進まれるところなのかなと思います。 

  そこで、学校運営協議会の主な役割として、今、示されている部分が、学校長の作成する

学校運営の基本方針を承認する。そして、もう一つ、学校運営に関する意見を教育委員会ま

たは学校長に述べる。また、教職員の任用に関して、教育委員会に意見が述べられると。こ

の学校運営協議会の委員の中で、そういった主な三つの役割があるわけでございます。 

  保護者、地域の皆さんからの意見を学校運営に反映させることが、自分たちの力で学校を

よりよいものにしていくという意識の高まりにもなるのかなと思っております。地域ととも

に、特色ある学校づくりを進める形になっていくとは思われます。 

  その辺、この三つの主な柱、先ほどお話ししました三つの主な柱が、やはり学校なり子供

たちに生かされる部分としての環境づくりというのですか。その声がうまく反映されるよう

な、そういった環境づくりはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） 今、３点ほど、その役割をおっしゃっていただきましたけれども、

最初の学校長の作成する学校運営の基本方針の承認でございますが、私どもとしましては、

具体的には教育課程の編成、これが一つ。それから、教育計画及び学校経営計画が二つ目。

組織編制。施設管理。今、この四つを具体的に考えているところでございます。 

  この地域の特色ある学校づくりのためには、今、おっしゃられましたように、委員の皆さ

んが自由に意見を述べる環境の醸成が非常に大切で、この制度の趣旨にも合致するものと

思ってございます。 

  ただし、学校運営の意見や教職員への意見を含めまして、学校を地域全体で応援するとい

う立場が根底にございますので、学校や個人への非難、また批判をすることは、原則、想定

していないところでございます。そのためにも、委員みずからの発言等に責任もあるとし

て、委員の身分につきましては、非常勤の特別職というのを検討しているところでございま

す。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） 今、非常勤の特別職ということで検討しているということなので

しょうけれども、本当に難しく考えれば、なかなか難しくなってしまう。ただ、このコミュ
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ニティ・スクールのよさというものが、やはりしっかりと、これから、この町内全域に広

がっていけばいいなというふうに思っております。 

  問題、課題等々、たくさんあるわけなのですけれども、子供たちの教育にとってよいとい

うものは積極的に取り組んでいっていただければなと思います。 

  それで、この（１）番目の最後の質問になります。今、洞爺地区でのコミュニティ・スク

ールを考えているということなのですが、ほかの地区での今後のコミュニティ・スクールの

考え方というものはないのでしょうか。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） 平成29年度に洞爺地区の小中学校で実施します。洞爺では、一応学

校ごとの指定というふうになりますが、地域性を考慮しまして会議等は合同開催ということ

を想定しているところでございます。 

  残りの虻田小学校、洞爺湖温泉小学校、虻田中学校につきましては、平成29年度に教職員

や保護者等への説明会、研修を行った上で、平成30年度から実施を予定しているところでご

ざいます。 

○議長（佐々木良一君） 12番、大西議員。 

○１２番（大西 智君） 平成30年度に予定しているということなので、ちょっと安心してい

るところですが、地域と学校と子供、保護者、そういう一体となった環境づくり、これは本

当に、昔はどちらかというと地域で子供を育てるといったようなこともありました。そう

いった、地域も一緒になって保護者と子供を、それらの方々が一緒になって子供たちの教育

を考えていくということはすばらしいことだと思っておりますので、ぜひ30年度に向かっ

て、しっかり取り組んでいただきたいなと思います。 

  それでは、次に（２）番のＩＣタブレット授業の活用で、期待と今後の施策をどのように

捉えていくかという質問に移らせていただきたいと思います。 

  昨年度の３月会議で、私のほうで一般質問をさせていただいております。ＩＣＴ、タブ

レット授業ですね。ＩＣＴ活用の授業、タブレット授業なのですけれども、昨年度３月に質

問させていただいたときには、タブレットの活用の狙い、効果、検証と検討をしていきたい

という答弁だったのかなと思っております。 

  ただ、平成29年度の中で、調査研究を進めるというような施策を出されているわけなので

すが、今、具体的にどのような形でこのＩＣタブレット授業を進めていこうとしているの

か、お聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） 洞爺中学校をモデル校として、今、調査研究を進めようと思ってい

るところでございます。 

  校内に無線ＬＡＮのアクセスポイントを数カ所設けまして、タブレット型パソコン、それ

から一部の電子教科書、学習支援のソフトウエアなどを導入して調査研究を進めるところで

ございます。 
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  内容としましては、一つ目には、子供たちの学習への興味・関心を高め、わかりやすい授

業で確かな学力に資するものなのかと。それから、二つ目には、一人一人の能力や特性に応

じた個別学習や子供たちが教え合い、学び合う協働学習の効果的な実施が可能なのかと。そ

れから、三つ目には、研修や研究会を通して教職員の機器操作や授業展開能力を一定期間で

習得できるかなどということを、今、想定しているところでございます。 

  また、これらの内容につきましては、町内の全小中学校で共有し、ともに研究を進めると

いうふうになっているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 12番、大西議員。 

○１２番（大西 智君） 今、洞爺中学校で、来年度は考えていきたいということで、いろい

ろな環境整備等々を含めて取り組んでいくということでお話があったかなと思います。 

  大変興味ある授業のやり方なのかなと自分は思って見ているのですけれども、ただ、いろ

いろな課題、問題点等々、あるかなという部分も現実に出ております。それは、先生方のや

はりタブレットの端末の操作、または、子供たちの授業に対しての教材づくりについても、

現場ではなかなか厳しいという声も現実には出ております。 

  ただ、使い方によっては、すごく子供たちが興味を持ち、そして学習にすごく力を向ける

というような、いろいろな意味で、このタブレット授業が子供たちにとっていいなというふ

うに聞かれる部分も、中にはあります。 

  全国各地でタブレット授業というのを取り組まれているのですが、北海道でも、初山別村

というところで、この先進的なＩＣＴタブレット授業を成功したという自治体がございま

す。留萌管内にあるわけなのですけれども、本当に、タブレット端末を使った授業が行われ

ていて、体育、社会の授業など幅広い授業での取り組みで児童生徒の関心を集め、動画を見

させた中での説得力と、何かを改善すれば、子供たちが自分で気づくなどと、子供たちの授

業への関心がより一層高まっているというふうに新聞等々で報道もされているわけでござい

ます。 

  町においても、今後の取り組みに当たっての、やはりいいとは言われているのですけれど

も、先ほどもお話ししたように、いろいろな課題等があるかと思います。方針と課題等を含

めて、お伺いしたいなと思います。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） 今、初山別村のお話もありましたけれども、平成29年度には、道内

でも多くの自治体でタブレット授業に取り組むという話も聞いているところでございます。 

  私どもとしましては、まずはモデル校から全校への拡大という方針を持っているところで

ございます。しかしながら、モデル授業の検証というのが非常に重要と考えておりまして、

早急な拡大という考えに固執するものではないというふうにご理解いただきたいと思いま

す。 

  課題としましては、やはり多額の費用がかかるということがあります。無線ＬＡＮのス

ポットがなければ、有効な授業展開もできませんが、校舎内に全てスポットを設けるという
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のは非常に困難な部分もございます。 

  また、タブレットなどの機器やソフトウエア等も高額で、５年程度をめどに更新しなけれ

ばならないというふうになっておりまして、こうした部分の費用問題は避けて通れない課題

かなというふうに思ってございます。 

  また、学力向上への効果性というものも課題かなと思ってございます。ＯＥＣＤ経済協力

開発機構の学習到達度調査というのがございますが、このデータから、教育用ＩＣＴに投資

されるリソース、リソースといえば、一般的に資源というのですが、ここではプログラムや

インターネットのことをいうと思いますけれども、このリソースは、読解力、数学的リテラ

シー、リテラシーというのは活用する能力ということかと思いますが、リテラシーにおける

生徒の習熟度レベルの改善には結びついていない、こんなデータも出ているということで

す。要するに、学力に直接は結びついていないというふうに理解していいのかなと思ってご

ざいます。 

  ただ、一方で、コンピューターが従来型の教育と別のものとして見られる場合より、従来

型の教育を補完していたときに、より強い効果があるということも示してございます。これ

は、恐らく従来の授業にＩＣＴをプラスすることで、学力向上の効果はあるというふうに、

私は理解したところでございます。 

  このように、活用の仕方の工夫により、効果が上がることを示しているわけですので、今

までありました板書とかノートとか、それから、話し合い等のこれまでの授業、今まででい

えば、いわゆるアナログというのでしょうか。これにデジタルをどのようにバランスよく組

み合わせていくか。その上で、どういう授業展開を構築していくかということが大きな課題

かなというふうに捉えているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 12番、大西議員。 

○１２番（大西 智君） 今、答弁がありましたように、多額の費用がかかる。また、端末に

おいては５年程度の入れかえということで、なかなか幅広い形でのタブレット授業というも

のは難しいのではないかということの中で、また、課題等々がありました。直接、学力に結

びつかないのではないのかというようなこともあったり、または、それだけではない、違っ

た形でのいいものがあるのだというような答弁もいただいたわけでございます。 

  大変興味を示すと言ったら、ちょっと言葉があれなのですけれども、本当にいいものだな

というふうに思いながら、進めていっていただきたいのと、ぜひ、いいものであれば、全町

的な物の考え方もしていただきたいのですが、ただ、本当にそれが子供たちのためになるの

かどうかということを、しっかりと今回施策の中で打ち出している部分で検証していただい

て、取り組んでいただければなと思います。 

  次に、（３）番目の学力向上、豊かな人間性、社会で生き抜く力を育むための教育とし

て、町独自の塾の開設、サポートの考えはということなのですけれども、ここでの質問の趣

旨ですが、町独自の塾の開設という部分に関しましては、学習支援事業の地域未来塾である

ということで、ちょっとご理解いただきたいと思います。 
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  地域未来塾においては、今、１週間に３日ほど、各地区において小中学生を対象に基礎的

な学習意欲を身につけるための授業として行っているわけなのですが、この地域未来塾が行

われている現状を、どういった形になっているかという部分でお聞きしたいなと思います。 

○議長（佐々木良一君） 永井社会教育課長。 

○社会教育課長（永井宗雄君） 学力向上などを目的に学校以外の学舎の提供といたしまし

て、平成27年度から、小中学生を対象といたしまして地域未来塾を開設しているところでご

ざいます。 

  この事業につきましては、ほかの市町村に比べ、先駆的に事業開始を図りまして、小学生

向けには、基礎学力の向上と学習へ取り組む習慣化、中学生につきましては、学力向上と受

験対策などを目的としているところでございます。 

  平成27年度につきましては、小中学生ともに長期休みを利用した特設開催４回でありまし

たが、平成28年度につきましては、長期休みの特設開催のほかに常設の開催を取り入れたこ

とから、登録者数についても、小学生49名、中学生23名の合計72名となりまして、虻田地区

で小学校低学年、小学校高学年、中学生を対象に週１回、洞爺地区につきましては、小中学

生を対象に月１回の開催、両地区合わせまして、これまで特設３回、常設103回の実施と

なっているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 12番、大西議員。 

○１２番（大西 智君） 今、地域未来塾の現状ということでお聞きしたのですが、平成27

年、28年とだんだん登録者数がふえた中で、子供たちが大変興味を持っているというか、関

心を持っている部分なのかな、また、そういうところに集まった中で学力の向上といった部

分が見えてくるような気もします。 

  現況は、大変子供たちが関心を持って児童生徒の数もふえた中で、子供たちへ与える環境

としても本当にいいものだなと思っております。学力向上、そしてまた、豊かな人間性、社

会で生き抜く力を育むための教育として、地域の方々のいろいろな協力を得ているというよ

うな話も聞いております。 

  その地域の方々に協力いただいている部分の、町としてサポートしていける部分、または

考えている部分というのをお聞きしたいなと思います。 

○議長（佐々木良一君） 永井社会教育課長。 

○社会教育課長（永井宗雄君） 地域未来塾の実施に当たりましては、学校、地域のボランテ

ィアの方々を初め、道内の大学生サポーター、教員ＯＢなど多くの皆様のご協力をいただき

ながら、学習支援を取り進めているところであり、取り組みに対する評価も高いことから、

今後も、関係機関と連携を図りながら、事業内容の一層の充実に向けて取り組んでまいりた

いと考えております。 

  なお、平成29年度は、参加者がふえている現状から、虻田地区の会場を母と子の館に変更

する予定で、また、常設開催につきましては、洞爺地区をこれまでの月１回から週１回の開

催としてまいります。 



－68－ 

○議長（佐々木良一君） 12番、大西議員。 

○１２番（大西 智君） 答弁にもあったように、登録されている子供たちが大変多くなって

いるという中で、回数をふやしたり、また会場をかえたりということで、これは本当に地域

のいろいろな方々に応援していただく、そういう体制協力をしっかりお願いしていくという

ことが大事なのかなと思っております。 

  ぜひ、来年度に向かって、しっかりとそういった地域の方々の応援という部分の体制をお

願いできるような、そういったことで進んでいただければなと思います。 

  次に、（４）番目の少年教育の中で、洞爺湖ＧＥＮＫＩＤＳを実施しているのですけれど

も、今年度の状況と来年度へ向けての考えはということでお聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 永井社会教育課長。 

○社会教育課長（永井宗雄君） 少年教育として実施しております、洞爺湖ＧＥＮＫＩＤＳに

つきましては、町内の小学校４年生から中学校３年生までを対象に、自然体験や社会体験な

どの活動の機会を提供して、子供たちの健やかな成長を図ることを目的に、毎年５月から翌

２月まで10回にわたりまして、さまざまな活動を行っているところでございます。 

  この少年教育におきましては、学校教育とは別のサポートとして、まちの自然や文化、歴

史など地域の特性を生かした体験活動に取り組み、みずから学び、みずから考えて主体的に

判断できる力を身につけるような活動内容に努めているところでございます。 

  今年度の実施状況につきましては、宝探し、ウオークラリーやドイツゲーム大会など10回

の開催で延べ136人の参加となっており、異なる学年での相互交流や高齢者教育で事業活動

をしております、いきいき学園の皆さんとの世代間交流など幅広く事業展開を行っていると

ころでございます。 

  ドイツゲームにつきましては、近年、社会教育で推奨しているものでございまして、家庭

や地域におけるテレビや携帯ゲームなど心身にも影響を及ぼすおそれのある電子メディアに

向き合う時間を見直して、電子機器を使用しないゲームを取り入れることで、子供同士のか

かわり合いやコミュニケーション能力の向上を図るよう、努めてまいります。 

  こうしたさまざまな体験は、豊かな人生の基盤ともなるものであるところから、今後とも

酪農学園大学など関係機関と連携を図りながら、事業内容の充実に取り組んでまいります。 

○議長（佐々木良一君） 12番、大西議員。 

○１２番（大西 智君） このＧＥＮＫＩＤＳなのですが、本当に内容的には、中身が濃く

て、できれば町内全員というのですか、対象になるお子さんたち全員ができれば参加してい

ただきたいなと思うような事業でございます。本当に、これからの子供たちへの、この体験

学習の場というものは重要になってくるわけで、参加できるような環境づくりといったもの

も、しっかり今後やっていただきたいと思います。 

  それでは、次に（５）番目、学校教育・社会教育の最後になるかと思うのですが、地域社

会の人材育成のための研修事業を実施する目的と具体的な内容、そしてこの事業への思いは

ということで質問させていただきたいなと思います。 
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  教育行政の中で、何度か私もこれに関連する質問をさせていただいております。本年度の

教育行政執行方針に人づくり育成事業の実施ということでありましたが、特にまちを背負っ

て立つこれからの若い人たち、あとは若いときにしか経験できないようなこと、そして聞い

て、見て、触れて、そのとき、その時代に学ぶことが将来の宝になっていくということで、

いつか、このまちの発展につながっていくのではないかなというような思いで今まで質問を

させていただきました。 

  そこで、この研修事業の実施する目的と内容、そしてこの事業への思いをお聞きしたいと

思います。 

○議長（佐々木良一君） 永井社会教育課長。 

○社会教育課長（永井宗雄君） まず、事業の目的でございますが、社会教育におきまして、

特に青年教育の課題でもありました人材育成のための研修事業につきまして、関係する部署

による庁内検討会議を重ねて協議をしてまいりました。 

  検討会議でまとめた事業につきましては、洞爺湖町人づくり育成事業と称しまして、個人

または団体が自主的に国内において研修等を行うことで、地域社会を担う人材育成及び本町

の活性化につなげることを目的として、研修に必要な経費を予算の範囲で助成するものであ

ります。 

  この事業の具体な内容につきましては、町内に住所を有する個人または団体を対象に、満

18歳以上の者とし、予算を考慮して団体の対象人数を７名、期間を原則７日間以内、１人当

たりの助成限度額を10万円として、研修事業費の４分の３を助成する内容となってございま

す。 

  申請に当たりまして、研修内容等を選考・審査するため、民間の方々を含めた事業選考・

審査委員会の設置により適否を判断いたします。 

  研修実施後につきましては、レポート等の提出や、場合によっては報告会の開催なども含

めまして、また、要項に規定する事項に対する違反や精算において助成金を下回る場合は返

納となります。 

  なお、対象事業の範囲として、営利を目的とするものや政治活動・宗教活動に該当しない

ものなどの規定も設けているところでございます。 

  最後に、この事業への思いでございます。 

  この事業の策定に当たっては、町内の商工、農業、観光などの分野で活躍されている青年

層の方々に事業策定に向けての趣旨を説明し、意見を伺ってきました。主な意見といたしま

しては、単一の業種にこだわらず、異なる業種間の交流や目的を持った先進地への視察など

活動幅も広がり、効果があると思われるとの意見が多く、今後は事業を周知いたしまして、

多くの方が事業を有効に活用し、人材育成及び本町の活性化に大いに役立てていただきたい

と思っているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） 今の答弁では、各産業の方々の声を聞いた中で、この事業の内容的
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なものをある程度まとめてきたということで、ぜひともこの事業をしっかりやっていただき

たいと思います。人づくり育成事業に、本当に多くの方が参加できるような今後の取り組み

に期待したいなと思っております。 

  真屋町長の中で言わせていただければ、町財政、本当に大変厳しい状況の中で、平成29年

度は新たな教育にかける施策というものが多く見られるわけでございます。教育という部分

においては、これでいいという上限がないわけで、保護者にしてみても、本当にこれ以上、

これ以上ということを考える部分があるのかなと思います。 

  ただ、やはり人的なもの、そして金銭的なものも含めて多くの課題があると思っておりま

すけれども、まちづくりは人づくり、この思いでより一層、取り組んでいただきたいと思い

ますが、真屋町長の思いもお聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 今、議員のおっしゃるとおりでございまして、まちの中を活性化させ

るためには、やはり、まちに住む人の、特に若年者のいわゆるまちに対する思いといいま

しょうか。そういうものを強く持っていただく。さらには、やはり義務教育あるいは高等教

育における教育の内容の充実かなというふうに思っております。 

  合併してすぐに、特に洞爺地区の小中学校につきましては、かなり傷んでいる部分がござ

いました。そんなことから、学校の施設整備、これをまずやろうということで、少ない、ま

た限られた財源の中で、特に洞爺地区の小中学校の放送設備あるいは消火栓・ポンプ更新、

そしてＬＡＮの整備、さらには遊具の整備、そして体育館天井の整備等々、いろいろなこと

をやらせていただいてきたわけでございます。 

  その後、何をということで、今、教育委員会には人づくり、特に学力向上等々も含めまし

て、特別支援員あるいは教育推進指導員の専門員の設置、さらには学習支援員、介護支援

員、町独自の支援体制を進めてきているわけでございます。 

  そんな中、先ほどもお話が出ました地域未来塾につきましては、やはり学校で学ぶより

も、外に出て、そこでしっかりした指導者にきちんとしたことを学ぶと。これが非常に、

今、生徒数がふえていると。そこに通う人がふえているということもお聞きしております。

特に、ボランティアの先生方にも熱心に教育あるいは学校のサポートとして支援をしていた

だいている。そういうことから、この未来塾については、しっかり、やっぱり対応を考えて

いかなければならないなというふうにも思っております。 

  ただ、今は試行的に中学校にタブレット端末を置かせていただくわけでございますが、全

校生徒ということになってきますと、これは相当お金のかかる問題になってきますので、こ

の辺はやっぱり慎重に対応していかなければならないなというふうにも思っております。 

  そして、学校を卒業した方がここに住んで、この地域をさらによくしていっていただくた

めにも、人づくり、これはやっぱり大きなウエートを持ってくるのだろうなというふうにも

思っておりまして、今年度から、新たに１研修に対して上限が120万円になりますけれど

も、そういう制度も持たせていただきました。 
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  こういうものをうまく地域の若者が利用して、そして、農業もあるでしょうし、あるいは

漁業もあるでしょうし、商工業もある。あるいは観光業もある。さらには、婦人部の方々も

いらっしゃる。いろいろなところからアイデアを出していただいて、どういう研修をどうい

うふうにしていきたいのだということを私どもが審査をさせていただいて、それが帰ってき

て、また、いいところを見て、まちの発展に寄与できるようなものになればなというふうに

も思っておりまして、今回、予算をつけさせていただいたわけでございます。その成果を検

証しながら、さらに延ばせるものであれば、次年度以降も継続してまいりたいなというふう

に考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木良一君） 12番、大西議員。 

○１２番（大西 智君） 今、真屋町長から答弁をいただいたのですけれども、大変熱い思い

の施策を考えられているなという部分があります。ぜひ、その思いを今後ともしっかりと施

策の中に取り組んで行っていっていただきたいと思います。 

  それでは、２番目の件名に入りたいと思います。 

  公共施設のあり方についてということでお伺いしたいなと思います。 

  まず初めに、（１）番目の老朽化した洞爺湖森林博物館を今後どのように考えていくかと

いうことなのですが、まちには数多くの公共施設があるのかなと思っております。ただ、今

後、多くの施設のあり方などは既に検討に入っているかなと思います。年次的に修繕なり改

築または取り壊し等々、お金のかかることも予想されるわけなのですが、そういったこと

で、計画的に進める中で、（１）番目の洞爺湖森林博物館を今後どのように考えていくのか

ということで、お聞きしたいなと思います。 

○議長（佐々木良一君） 佐々木観光振興課長。 

○観光振興課長（佐々木清志君） ただいまの森林博物館の件でございますが、議員がおっ

しゃるとおりでございまして、森林博物館につきましては、平成27年の９月議会、28年の３

月議会でも一般質問がございました。 

  建設されてから90年たっておりまして、町に移管されてから48年ということでございま

す。その間、町としましても、観光施設の検討委員会等によります検討、また、昨年にも森

林博物館のあり方検討委員会というもので、環境省、酪農学園の専門家の先生方、北海道の

環境部門・観光振興部門、これは胆振総合振興局でございますが、加えて観光協会、湖水で

事業をしております洞爺湖汽船株式会社、洞爺湖で環境問題を進めておりますＵＷクリーン

レイク洞爺湖協議会などから成る組織を立ち上げ、検討しているところでございます。 

  この森林博物館については、昭和30年に当初建設されているものでございまして、当時は

北海道の林業の振興という言葉で引き継いでございますけれども、皆さん方もご存じのよう

に、基本的には、もう林業の展示施設ではなく、中島全体を利活用した動線としての役割が

必要ではないかということがございます。また、生物の多様性の現在はエゾシカ問題もござ

います。また、洞爺湖温泉は、外国人観光客に大変たくさん来ていただいていますけれど
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も、外国人に向けて開放するような施設としても、維持していかなければならないのではな

いかという意見もございます。 

  町としても、財源問題やあそこに建設するという技術的な問題、また施設の水・電気の維

持問題、こういうものが課題となるのではないかという形で皆さんと意見交換しておりま

す。 

  ただ、建設すると言いましても、財源の問題がありますので、環境省のほうに自然公園の

整備事業の補助金というものが、国立公園の中で対象となるものがございまして、それらを

お願いする形で、今、協議を進めているところでございます。 

  財源等が厳しい状況でありますけれども、環境省とも協議を進めて、何とか早い段階で対

応していきたいというふうに考えてございます。 

  まずは、これらの先ほど言いました問題点を進める上で、基本計画を早急に策定しなけれ

ばならないのではないかと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） 今、答弁があったのですけれども、本当にこの施設というのは、昭

和30年に、洞爺湖中島に洞爺湖を取り巻く豊かな自然、そして、そこに生きる生物をテーマ

とした資料を展示しているわけでありまして、私も何回か入館させていただいたのですが、

洞爺湖中島を含めて、洞爺湖温泉の観光には必要な施設かなというふうに思っております。 

  平成29年度の町政執行方針の中にも書かれているわけなのですが、具体的な財源は、ある

程度、お話しされたのですけれども、具体的な年次的な計画というのですか。早急にという

ことでお話はあったのですが、もしそれが具体的にあれば、お聞きしたいのですけれども。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 森林博物館の関係、ただいま担当課長から答弁したわけでございます

が、いずれにしても、相当の費用がかかってくるであろうと考えられます。 

  そんなことから、今、環境省、実は私どものまちにはビジターセンター、そして財田のほ

うの施設の２カ所、環境省の補助が入った施設がございます。環境省のメニューの中にはあ

るのですが、それも２分の１で、どういうふうになるかわからないことと、さらには、中島

は管理、所有されている方が今は国のほう、特に営林署のほうということもあり、そちらの

ほうでも何か新しい補助がということを、今、国のほうで考えているようでございます。 

  私どものほうも、それも２分の１ということになるわけですが、そういう補助金の手当て

をしっかりしなければ、なかなか一般財源だけでは厳しい町の情勢がございますので、そち

らのほうをしっかり検証して、それから、日程、また規模等々を策定していかなければなら

ないかなというふうに思っています。 

  その後の日程、スケジュール等々については、担当課長のほうから申し上げさせていただ

きたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 佐々木観光振興課長。 
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○観光振興課長（佐々木清志君） 先ほどの私の答弁で、建設から90年ということを言いまし

て大変申しわけありません。60年の間違いでございまして、その辺は、ご訂正いただきま

す。申しわけございません。 

  それで、今、町長が言ったとおりなのですけれども、担当課としましては、今、企画、財

政課のほうとも第２期まちづくり総合計画というものを策定中で、基本計画、基本設計、実

施、そうした場合に、あそこに資材はあって、今と同じ規模を建設するのにどのぐらいかか

るかというところを検討しております。 

  担当課としましては、早い段階のまちづくり10カ年計画の前期のうちで、何とか処理して

いただきたいというふうに町のほうにお願いして、皆さんにご説明したいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） いろいろな、財政的なものも含めて、やはり検討しなければいけな

い部分があるというのがわかりました。今後も、十分検討していただいて、魅力ある施設に

していただければなと思います。 

  次に、（２）番目の旧洞爺高校の寮の活用に入りたいと思います。 

  昨年の９月会議でも、私、一般質問でさせていただいております。 

  そのときの答弁の中では、農業振興課のほうから、農業関連の施設として考えて、進めて

きたが、農業者の声を聞く中では、現状、厳しい状況であるといったような答弁かなと思っ

ております。 

  町長のほうからも、早急にこの件に関しては進めていきたいのだというような答弁もあっ

たわけなのですが、現在どのような状況になっているのか、お聞きしたいなと思います。 

○議長（佐々木良一君） 山崎庶務課長。 

○庶務課長（山崎貞博君） 旧洞爺高校の生徒寮でありました洞青寮の活用につきましては、

議員がご指摘のとおりで、９月の議会の中で農業者への要望等の調査を実施しておりました

が、調査の結果、農業関係での活用が非常に厳しいとのお話をさせていただいてございま

す。 

  現在の洞青寮の状況でございますが、利用等の要望のお話が何件か来ておりまして、町と

いたしましては、関係機関と協議等を行っているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） ９月に一般質問をさせていただいて、そのときには、閉校して何カ

月かたつかなということでお話しさせてもらったと思います。 

  それで、今は３月でございます。閉校して約１年がたとうとしているわけなのですが、な

かなか先がちょっと見えてこない部分があるのかなと思って、今、聞いておりました。 

  地域住民の方からは、やはり閉校して１年がたっているといった中で、何か利用できない

のかというような声が多く聞かれるわけでございます。建物は、やはり利用しないと朽ちて

きますし、数年たつと、本当に利用できなくなってくるのではないかなという心配もしてい
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るところでございます。 

  ９月の会議の中で、真屋町長の答弁で早急に対応したいという思いがあったかなと思って

おります。また、平成29年度の町政執行方針の中にも、今回施策としてちょっと載っていな

いのですよ。やはり、その辺、町の施策として、これからどういうふうに考えていくのか、

施策としてどう考えるべきなのかを含めて、お聞きしたいなと思います。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 洞爺高校の跡地、洞青寮の関係でございますが、以前から何とか地域

の農業振興、特に高台地区におきましては、非常にすぐれた農家が点在しておりますので、

そういうものに寄与できないかということで、いろいろ検討させていただいてきたわけでご

ざいますが、残念ながら、希望戸数、あるいは、賛同してくれる方々が残念な結果になって

しまったという中で、ただいま、本当に何件か声が来ているところでございます。 

  私どもも、あれをそのまま放置しておくわけにはいかない。まだまだ使える建物ですの

で、何とか有効利活用できないだろうか。そういうことを検討しておりまして、今、お話が

来ているところは、なかなか有望というふうなことも考えられます。 

  そんなことから、残念ながら、まだちょっと話が詰まっていないという部分もございまし

て、それらを整理しながら、年度途中でも、また議会のほうと協議をさせていただきたいな

というふうに考えております。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） 真屋町長の施策の中では、ある程度考えられている部分、またいろ

いろなところから来ている部分というのはわかりました。 

  ちょっとこれは私が考える部分等々もありまして、ことしの春にポロモイスタジアムとい

うサッカー場がオープンするわけなのですけれども、なかなか、あのスタジアムを利用する

方々の宿泊施設なり合宿施設等々がないのではないかというような声も上がっております。

その中で、地方から来るチーム、選手の合宿所としても考えられる部分なのかなとは思って

おりますけれども、その辺に関してはいかがでしょうか。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 合宿所等々の関係につきましては、今、ＮＰＯ洞爺にぎわいネットワ

ーク、ワンストップサポート事業の中で４月から展開していただく、今現在も申し込み中で

ございますけれども、今、聞いている状況の中では、残念ながら、まだ日帰りという部分が

多いように聞いております。 

  何件か宿泊という部分もあるようで、その部分については、今、宿泊施設がございますの

で、そちらのほうを予定しているとお聞きしておりますが、町が持つということになります

と、やはり、それなりに経費も安く済むという部分もございますので、それらも含めながら

検討しているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） ぜひスピード感を持って、この旧洞爺高校の寮に関しましては取り
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組んでいただきたいなと思います。 

  次は、３番目の漁業・農業の振興策についての質問に入りたいと思います。 

  まず、初めの（１）番目なのですが、昨年の台風10号、また海の環境の変化で、ホタテの

へい死が多い状況だが、今後の対応策はという質問でございます。 

  昨年の台風で、農業なり漁業は特に被害が大きかったという報告も何度かお聞きしており

ます。当初は、農業被害の数字などが示されてきたわけですけれども、漁業被害、特にホタ

テ養殖の状況がなかなかつかめない中で、12月に入りまして、また、ことしに入って、ホタ

テのへい死の数が多いというような報告もあります。 

  ３月に入りまして、この状況がまず変わらないのかどうか、お聞きしたいなと思います。 

○議長（佐々木良一君） 佐藤産業振興課長。 

○産業振興課長（佐藤孝之君） ３月に入ってからの状況がどうなのかというご質問でござい

ますが、当初から虻田漁協のホタテガイの出荷状況なのですが、今、議員がおっしゃいまし

たように、昨年の12月初めから、数軒の漁業者が、水揚げが始まりまして、本格的な出荷は

１月中旬から開始されております。 

  当初からへい死している貝が多いという話は聞いておりましたけれども、台風による被害

も加わって、現在までの水揚げ状況は、前年の二、三割程度ということになっておりまし

て、今後も厳しい状況が続くのではないかということが予想されております。 

  そういう状況で、状況についてはほとんど変わっていないということでございます。 

  それで、ホタテの価格についてちょっとお話ししたいと思いますけれども、１月初めに１

キログラム当たり370円台から始まりまして、現在750円台というように、価格が高騰してい

るという状況でございます。 

  当初、落ち込み予想額よりは、幾らか、この価格の高騰ということで改善はされたのかな

という状況ではありますけれども、大幅な収入減になることには変わりないというような状

況でございます。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） ３月に入っても状況が変わらないというような答弁だったかなと思

うのですが、先ほど台風の影響ということも考えられるという部分で質問させていただいた

のですけれども、どちらかというと、台風の影響もあるが、海の環境の変化でのへい死と

いった要因も考えられる部分ではないのかなと思っています。 

  その辺、海の環境の部分での調査というのですか。今後、どういった形で漁協と進めてい

くのか。環境の変化なり、そういったものが今回のへい死につながってきているのではない

かという部分の調査をしていく予定はあるでしょうか。 

○議長（佐々木良一君） 佐藤産業振興課長。 

○産業振興課長（佐藤孝之君） ホタテのへい死の原因はわからないのですが、環境面の調査

ということで、現在、栽培水産試験場、それから、水産技術普及指導所が、水温、それから

塩分濃度、餌の状況ですとか、またザラボヤ等の付着物の発生量、それからホタテガイのモ
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ニタリング調査など、さまざまな沿岸環境調査を定期的に行っておりまして、その情報解析

を行って漁業者にも提供しているというようなことでございます。 

  平成29年度から、また新たに噴火湾における養殖ホタテガイのへい死要因調査試験という

ことで、水産試験場、それから指導所、漁協及び市・町によって、ことしの耳づり、３月、

４月ぐらいになるのでしょうか、それから始まりまして、３カ年にわたって、実は虻田沖に

おいて環境調査を行うということになっております。 

  それから、さらに水産庁の事業で、噴火湾ホタテ不漁対策ということで、これは、噴火湾

内の長万部でございますが、画像によるリアルのホタテガイの生育状況ですとか、付着生物

の養殖施設への付着状況やしけの際の状況などの調査ということです。具体的には、作業デ

ータ、それからザラボヤの発生状況、稚貝生育情報や水温等のデータとして集積すること

で、状況を見える化ということで、へい死を防ぐ情報としての養殖技術の開発と、それか

ら、しけの際の潮の流れや貧酸素水の流入などの事前に予測できるような、そういった技術

の開発など、養殖管理への活用のための事業を行うというようなお話は聞いております。 

  今回は長万部側ということですが、今後、胆振側についても、そのような調査をぜひやっ

ていただきたいなということも含めて、今後も要望はしていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） 今、平成29年に向かって、いろいろな調査等を含めて行っていく、

要望していく、または関係機関と連携をとりながら対応策を考えていくということでござい

ます。 

  本当に、状況だけを聞くと、大変厳しい環境でございます。できる限り、町としての支援

策を講じていただければなと、このように思っております。 

  それで次に、最後の質問になるかと思います。（２）番目なのですが、ＪＡとうや湖のバ

レイショ貯蔵施設、選別機の更新に当たり、町の施策として考えていくようだが、具体的な

思いと、進めるべき施策をＪＡとうや湖と検討しているのかという質問でございます。 

  まず、その中で１点目ですが、町として、この施策に対して具体的な思い、そういうもの

をお聞きしたいなと思います。 

○議長（佐々木良一君） 杉上農業振興課長。 

○農業振興課長（杉上繁雄君） 町としての施策に対して、具体的な思いをというご質問でご

ざいます。 

  バレイショにつきましては、地域の主要作物であります。作付面積の拡大を希望する農業

者も多く、市場からも取扱数量をふやしていきたいという声が上がっている現状でございま

すが、バレイショの生産拡大が図れない要因として、受け入れ側の機械選別や貯蔵施設の能

力不足と選別に携わる労働力の確保が難しい状況があります。 

  町としては、今回の施設整備により、適正価格を迎える時期に、消費者要望に答え、有利

販売が可能になったり、労働時間の削減により、人件費の抑制が図られるなど、これらの課
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題が解消されるものと考えております。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） 具体的な思いをお聞きしました。 

  そこで、施策として、この部分、ＪＡとうや湖と十分検討されてきたのかということで、

まず１点、お聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 杉上農業振興課長。 

○農業振興課長（杉上繁雄君） ＪＡとうや湖と十分検討してきたかというご質問でございま

す。 

  このバレイショ選別機と貯蔵施設の整備につきましては、ＪＡとうや湖から昨年５月に、

国の補助事業を活用して、平成29年度に実施したい旨の相談を受けております。 

  翌６月から、事業実施による成果目標など、事業採択に向けた協議をこれまで毎月のよう

に行い、北海道とのヒアリングを受けてきた状況でございます。 

  町としましても、今回の施設整備により、バレイショの作付面積と販売数量を増加させ、

契約栽培の割合をふやすことが可能となり、農業の経営の安定化が図られるものと考えてお

ります。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） 決して、この施策に対して自分自身が反対するわけでもなくて、何

で今の２点の質問を行ったかというと、平成28年12月12日に、2020年東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会組織委員会が、持続可能に配慮した食材の調達基準についての概要案

というのを示しております。 

  また、同日、農水省のほうから、食材の調達基準を踏まえた農産物に係る対応についてと

いうことでも示されております。 

  これは、2020年東京オリンピック・パラリンピックに来られた選手、役員等の食の提供の

概要案でございます。概要としては、食材の安全性などが３項目、奨励される事項について

も３項目など、中身的には大変厳しい基準があったりもします。 

  ただ、この基準を照らし合わせていくと、食材を提供できるものがあるのではないかなと

いうふうに思います。今、ＪＡとうや湖で取り組んでいる部分に関しましては、ＧＬＯＢＡ

Ｌ ＧＡＰの認証、そして雪蔵、そして洞爺湖町においては世界ジオパークの認証といった

ことも現に取り組まれているものであって、洞爺湖町をＰＲする上でも、ぜひ町とＪＡが一

緒になって、この食材の提供に向けて考えていけないのかなと、このように思って質問させ

ていただいております。 

  バレイショの貯蔵施設、選別機の更新に関しての施策なのですけれども、いろいろな意味

で量が持てたり、いろいろな意味で、ある一定の時期に多くものを出せたり、貯蔵できたり

ということでは、本当にせっかくの施策をＪＡと、やはり一緒に取り組むというようなこと

も大事なのではないかなという思いの中で、お聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 杉上農業振興課長。 
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○農業振興課長（杉上繁雄君） 2020年に東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催

されます。そこで、洞爺湖町の農産物を取り扱っていただけることになれば、セールスポイ

ントとなります。また、新たな販売戦略として有利になるものとも考えております。 

  大会組織委員会は、食材の調達基準として農産物は国産を優先的に選ぶ方針で、食材や作

業者の安全性、環境との調和を確保するために、ＧＡＰの認証が要件となりますが、これに

加えて、有機農業により生産されたもの、障がい者が主体的に携わって生産されたもの、世

界農業遺産や日本農業遺産など、国際機関や各国政府により、認定された伝統的な農業を営

む地域で生産されたものが推奨されると示されております。 

  ＪＡとうや湖は、平成21年に農協系統組織として日本で初めて国際基準であるＧＬＯＢＡ

Ｌ ＧＡＰの認証を取得しております。また、現在もその認証を維持しております。 

  また、洞爺湖町は、ユネスコ世界ジオパークの認定を受けた地域であります。巨大な噴火

によってつくられた火山灰質の土壌は、水はけがよく、農業者の長年の努力によって、肥沃

な大地をつくり、上質な農産物が生産されております。 

  さらに、雪蔵野菜貯蔵施設による地球温暖化対策への取り組みと、貯蔵することにより、

食味が向上いたします。これらの信頼性、品質性、取り組みがございます。 

  大会運営に係る各種入札情報は、インターネットで公表されております。農作物の取り扱

いについては、入札参加事業者は商社などが登録され、来年の４月ごろに入札が実施される

のではないかというふうに考えております。 

  これら入札動向を注視しながら、大会への食材提供事業者が決定しましたら、ＪＡとうや

湖と連携を図りながら、食材提供に向けた取り組みを支援していきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（佐々木良一君） 大西議員。 

○１２番（大西 智君） 今の答弁の中で、ある程度示されたときに、ＪＡとうや湖と検討し

ていくということなのですけれども、全道的に見て、この2020年東京オリンピックに関しま

しては、食材の部分で道もしっかり認識していまして、洞爺湖町の、ＪＡとうや湖のＧＬＯ

ＢＡＬ ＧＡＰということも押さえております。 

  また、近くのＪＡにおいては、もう去年の４月ごろから、この食材提供に向かって進んで

いるという話をお聞きします。 

  今の答弁の中でいくと、なかなかスピード感を持ってできないのかなというふうな思いで

聞いておりました。 

  2020年の東京大会というものは、皆さんもご存じでしょうけれども、世界各国から多くの

選手、そして関係者、報道機関、役員など、文化、習慣、食生活の違った方々が参加されま

す。そこに、安心・安全でおいしい食材の提供が、やはり来られた方々の喜びにもつながる

はずです。また、洞爺湖町の農産物のＰＲと大きな発展性が見えてくるような気がします。 

  やらないよりも一歩進む。やると。できるところまでしてみようという思いの中で、この

施策に向かって取り組んでいただきたいなと思いますけれども、その辺、真屋町長、いかが
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でしょうか。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 今、東京オリンピックの話でございますけれども、それ以前に、私ど

も、とうや湖農協さんは、ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＰ、日本国内の農協として第１号をいただい

た地域でもございます。それは、北海道のほうにも十分アピールしていかなければならない

でしょうし、さらには、安心・安全な農産物、今、私どもの取引先がイオングループとも聞

いております。恐らく今回のオリンピックの関係で、いろいろな商社が入ってくるのでしょ

うけれども、その前に、できる限りの知恵と、そして情報を駆使しながら、やはり、こちら

のほうから先手、先手でアピールしていかなければ、実に結びつくものもつかないかなとい

う思いがいたします。 

  ＪＡとうや湖さんと、その辺は連携を密にしながら、私どももこれから対応してまいりた

いというふうに考えております。 

○議長（佐々木良一君） 12番、大西議員。 

○１２番（大西 智君） やはり、スピード感だと思います。しっかりその辺、捉えていただ

いて、この施策に向かって取り組んでいただければなと思います。 

  以上で、私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（佐々木良一君） これで、12番、大西議員の質問を終わります。 

  ここで11時30分まで休憩といたします。 

（午前１１時２０分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（佐々木良一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午前１１時３０分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（佐々木良一君） 次に、３番、五十嵐議員の質問を許します。 

  ３番、五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） ３番、五十嵐でございます。 

  最初に、きょうの１件目の質問は、教育関係の質問でございまして、本来、管理課の天野

課長と遠藤教育長が恐らく答弁に出ていただけるということだったと思いますが、皆さん、

ご存じのとおり、管理課長のお父様がお亡くなりになったということで欠席をされておりま

す。この場をかりて、ご冥福をお祈りしたいと思います。 

  質問に移っていくのですが、大変申しわけないことに、通告書の中でちょっと訂正をして

いただきたいことがあります。質問のたびに、都度、その訂正の部分をお話しさせていただ

きながら質問を進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  まず１件目は、新たな教育制度の導入についてでございます。 

  先ほど、大西議員のほうでも、このコミュニティ・スクールについての一般質問がござい

ました。重複するところがあろうかと思いますが、できるだけ別な角度やちょっと掘り下げ
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た形で質問をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  私ごとで恐縮ですが、ＰＴＡの活動もいろいろさせていただきましたけれども、当時は、

地域、家庭、学校という三つの分野でそれぞれ役割があり、連携をして何か学校を支えてい

たような記憶がございます。研修だとか講演会などというのをＰＴＡ行事でいろいろやった

りはしておりましたが、なかなか改善や改革が進まないというのが、私だけの思いかもしれ

ませんが、現状だったのではないかな、こんなふうにも思っておりました。 

  どうしてもこのことは、子供も卒業してしまう、子供がいなくなれば保護者もかかわらな

くなる、また教職員も異動するということで、なかなか人がころころかわる中で、初めて学

校に子供さんを預けた父兄にしてみたら、学校での活動が全く新しいものになってしまっ

て、それが繰り返されているといいますか、入れかわっているだけで、中身が全然変わらな

いという現状が続いていたのかなと。 

  そんな中で、うまくいってほしいなという願いも込めてですが、今回の学校運営協議会、

このコミュニティ・スクールという制度が、恐らく今までの、今、私が申し上げたようなこ

とを払拭してくれる制度になってほしいなという期待を込めて、質問させていただきたいと

思います。 

  コミュニティ・スクールは、地域とともにある学校づくりであると。そしてまた、保護者

や地域の総意、意見を学校運営に反映させるというのが大きな二つの狙いだというふうに言

われております。 

  そこで、まず１番目の質問でございますが、学校運営協議会、ＣＳ、コミュニティ・スク

ールというのは、そういう設置した学校のことをコミュニティ・スクールというふうに言う

と、教育長からも先ほど答弁がございました。 

  洞爺地区で先行して実施するということでございますが、なぜ洞爺地区を先行実施と決め

たのかということと、このコミュニティ・スクールの制度を導入することによって、当町の

教育行政にどんな期待ができるのか。まず、このことを伺いたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） 洞爺地区で先行実施する理由でございますけれども、洞爺地区にお

きましては、地域の皆さんを含め、保護者等が非常に学校教育に熱心で協力的だという状況

がございます。そういう中で、落ちついた学校運営がされてきております。そのような学校

との関係性があることから、地域との協働や学校の応援団となっていただくためのコミュニ

ティ・スクールの導入が、スムーズに運営できるだろうというふうに考えたところでござい

ます。 

  また、洞爺地区での先行実施を成功例として、平成30年度から導入を予定しております虻

田地区、また洞爺湖温泉地区での波及効果も期待しているところでございます。 

  それと、どのような効果が期待できるかということでございますが、現在、洞爺湖町にお

いても人口減少というのは非常に進んでおります。あわせて、学校も当然、小規模化してい

るという状況でございまして、子供たちを取り巻く環境は大分変わってきております。ま
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た、そういう学校の小規模化だけではなく、学校で抱える課題も複雑化、また困難化してき

ている状況でございます。 

  こういうことを含めて、学校、地域、保護者が連携して協働することにより、こうした課

題解決に向けた取り組みが期待されるというところでございます。 

  学校を核として地域づくりを進めることで、地域の人材などの活用が図られ、まちの活性

化につながるということも期待しているところでございます。 

  一般的に、このコミュニティ・スクールの期待というか、そういう部分でお話しいたしま

すと、三つほどございます。 

  一つは、持続可能性という部分でございます。 

  学校の管理職、校長などは、通年で異動になります。そうすると、やはり校長のその辺の

リーダーシップというのが、なかなか一定しないという部分も想定されます。そういう場合

は、このＣＳによって地域の組織的な連携・協働体制が継続できるという一つ目のメリット

かなと思っております。 

  二つ目は、地域総がかりという部分でございます。 

  子供たちがどのような課題を抱えているのか、地域でどのような子供を育ていくのかとい

う、この目標やビジョンを地域全体で共有できるという部分でございます。 

  もう一つ、三つ目が協働という部分でございます。 

  ともに働くという部分でございますけれども、子供たちが抱える課題に、関係者みんなが

役割分担して、連携して協働による取り組みを進めることができるというふうに言われてい

るところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） 今、効果の中で、３点ほど教育長から答弁をいただきました。先ほ

ど私が自分の経験の中で、ちょっとお話しさせていただいた中で、やはり校長先生、教職員

がかわる中で、学校教育の、いろいろなＰＴＡの活動も含めて、維持されないといいます

か、ぽつんぽつんと切れてしまうという部分が、私なりに問題だなと思っていた部分が、く

しくも持続可能ということで、この制度に込める期待というものが示されているというの

は、やはり私自身も期待していいのかなと、こんなふうに思っています。 

  それと、先ほどの大西議員の中での答弁で、ちょっと聞き漏らしたので確認したいのです

が、先行実施をする洞爺地区のとうや小学校と洞爺中学校、２校ございますが、何か合同で

協議会を持つようなことを言われたと思ったのですが、それぞれの学校で設置するのかどう

か、ちょっと確認させてください。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） 学校運営協議会自体は、学校ごとに教育委員会が指定するというこ

とになります。ただ、地域性、余り大きくない地域でもございますので、小学校と中学校の

両方に、結構な方が、お子さんがいると。そういう家庭がありますので、そういう場合は、

両方で重複して委員になる可能性も結構ありますから、そういう場合も含めまして、小学
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校・中学校全体の会議をできるだけ合同で開催していきたいと。 

  この裏には、実は今後、９年間の義務教育を見通した一貫教育というものがございます

が、これはすぐということではないのですけれども、将来的には、そういうことも想定した

研究も、一緒に進められるのかなというふうに考えたところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） それはわかりました。けれども、ぜひ注意して、学校経営は、校長

先生がそれぞれいらっしゃるわけですから、混同するとおかしなことになりかねませんの

で。生徒数が少ないので考え方としては理解できなくもないのですが、やはり独立したそれ

ぞれの学校ですので、校長先生の方針等もあるでしょうから、その辺は混同しないように注

意して進めていっていただきたいなというふうに思います。 

  次に、２番目の質問に移ります。 

  ここでちょっと文言といいますか、訂正をしていただきたいのですけれども、通告では従

来ある「学校評価委員会」としておりますが、これが「学校関係者評価委員会」ということ

で、「関係者」を入れていただきたいということと、次に「学校評議委員」となっています

が、「学校評議員」で、委員の「委」がいらないということになりますので、その訂正をお

願いしたいと思います。 

  従来の学校関係者評価委員会、学校評議員制度、学校支援地域本部は、そのまま継続され

るのか。また、この運営協議会に集約されるのかどうかという質問でございますが、それぞ

れ役割を持ってきているわけです。私も１年間だけですが、評議員をさせていただいた経緯

がありますけれども、何か校長先生と話をした記憶はございますが、そのことが学校運営に

反映されたなどという思いがないものですから、どういうものかなということも含めて、ど

うされるのか、質問いたします。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） 学校関係者評価委員会でございますが、この委員は保護者、地域住

民などから校長が選任して、年に一、二回の会議を開催し、学校の教育活動や自己評価の結

果を評価いただくことを通して、学校運営の改善につなげることを一応目的として設置して

ございます。 

  学校評議員のほうの制度でございますが、この委員は、学校関係者評価委員会と同じく、

保護者、地域住民などから学校長が推薦する者に教育委員会が委嘱し、年２回から４回程

度、会議を開催し、校長の求めに応じ、教育活動や地域及び家庭と学校との連携等について

意見をいただくものでございまして、学校と地域の連携を深めることを目的に設置してござ

います。 

  新年度から導入を予定しております、このコミュニティ・スクール制度でございますが、

学校関係者評価委員会と学校評議員制度をあわせたような組織になるというふうに考えてお

りますから、コミュニティ・スクール制度導入後は、学校関係者評価委員会と学校評議員制

度は、この組織に集約するということになります。 
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  また、学校支援地域本部事業につきましては、学校の求めに応じて、必要な支援を地域の

ボランティアが行うなどの役割を担っていきます。これにつきましては、引き続き継続しま

すが、その活動内容につきましては、社会教育課長のほうから答弁させていただきたいと思

います。 

○議長（佐々木良一君） 永井社会教育課長。 

○社会教育課長（永井宗雄君） 学校支援地域本部事業につきましては、学校と地域との連携

体制を図り、地域全体で学校教育を支援する体制づくりを推進するため、小中学校、ＰＴ

Ａ、青少年健全育成連絡協議会などの関係団体などにより実行委員会を組織しております。 

  また、学校支援ボランティアの方々を事前に登録いただくことで、学校などの依頼によ

り、教育活動に参画され、さまざまな知識や技術をもとに指導をいただくこととしておりま

す。 

  支援ボランティアにつきましては、現在９団体、31個人の登録をいただいております。平

成28年度の活動内容といたしましては、小中学生を対象に、放課後や学校の長期休みを利用

して開催しております地域未来塾におけます学習支援、それと、各小中学校での活動につき

ましては、防災学習や読み聞かせ、公共施設の見学学習、登下校の安全指導等を行っていた

だいているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） 教育長に答弁いただきましたように、学校支援地域本部はボランテ

ィアの、ほかの団体でありますので、これはボランティアとして協力していただくというこ

とで、この本部はそのまま残し、ほかの二つの部分については、この運営協議会の中で設置

すれば、吸収をするということで、私もそのようにするほうがいいと思います。そのように

進めていっていただきたいというふうに思います。 

  次に、３番目の質問でございます。 

  それでは、この学校運営協議会を設置するということで、この場合は、とうや小学校、洞

爺中学校を指定するわけですけれども、概要で結構ですが、どんな組織づくりをするのか。

当然、規約もつくるでしょう。それから、年のどの時期に何回ぐらい開くのかということに

ついてお伺いいたします。できれば、この会に予算を持たせるかどうかも、ここには通告し

てございませんが、わかれば教えていただきたいということで、委員の身分は、先ほど大西

議員への答弁の中で、特別職の臨時の地方公務員並みの身分になるのだということで了解い

たしましたので、今、申し上げたことについて、お答えをお願いいたします。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） このコミュニティ・スクールに関する規定につきましては、教育委

員会の規則として定める予定でございます。その内容につきましては、今、詳細を詰めてい

るところでございます。今月末の教育委員会議で最終的に決定したいと思っているところで

ございます。 

  この組織につきましては、11名、会長１名、委員が10名ということで構成を考えてござい
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ます。委員は、ＰＴＡ関係者、それから自治会の代表者、地域活動者などを予定しておりま

して、この委員は、校長の推薦に基づき、教育委員会が任命するというふうになってござい

ます。 

  開催時期・回数でございますけれども、何回という規定はありませんが、私ども、まず初

年度ということもございまして、３回ほどを考えております。年度初め、それから中間、年

度末ということを、今、予定しているところでございます。 

  あとは予算化でございますが、平成29年度の予算では、委員の報酬等のほかに事務費経費

等を若干見ているような状況でございます。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） まだ、これからスタートですので、恐らくその間でいろいろなこと

が取り決められていくということもありますから、今時点では、まだ固まった形での組織と

いうか、形にはなっていないということは理解いたします。 

  ただ、４番目の質問に絡みますが、校長の基本方針を承認するというような大事な役割が

ございますので、そういう意味では、年度当初に、まずやらなければいけないというのは当

然だと思いますけれども、あとは、評価という仕事もあると思いますので、学期単位とか、

そういう形での開催が必要になると思います。先ほどの評議員制度だとか学校関係者の評価

などという部分が、この協議会に吸収されるということを考えたときには、回数にこだわら

ずに、委員さんの要望があれば、適宜開催をして、それぞれの役目を果たせるような形に

持っていく。回数が多ければいいということではありませんが、活動が活発になることが、

この協議会の活性化にもつながることになると思いますので、そのような取り計らいをして

いっていただければということをお願いして、次の質問に移らせていただきます。 

  ４番目の質問でも、ちょっと訂正をしていただきたいのですが、質問の内容が「協議会の

主な役割が４項目ほど示されているが多様な意見の調整があると思いますが意見がうまく反

映されるのか伺います。（特に教職員の任用）」と書いてございますが、この４項目という

のが文科省では３項目に何かなっているようですので、これを３項目というふうに訂正して

いただきたいと思います。 

  そこで、この３項目でございますが、先ほど申し上げましたように、校長が作成する学校

運営の基本方針の承認をすること。これは必須なことになっております。それから、学校運

営について教育委員会や校長に意見を述べることができる。それから、教職員の任用に関し

て、教育委員会に意見を出すことができる。後に述べた２項目は、任意のことでございます

けれども、このような役割が示されております。 

  そこで、特に私がちょっと興味を持ったのは、教職員の任用ということでございます。余

り、特にこの先生がどうだこうだというふうになってくると混乱を来すと思いますし、この

協議会の役員の意見の重さというものを考えたときに、安易に言ってはどうかということも

あるのですが、例えば、文科省のホームページか何かでちょっと見たときに、実はこんな例

が書いてございました。 
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  教職員任用に関する意見の活用例として、ある小学校で、学校支援ボランティアの活動を

していた学生が教員採用試験に合格したため、そのため当該小学校で採用したいという意見

を都道府県教育委員会に申し出て実現できたなどという、こんな例があるそうです。 

  今までは余り人事に口を出せない部分が、本当にこのようなことが、真摯に捉えての話で

すよ、いいかげんなことではなくてですね。好き嫌いでやめさせろとか、あの人を引っ張っ

てこいなどということではないですが、こういうふうに解釈されるのではないかという危険

というかな。ある意味では、私は悪いことではないと思いますが、濫用されたら、教職員の

人権などという話にもなってまいりますので、その運用に関しては、とても注意しなければ

いけないと思います。 

  それで、これはちょっと民間のコメントなのですが、このコミュニティ・スクールは大き

な権限を持つことができる、例えば、先生の人事ですと。さすがに先生を独自に採用するこ

とはできませんが、どんな先生が欲しいのか、あるいは、今いる先生に異動しないでほしい

と思ったり、隣の学校にいる優秀な先生にうちの学校に来てほしいと思った場合、コミュニ

ティ・スクールに設置される運営協議会の意見として、都道府県教育委員会に伝えることが

できるなどという文章も出ているので、この辺をどう考えたらいいのか、ちょっと混乱があ

るのかなと心配をした意味で、４番目の質問をさせていただいております。よろしくお願い

します。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） まず、法律に定める協議会の役割についてでございますが、今、議

員がおっしゃられました三つ、ございます。 

  １点目が、校長が作成する学校運営の基本方針を承認すること。これは必須事項というこ

とで、この中身につきましては、先ほども申し上げましたが、私どもは四つほど、今、予定

してございます。教育課程の編成に関すること、それから、教育目標及び学校経営計画に関

すること、組織編制に関すること、施設管理に関することというふうに考えてございます。 

  二つ目の学校運営について、教育委員会または校長に意見を述べることができる。それか

ら、三つ目の教職員の任用に関して、教育委員会に意見を述べることができる。この二つは

任意でございます。私どもとしましては、この二つも含めまして、この三つ全てを定めてい

きたいというふうに考えているところでございます。 

  委員各位からさまざまな意見をいただいて、自由に意見をいただくというのは、当然、こ

の制度の趣旨というふうには理解しておりますが、その中でも、今、議員がおっしゃられま

したように、教職員の任用については、非常に難しい部分があろうかなと思ってございま

す。場合によっては、個人名が出たりすることで、混乱や不安が学校内に広まるということ

も考えられるかなと思ってございます。 

  ２月に実施した導入セミナーの中でも、教育局の担当の方からも、この教職員の任用に関

することにつきましては、あの先生はよくないから、かえてほしいなどということではなく

て、学校の方針の中で、例えば、今後スポーツ分野に力を入れたいので、○○の実技にたけ
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た先生をお願いしてはどうかというような意見が求められるというふうに考えているところ

でございます。 

  ただ、私どもも非常に不安なところがございますので、この任用に関する意見に、規則の

中に、ちょっと文言をつけ足そうかなと思ってございます。これはちょっと、私が個人的に

考えていることなのですが、規則には、特定の教職員に関する意見を除くという形を入れて

いこうかなというふうに、現在、考えているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） ちょっとそこも心配なのですが、ただ、教職員の皆様にも逆にいい

意味で意識をしてもらう、そういう目で見ていますよという意味では、こういうことができ

るということが、いい意味で教職員の質の向上につながるようになればいいなと思います

し、意見を言える道ができたということは、やっぱり保護者にとっても、ある意味、望まし

いスタイルでもあるだろう。だから、運用については、十分配慮が必要ですけれども、この

ことは画期的だなというふうに私は理解しているところでありますので、その辺も注意しな

がら進めていっていただきたいと思います。 

  午前中に最後の質問まで行って終わらせたいと思います。 

  先ほど教育長から話がありましたように、２月３日に先行して洞爺地区でセミナーが開催

されたということでございまして、私も直接は顔を出していないですし、新聞報道でしか確

認していませんけれども、このセミナーを開催したことによって、洞爺地区に先行して導入

できる手応えであるとか、取り組んでみよう、取り組んでもいいという雰囲気がこの会場の

中で感じ取れたかどうか、この感想を、まずお伺いいたします。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） この導入セミナーは、２月２日に実施されてございますが、多くの

教職員、それから保護者の方々に参加していただきました。 

  まず、学校現場の事務の負担感という部分があるのですが、これにつきましては、実施学

校の状況や教職員の説明などを通して、大幅な負担増にはならないということで理解を得て

いるところでございます。 

  また、保護者についてでございますが、洞爺地区においては、これまでも学校に対して積

極的に支援・協力をいただいており、今までと何が違うのというような声も一部いただいて

はおりましたが、委員の身分であったり、一定の責任ということも含めて、この学校運営に

参画するという意識を持っていただくということについて理解をいただいたのかなと思って

いるところでございます。 

  また、当日は、残念ながら、地域の方々の参加というのがちょっと少なかった状況がござ

います。この辺は、地域の皆さんへの理解をさらに促進する必要があろうかなと思ってござ

います。そういうこともありまして、２月23日開催の洞爺湖町の定例自治会長会議の中にお

きましても、このコミュニティ・スクールの制度について概略を説明させていただいて、今

後の協力をお願いしたところでもございます。 
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  このコミュニティ・スクールの導入セミナーを通してですが、このセミナーはワーク

ショップ形式をとりまして、本当に実際に近いような形で協議を進めていただきました。参

加された方からは、本当にわかりやすくていいセミナーだったという声もいただいたところ

であります。参加いただいた皆さんには、おおむね一定の理解を得たものと認識しており、

ある程度、今後スムーズに運営されていくのかなというふうに考えたところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） 今、お答えいただいたように、導入に向けて、ある程度の手応えは

感じ取ったということで、自信を持って導入ができるということと私は捉えさせていただき

ました。 

  あくまでも、この学校運営協議会は誰のためにあるかというのも、当然、そこに学ぶ子供

たちのためにあるわけでありますから、まず子供が主役であるということを忘れないでおい

てほしいと思います。また、平成30年には、この虻田地区の学校、それから温泉地区の学校

にも導入予定ということでございますから、この先行導入した実際のことをしっかり検証し

ながら、このことを成功に導くことによってうまく次の導入に進んでいけるのだろうと思い

ますので、その辺もしっかりやっていただきたいと思います。 

  そして、先ほど申し上げました持続可能な制度として、先生がかわろうと、保護者がかわ

ろうと、その学校が存続している限り、この考え方がずっと継続されて進んでいくように、

今年度が最初ですが、成功するように私たちも陰から応援したいと思っておりますので、頑

張って進めていっていただきたいということをお願いして、この１件目の質問を終わりたい

と思います。 

○議長（佐々木良一君） それでは、ここで、昼食休憩に入ります。 

  再開を午後１時といたします。 

（午後 ０時０１分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（佐々木良一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午後 １時００分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（佐々木良一君） 一般質問を続けます。 

  五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） 引き続き質問をさせていただきます。 

  大きな２項目めの質問でございます。 

  洞爺地区の町有地についてでございます。 

  昨年の12月の議会の全員協議会で、町長より、今、閉鎖されて、ちょっと廃墟となりかけ

ているホテルへの町の対応について、どう対応するかという説明をお受けしました。同時

に、隣接する町営の温泉施設を含めた土地の購入の希望会社があるのだという報告を受けた

ところでございます。 
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  そのホテルにつきましては、もう老朽化が進んで、建物としての体をなさないような状況

で、土地は町の所有であるけれども、建物は所有していないという状況から、取得をしなけ

れば、町単独での処理はできないというこの趣旨は十分理解できた中で、１月の会議でも、

その手続に対する補正を議会としても承認したというか、認めたところでございます。 

  そのホテルの対応についてはいいのですが、いこいの家の土地も含めて町有地の売却とい

う話が、そういう意味ではちょっと唐突だったということもありまして、その12月の全員協

議会の報告の中では、たしか私が、地域の方々に十分な説明をしていただきたいと申し上げ

たことも覚えております。 

  そういうことがありまして、町の計らいで、１月27日と２月23日の２回にわたりまして、

洞爺地域の人たちを対象に説明会を開催していただいたところでございます。 

  １月は日中でございましたので、２月の２回目には夕方といいますか、夜の開催というこ

とで、出やすい時間帯も選んで説明会を開催していただきました。 

  私も２回とも出席させていただいて、どういう意見が出るか、伺わせていただきました。

いろいろな意見が出ておりましたけれども、行政としては、町長を初め、私は真摯に対応さ

れていたなというふうに思います。中には、厳しい意見やちょっと感情的な意見も出たとこ

ろではありますけれども、冷静に対応されていたなと、私だったら、そうなっていたかなと

思うぐらい、大変冷静に対応されていたなというふうに私は感じておりました。 

  ただ、この過程がまだ途中ということもあって、説明会を聞きに来た人にしてみれば、も

う少し情報が欲しかったのかなと、そんなところもあったような気がいたします。 

  執行機関としては、財政の安定や地域振興、自主財源の確保、雇用、産業振興と、そうい

う役目がございますから、いろいろな手だてを講じて、いわゆる政策として進めていかなけ

ればいけないということもありますので、こういう機会をしっかり捉えて、何とか導入した

いとお考えになっているということは、執行機関として、私は理解をするものでございま

す。 

  しかし、一方、私どもの議会人としての立場としては、その事柄がどんな根拠に基づいて

行われているのか、それが実際に可能なのかどうか、情報としてしっかり与えられているの

かどうかを、やっぱり確認し、町民の皆さんのある意味、不安を少しでもなくしていくとい

う。それと、最終的には、私たちもそれを理解した上で、決断しなければだめな場面も出て

くるという立場だと思っております。 

  そんな思いを含めて、５項目にわたって、順次、質問させていただきたいと思います。 

  まず、第１でございますけれども、もう説明会でも実名といいますか、名称で説明されて

いますので、先ほどはホテルとか温泉施設と言いましたけれども、もう実際の名前で質問さ

せていただきます。 

  サンシャインホテル及びいこいの家の用地を活用したいと申し出ている会社について、説

明会でも二つの会社を取り上げて、ご説明をいただいておりましたけれども、その会社の経

営の実態は、どの程度、把握されているのか。まず、この点についてお伺いをいたします。 
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○議長（佐々木良一君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤里志君） 昨年、東京に所在する企業でございますが、そのところから、ホ

テル洞爺サンシャイン、また洞爺いこいの家の建物、その敷地に係る町有地の一括購入を

し、その後、企業で建物の解体を行い、高級旅館等を建設し、町の地域振興に寄与したいと

いう申し出がございました。 

  申し出ている企業につきましては、資産管理を行う東京の小葉投資開発株式会社でありま

して、現在、静岡県の伊東市で旅館経営を行っております坐漁荘を運営している企業でござ

います。 

  坐漁荘でございますが、ここにつきましては、高齢の母親と娘さんで経営していたところ

でございますが、なかなか経営状況が思わしくないということで、約50年の歴史と伝統を誇

る高級旅館でしたが、売却を考えていたところ、平成25年の10月でございますが、小葉投資

開発株式会社が購入しまして、そのまま従業員50名を継続で雇用しております。また、19室

あった部屋数を約18億円かけて30室にする大規模改修を行い、平成26年10月にグランドオー

プンをしております。現在の従業員数は、70名となっているところでございます。 

  坐漁荘につきましては、日本の美しくすばらしいおもてなしを世界に伝えていくというこ

とを基本としておりまして、グランドオープン以来、「プロが選ぶ日本のホテル・旅館100

選」に常時ランキングされている旅館でありまして、経営はしっかりしているものと思うと

ころではございます。 

  小葉投資開発株式会社及び坐漁荘の代表取締役を務める方につきましては、平成３年に私

費留学により日本に来られまして、平成６年に日本大学大学院建築学科修士を修了し、平成

11年に日本国籍を取得しております。 

  また、その後、平成12年に東京で一級建築士事務所、株式会社ＪＰＭを創設し、現在は、

日本本社及び中国支社、合わせて一級建築士30名を含む従業員108名の代表取締役を務めて

いる方でございます。 

  また、平成19年からなのですが、内閣府の委託事業でございまして、旧日本軍が中国に破

棄した化学兵器を回収・分析する業務を行うための施設・建物の基本設計と施工管理に携

わっており、そういう部分におきましても、信用の置ける方と認識しております。 

  この方が小葉投資開発株式会社及び坐漁荘の代表になられた経緯でございますが、両社に

出資しているオーナーは、台湾企業のＣＩＶＩＬ ＧＲＯＵＰでございます。ＣＩＶＩＬ 

ＧＲＯＵＰは、平成21年に上海でリゾートホテルを建設する際に、この方に設計を委託され

まして、そのときの信用の置ける業務内容と人間性が評価され、日本の窓口として、小葉投

資開発株式会社及び株式会社坐漁荘の代表となられております。 

  坐漁荘の経営状況でございます。開始後３年目、実質、平成26年の10月なので、実質的に

は２年なのですが、今期の見込みでございます。宿泊客数、約１万3,500人、売上につきま

しては、約７億5,000万円を見込んでおりまして、目標としている８億円に迫る勢いでござ

います。 
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  また、坐漁荘、小葉からは、過去２年間の財務諸表の提出をいただいており、内容につい

ては、健全な経営をしている会社であることを確認しております。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） やはり、外国資本とか、いろいろな心配事が地域の方々にあった中

で、今、伊藤部長が説明されたことも、るる説明していただきましたけれども、財務諸表と

いうのがより客観的な数量的にその業務内容を把握するということで、それは取り寄せて

しっかり確認したらいいのではないのかなとお話しした経緯もありますが、今の答弁を聞い

ていまして、住民対象の説明会よりも、企業の内容については、より詳しくお話しされたの

かなというふうに思います。 

  財務諸表については、こちらで必要になれば、また見せていただくことがあるかもしれま

せんが、健全であるという伊藤部長の判断を信頼しまして、そういう内容なのだろうなとい

うふうに現在の段階では判断をしたいと思っております。 

  そこで、どうしても皆さん、見たわけではありませんし、その坐漁荘という、静岡県の伊

東でホテル経営をされている部分でございますが、町長が訪ねて、その施設をごらんになっ

ているということもちょっと伺いました。数字的なことは、今、伊藤部長がお話しされたの

ですが、実際に施設を見て、町長の率直な感想がもしいただけるのであれば、お話しいただ

きたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 伊東温泉にある坐漁荘でございますが、昨年暮れ、伊豆のほうで日本

ジオパークの総会がございまして、その帰りに、ちょっと寄らせていただきました。建物自

体はもう築50年を経過しているということで、建物の外観そのものは非常に古いなというイ

メージでございましたが、手入れが行き届いている施設だなというのを実感しました。 

  それと、私がちょうどお邪魔したときに、待合室で待たせていただいたわけでございます

が、来ているお客様がちょうどいらっしゃいました。そのお客様の行動等を見ていたとこ

ろ、非常に、ある意味、お金持ちというのでしょうか。やはり、かなり富裕層のお客様だな

という感じはいたしました。 

  その後、係員の方がお見えになりまして、部屋の中を見せていただくことができましたの

で、見せていただきましたが、全ての部屋が、やはり清掃が行き届いている。あるいは、従

業員の方が、先ほど部長が言いましたけれども、おもてなしの心、これを持って、日本の古

きよき旅館経営といいましょうか、そういうものを引き継いでいってくれているのだなと。

これは何物にもかえがたい、やっぱり、すばらしい財産、施設なのだなというのを感じさせ

ていただいたところでございます。 

  また、一人一人の働いている方が非常にホテルに、また旅館に愛着を持っているのだな

と。私は、ホテルにお邪魔する前に、伊豆高原駅というところで電車をおりまして、それか

ら、うちの車がお迎えに上がっているはずですからということで、車を探しました。そうし
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たら、すぐ運転手の方がお見えになって、そのホテルに行く前に、伊豆のその地域をぐるっ

と案内していただきました。 

  もともとその地域というのは、伊東温泉の中で、ややもすると伊豆の地区に近い地区なの

ですが、日本のそれこそ一流企業の社長さん、または取締役等々が持っていらっしゃるとこ

ろかなと思うのですが、別荘地域になっておりました。そして、車がその地域に入るとき

に、管理事務所みたいなものがございまして、そこを経由して中に入らせていただいたわけ

でございますが、治安がまずしっかりしているなという感じがいたしました。 

  そして、景観も非常にすぐれているところに、その施設が点在していたわけでございます

が、施設の中からは、残念ながら、外の景色は余り深く見ることができないところでござい

ましたけれども、お部屋を見させていただいたときに、はるか海のかなたのほうに、伊豆大

島ですか。そちらのほうが島として見えるような状況でございまして、非常に環境のいいと

ころで、すばらしい仕事をしているな、これが率直な感想でございました。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） ありがとうございました。 

  今、申し出のある会社の概要については、これぐらいにしまして、２番目の質問に移らせ

ていただきます。 

  洞爺湖は国立公園であり、景観を重視する地域であることを十分に理解した建設計画をお

持ちであるかどうか。そのことの確認ができているのか。また、協定なども考えているの

か。これは、相手方の計画ですので、町としてどうこうということには、ひょっとしたらな

らないのかもしれませんが、もしそのようなことの確認ができているのであれば、お答えい

ただきたいと思います。 

  それから、国立公園といっても、ホテルの敷地やいこいの敷地が恐らく国立公園のエリア

外になるのではないかなと思うので、国立公園の規制には当てはまらないのかもしれません

が、洞爺地区は合併後に準都市計画という指定を受けている地域でもございます。その中で

は、国立公園ほどの規制にはならないかもしれませんが、この町として、高さであるとか、

色などという部分で、私どもというか、町の意見がしっかり反映できるような取り組みがで

きるのかどうかも、あわせてお伺いしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤里志君） 景観に関しましては、対象となっている町有地は洞爺地区の中で

もすばらしい、景観のよい場所であるということは認識しております。この景観を守ってい

かなければならないということは考えてございます。 

  今回の申し出でございますが、洞爺地区の定住人口や交流人口の増加または地場産品の活

用など地域振興策につながると考えているところでございますが、今後、洞爺地区の景観も

踏まえながら、洞爺地区の振興策となるような協定などを相手方と協議してまいりたいと考

えております。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 
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○３番（五十嵐篤雄君） そういうことを理解してもらって、できれば協定という形で取り交

わした中で、建設を進めてもらうのだということですが、まだ余り具体的なことにはなって

いないようですけれども、申し出をしながら、協定を結んでいくということですので、これ

はこれで十分考えていっていただきたいと思います。仮に、あそこは今、サンシャイン自体

も４階建てになっていますけれども、それ以上になることはないと考えてよろしいでしょう

か。どうでしょう。 

○議長（佐々木良一君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤里志君） 今後のことにつきましては、まだ相手方のほうからも計画が出て

きていないので、その辺を十分踏まえながら、検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） まず最初に、議員のお話の中にありました国立公園法の関係でござい

ますけれども、道道から100メートル山側以内は、国立公園の地内になっております。それ

で、現地の中では、のりがございました。上のほうの土地からのり、のり尻のところで、

ちょうど100メートルになっております。ですから、のりから上のほうについては、国立公

園法、自然保護法の網には、残念ながらかからないところでございます。 

  しかし、私どもの準都市計画区域に入っておりますので、今後、物を建てる等々の関係が

ありましたら、私どもの意見が、やはり尊重されるべきというふうに私どもは思っておりま

す。 

  ただ、これから、そこに本当に来ていただけるというふうになったときには、以前にあそ

こにサンシャインのホテルがございました。そして、なおかつ、いこいの家という町民のい

こいの場がございました。それらの風景、景観を余り害さないような形のものを私どもは要

望していかなければならないなと思っているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） 相手方といいますか、施設をつくりたい側は側で、基本的な設計を

持っているかもしれません。しかし、町の気持ちはこうだ、私どものまちはこういう姿勢で

臨むのだということをしっかり持っていれば、業者さん側もしっかり理解してくださって、

その中で、それに見合った建設計画を立てられるのではないかなと思いますので、やはり、

まちとしての姿勢というものもしっかり持っていってもらえればいいのかなというふうに思

います。 

  次に、３番目の質問に入ります。 

  このこともまだ具体のことではないので、余りここまで入り込んでもどうかなと私は

ちょっと思いましたけれども、もうこの際ですので、遠慮なく、ちょっと聞かせていただき

ます。まだ考えていない、そんなことはちょっと想定外であるということであれば、そんな

答弁でも結構です。 

  これをもし仮に売却するとしたら、先方から、いろいろな条件提示があるのではないかと
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いう、ちょっと変な心配をしているところではありますけれども、例えば、固定資産税であ

るとか入湯税だとか、この辺の、これは制度に基づく減免措置とか何かならいいのですが、

企業側からの要望でそう答えざるを得なくなるような場面を、余計な心配かもしれません

が、ちょっと心配したりしているところです。 

  そして、やはり周辺の道路事情が、そこに向かうまでは、私ども住民としてはそんなに不

自由なく我慢して使っておりましたけれども、大きな観光バスとか何かとなると、その辺の

インフラの整備等の要求がないかどうか、この辺もちょっと危惧するところでございます。 

  同時に、逆に私どものまちとして、間違いない会社であろうかとは思いますが、仮に投資

目的だったり、それが転売として活用されるようなことを、やっぱり防ぐ手だても、幾ら紳

士協定と言っても、それは契約上できっとうたっておくべきことなのだろうなと考えられま

すので、売却に当たっての先方からの条件提示や、逆に町としての投資や転売を防ぐ契約を

考えているかどうか、差しさわりがあるようでしたら、その辺、上手に答えていただいても

結構ですが、そのことをお伺いいたします。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） まだ具体的に正式なところまでのお話し合いは進んでいないのが現実

でございます。 

  ただ、あそこに建物を建てるとなったときに、こういうことはどうなるのでしょうかね、

こういうことはどうなるのでしょうかねというお話は二、三、ございました。 

  その一つには、大型バスが入っていくときに、どういうふうなルートで入っていったらい

いのでしょうかねと。これは、横に１本、洞爺の総合支所のほうから来る道路、そして途中

に玄米酵素さん、そしてシニアシュロスさん、そこの前を通って入る道路、それから、片や

もう一本は、道道のほうから、今村さんの農家さんのところから、上に上がっていく道路

で、どの道路もということで、内部でいろいろ技術屋さんも含めて検討させてもらいまし

た。 

  ところが、あの洞爺総合支所のほうから来る道路については、非常にのりですとか、ある

いは、下の畑にのり尻を起こすなどということについては、技術的には可能なのだけれど

も、将来のことを考えると、やはり不安が残ると。そして、山側のほうにのり尻を切ったと

すると、今度は、山側のほうにそれぞれ施設がありまして、入っていくのが非常につらくな

るということもございました。さらには、下のほうの畑にのり尻を広げると、今度はそこに

土盛りをしてやる、道路を拡幅するということになると、今、この自然災害等々で、強い雨

等々が来たときに、これまた、まだ不安が残る。しっかりした土どめ工事をやらなければ、

相当の費用をかけなければならない等々の問題。 

  そして、農家のほうから回ってくる道路。こちらのほうについては、勾配の関係等々があ

りましたけれども、お金をかけてやるのだとすれば、そちらのほうが、まだ可能性はあると

いう今現在の段階でございます。 

  それと、もう一つの要望といいましょうか、その内容は、洞爺には温泉があると。その温
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泉を、ホテルを利用したときに、ぜひ利用させていただきたいと。 

  当然、私どものほうは、使用料をいただいて、温泉を供給します。温泉の泉源について

は、財田のほうに１カ所ありますが、あのまちの中に３カ所あります。毎分200リッターの

３カ所でございまして、以前のサンシャインあるいはいこいの家、これらのお風呂を最大限

利用していたときよりも、まだまだ余裕がございます。 

  いろいろな関係機関にお話を聞いたところ、あのサンシャインがあと四つ、五つできても

十分間に合うだけの量はありますということで、先方には、私どもの温泉をぜひ利用してく

ださいというお話はさせていただいております。 

  よく、ほかの地域で、企業誘致をするというときには、例えば、固定資産税を減免します

だとか、これは例が悪いかもしれませんけれども、いろいろな優遇策を講じて来ていただい

ていたというお話を耳にすることがありますが、私どもの場合、今回の、その来ていただく

ことに対しましては、今の二つの要件、これはどうなるのでしょうかねという問い合わせは

ありましたが、そのほかの物件については、今、お話は聞いておりませんし、そういうお話

が万が一あったときには、適時、またしっかり対応を考えていきたいなと、今のところは、

そういうお話は来ておりません。 

  ただ、今現在、私どもが町として通常やるべきことは、今、事務的に担当部長のほうから

話をさせていただきます。 

○議長（佐々木良一君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤里志君） うちの条例の中には、固定資産税の減免措置というものがござい

ます。これにつきましては、ホテル、旅館等の建設の場合、ちょっと金額がございますけれ

ども、過疎法という法律がございまして、その中で、北海道に納める不動産取得税が免除に

なったり、あとは、うちの固定資産税が、土地・建物については20％を３年間、減免します

よと。ただ、この部分につきましては、普通交付税での補塡があるという部分でございま

す。 

  また、そのほかには、国際観光ホテル整備法の登録が成れば、建物の税額を20％軽減する

というものがございます。また、投資、転売等に対する措置につきましても、十分に対処し

てまいりたいというふうに考えております。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） よろしくお願いしたいと思います。 

  時間の関係がありますので、次の４番目の質問に移ってまいります。 

  説明会でも申されておりましたけれども、町民、地域の人たち、キャンパーもそうです

が、親しんできたいこいの家でございます。お風呂につかりながら、洞爺湖を眺める、最高

のビューポイントでもある、この施設であります。 

  仮になくなるとしたら困るということで、町長も説明会の中で、気楽に歩いて行ける、地

域の人たちが使いやすいという意味では、むしろあの高台にあるよりは、市街地にあったら

どうかということで、市街地のほうに移設を、代替施設をつくる予定だということを表明さ
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れております。場所や規模、まだこれからかもしれませんが、ある程度、その計画が示せる

のであれば、お示しをしていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木良一君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤里志君） 住民説明会の中におきましても、いこいの家につきましては、高

齢者が通うのには不便だという部分と、施設がもう老朽化が進み、限度ではないかというご

意見もございました。 

  その中で、現在、いこいの家を市街地に移転し、今の施設より、やはり住民が利用しやす

い施設を建設したいというふうに考えておりますが、場所、規模等の計画につきましては、

今後、住民の方々のご意見を聞きながら、議会とも相談していきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） 相談はしていただいて結構ですし、そうしていただきたいところで

ございますけれども、やっぱり、代替施設ができるという条件がないと、なかなか地域の方

には理解してもらえないというところがございます。計画が早くわかれば、むしろ積極的に

こういう形でつくっていくということを提示したほうが、私は町民の安心感につながるとい

うふうに思いますので、そのように取り計らっていただきたいということと、実は、アウト

ドアが盛んな地域でありまして、冬場はおりませんが、ゴールデンウイークから10月ぐらい

までは、湖畔なり財田のキャンプ場なりにキャンプ客が大変たくさん訪れています。あのい

こいの家の利用が一番多い時期は夏の時期でございますので、地域住民が第一ではあります

が、その施設が、アウトドアのお客様にも有効に使っていただける施設としても十分考慮し

た中で、規模であるとか場所とか、駐車スペースなども考えていただきたいと思います。簡

単で結構です。その辺の考えもあるかどうかだけ。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 現在のいこいの家につきましては、町民の方、そしてアウトドアの

方、たくさんの方に夏場は利用していただいております。 

  そんな関係から、やはり、そういう方々も利用できるような考えを持っていかなければな

らないな、そのためには、ある程度の駐車場も、やはり必要かなというふうに思っておりま

す。 

  そこら辺も含めながら、できるだけこの話が早く進んで、そして、代替の浴場の関係も早

く話が進むことを願うところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） そのように取り進めていっていただきたいと思います。 

  卵が先か鶏が先かみたいに、情報が少ないと、なかなか認めにくいという住民もおります

し、かといって、では、そこまでまだ煮詰まっていない情報を出せるかということもござい

ますので、その辺はバランスをとりながら、出せる情報は早く出したほうが、私は事業が進

めやすくなるのかなというふうに考えます。その辺も考慮して進めていっていただければな
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と思います。 

  次の５番目の質問でございます。 

  これが、通告をしていた文で、５番目の平成29年度からスタートする第２期まちづくり総

合計画では、三地域の特性に合った振興策につながるのかご説明くださいというふうに通告

書には書いてございますが、事務方と私のほうでの調整がうまくなくて、実は変更していた

だいた中で、ちょっと変更し切れなかった部分があります。ちょっと意味がとりにくい通告

書になったことを大変申しわけなく思っております。 

  意味は理解していただいたと思いますが、この事業を進めていく、この売却をしてホテル

をつくっていただくという事業が、この三地域、特にこの洞爺地域の特性に合った振興策に

どうつながっていくか、そういう質問でございます。 

  逆に言うと、町長が、この洞爺地域に特に思い入れがあることも十分承知しておりますけ

れども、あの説明会の中でも質問でございました。やっぱりビジョンを描いてほしい、見せ

てほしいという部分でございますので、ぜひこの辺についてもご説明を願いたいと思いま

す。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 今回の第２期まちづくり総合計画の中でも、三地域のそれぞれ特色を

生かしたまちづくりということで、うたわせていただいているところでございますが、特に

洞爺地区につきましては、あの自然豊かないわゆる景観、これを損なわないような形の事業

展開を進めていかなければならないなというふうに思っております。 

  そんな中、高台ではすばらしい農業を展開しておりますし、今回もバレイショの選別機あ

るいは貯蔵庫の整備、そして、来年もまた、整備を予定しているということも、打ち合わせ

の中で、今、進めさせていただいているところでございますが、この農業をしっかり守りな

がら、そして、芸術・文化にあふれた洞爺地域といいましょうか。それぞれが皆さん、本当

にしっかりした考え方を持っていらっしゃるなと、そういう地域だなというふうに思ってお

ります。 

  また、子供の教育あるいは子育て、こちらについても洞爺地区ならではのよさといいま

しょうか。それができる場所だなと。今までもそうだったなと、それをさらに増幅しなけれ

ばならないなというふうにも思っております。 

  そんな中、昔、サンシャインというホテルがございました。このホテルがしっかり営業し

ていっていただけていれば、洞爺はまた違った形になっていたのかなという思いがしてなら

ないところでございますが、それにかわる、やっぱり、しっかりした運営をしていただきた

い。そこにはまた、雇用も生まれてくるであろう。さらには、従業員の宿舎もできるやも。

その施設ができることによって、農業の農産物あるいは海産物、北海道の食材、特に洞爺の

食材を多分に取り入れていただいて、特に洞爺のほうには道の駅もありますし、水の駅もあ

る。さらには自然観察道、これはジオでもご紹介させていただいているところでございます

が、そのほかにカヌー体験あるいは乗馬体験、そして、いろいろなアクティビティーやスポ
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ーツ、これらも点在するところだと。 

  そういうところと、このホテルを核として、いいまちづくりが本当にできればいいなと、

それは、相手の方といろいろ話をさせてもらって、洞爺のアピールはいろいろさせていただ

きました。こういうものも使えるね、ああいうものも使えるね。冬の遊びとしては、雪上を

走って歩くスノーモービル、あれも農家の若い方々が中心となってやっておられる。 

  そういうものも、ぜひ取り入れていきたいなどというお話を、今、聞いている段階でござ

いまして、もし、それが本当に実現可能になったときには、それらが一つずつ実行できるよ

うに、私どももしっかり担保をとりながら整備を、洞爺のまちづくりの核になるようなもの

をぜひお願いしたいということで、訴えていかなければならないなと思っております。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） そのようなビジョンで進めていったら、町民にも理解してもらえる

のかなというふうに私も思います。 

  とにかく、今後とも明確に伝えられる情報があったら、素早く発信していく。その姿勢は

忘れていただかないほうがいいと思いますし、やはり町としての、強いと言ったら語弊があ

るかもしれませんが、立場をしっかり持った中で、この交渉に当たっていただければという

ふうに思います。 

  それで、この説明会を通して、本当にこの説明会を、ただこの誘致の関係の説明会のみな

らず、いろいろな意見が出た中で、この地域のよさが、何か人のよさがすごく見えた説明会

だったなというふうに、私は個人的に感じているところがございまして、地域の人たちみず

からが、自分たちで考えて地域づくりをしようという、何か提案がなされていたやに思いま

す。このことはすごいことだなと、すごく思いました。 

  それと、あとは物事に取り組む姿勢ですけれども、やっぱり、何事にも、それは十分な、

慎重なことも大切ですが、しっかり思い切って取り組んでみた中で、いつでもまずかったら

戻ろうよという意見が出たことですね。 

  この二つのことは、私がこの説明会で、すごくいい説明会になったのだなというふうに感

じておりますので、地域の皆さんの安心感といいますか、より理解してもらうためにも、必

要に応じて説明会を随時開いていただければなと思います。 

  この件についての質問はこれで終了させていただき、次の質問に移らせていただきます。 

  次の質問は、民泊の実態の把握についてということでございます。 

  インバウンドの旅行者が、予想どおりというか、予想以上というか増大しておりまして、

宿泊施設の不足なのか、宿泊費が高騰しているのかわかりませんけれども、よろしくないビ

ジネスとして無許可の施設があちこちで行われて、大きな問題になっているということは、

もう皆様も報道等を通してご承知のことと思います。 

  特に大都会なんかで多いのだそうでございますけれども、今は例えば、空き家であると

か、空きマンション、要するに有効活用と言えばいいのでしょうか。ほとんどのマンション

が、今はオートロックになっていますが、携帯で問い合わせをしたら、暗証番号を教えても
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らったり、どこかのキーボックスか何かに鍵を入れておいて、暗証番号で開けてもらって

入ってもらう。それで、またそこに入れて帰ってもらうみたいな、そんなよく頭が働くもの

だなと感心するような取り組みが、取り組みというか、実際に行われております。 

  騒音だとか、ごみの問題で、大変課題になっておりますが、当町においても、一部の地域

かもしれませんが、そのようなことがなされているということを、直接、私が見たわけでは

ございませんが、耳に聞こえてくるわけでございます。 

  担当の部署として、そのようなことの把握がどれぐらいできているかということなのです

が、１番目の質問で、大都市で問題になっている民泊について実態をどのように把握されて

いるのか、まず、お伺いいたします。 

○議長（佐々木良一君） 佐々木観光振興課長。 

○観光振興課長（佐々木清志君） ただいまの五十嵐議員のご質問でございます。 

  先般、３月１日でございますが、厚生労働省から概要が発表になっておりまして、民泊の

約１万5,000件の実態調査を都道府県にしたそうでございますけれども、その中で、無許可

が３割、許可が約２割でございまして、あとの５割は何かといいますと、許可をやっている

かどうかさえも全くつかめないということが、３月１日に国のほうで発表になっておりま

す。 

  それにあわせまして、洞爺湖町でございますけれども、現行の法律ですが、現行は旅館業

のほうの簡易宿泊所という形での許可でございます。 

  許可の要件は、消防法、建築確認、また、面積当たり１人3.3平米以上ということでござ

いまして、国としましても、外国人観光客4,000万人を目標に規制緩和を進めているところ

でございます。 

  議員がおっしゃいました当町の関係でございますが、現在、許可としまして３カ所、把握

してございます。これらについては、アメリカ大手のインターネットの仲介業者等の紹介に

よるものでございまして、把握した次第でございます。 

  今後また、ことしに入りまして、これらの法案の通過を見込みまして、一軒家の取得です

とか土地の取得だとか、そういうものの情報も得ております。 

  全て、届け出につきましては、都道府県でございますので、これらとの連携が必要だとい

うふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） 新法で、また許可の緩和があったりして、これからふえる可能性も

ありますが、いずれにしても、しっかり法的に担保されなければ、これは違法に当たるわけ

ですから、まともに、しっかり設備を整えて、法律に照らし合わせながら業務を行っている

宿泊業者さんにしてみたら、不公平きわまりないことでございますので、これはぜひやめて

いただきたいのですが、残念ながら、市町村に許可の権限がないし、取り締まりの権限も多

分ないのだろうということでございます。 
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  しかし、そうは言うものの、やはり、この地域にそういう実態が存在している以上、何ら

かの形で啓発であるとか注意であるとか相談であるとか、その辺の取り組みができないもの

かなということで、ネットでちょっと調べてみたら、これは道の保健福祉部ですから保健所

なんかを管轄するところなのだと思いますが、民泊サービスを提供したい営業者の方へとい

うことで、自宅の建物等を活用する場合であっても、その物件を宿泊料を受けて反復継続し

て提供する場合は、旅館業法の許可を受けなければなりませんとか、旅館業法の許可を受け

るに当たっては、一定以上の客室面積を有することのほか、換気、照明、入浴、洗面などの

設備や玄関帳場等の設置など、施設基準を満たす必要がありますと。旅館業法上、無許可営

業には罰則が規定されていますよと。それから、民泊サービスの提供をお考えの方は、最寄

りの保健所へご相談下さいと、このようなものも書かれています。 

  一方、これは宿泊をやろうとする方へのメッセージですが、逆に利用者へのメッセージと

して、民泊サービスを利用される場合は、旅館業法の許可を受けている施設かどうか確認し

て、そういう施設を利用するようにしましょうというような、要するに、今度は利用者にも

投げかけているというようなことがあります。 

  これは日本語で書いただけでいいのかなと思ったりもしたのですが、英語だったり、中国

語だったりする必要が、ひょっとしたらあるのかなと思いましたけれども、このようなこと

で対応されているようです。 

  こんなもので多分、対応はできないのだろうと思いますけれども、次の２番目の質問に移

るわけですが、規制緩和の観点から、民泊の新法が検討されているようです。それまで、こ

ういう違法な宿泊が横行しないように、権限はないにしても、町として指導をしたり、今み

たいなメッセージで注意を促したりするようなこと、ないしは、道の保健所かどこかに届け

出すれば、許可をもらえますよなどの相談を受けることができるような取り組みができない

ものかなと思って、この質問をするわけですが、この辺については、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木良一君） 佐々木観光振興課長。 

○観光振興課長（佐々木清志君） ただいまのご質問でございますけれども、今回、新法と言

いまして、仮称ですが、住宅宿泊事業法という名前で動くのではないかと。 

  この中で、先ほど言い忘れたのですが、最大の問題点は何かといいますと、住宅専用地の

中につくることができるという形で、日数制限、また、家主がいる場合、いない場合とか、

また、これらの手続が保健所に行かなくても、インターネット上で行えるというような改正

になるということを聞いてございます。 

  先ほど議員がおっしゃっております、住宅地域への不特定多数の往来やごみ、騒音、これ

らの問題で、最近、新聞報道や地域が報道されていることを聞いております。 

  また、この間の２月の春節時期にも、洞爺湖温泉地区でも多くの外国人の方が利用してい

ることを観光振興課としても確認しております。 

  それから、閑散期という問題もございまして、これらの中で北海道の条例が設置された場

合には、どのような規制がかかるのか。 
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  また、民泊問題につきましては、町で何も対応しないということではございません。ま

ず、観光課が中心となりまして、総合支所、環境課のごみ、あとは地域自治会を所管してお

ります住民課、それから、消防法上の手続が多分あろうかと思いますので、消防署などとプ

ロジェクトを立ち上げていきたいと。そうした中で、自治会を通じまして、住民の方々、自

治会長の方々からご相談をいただくなり、通報というのですか、そういうものが見受けられ

るような場合の届け出というのですか。これらについては、広報や回覧で周知していきたい

なと。 

  ただ、まだ法案自体の詳細が出てきていないのですが、町としましては、秩序ある町内環

境の構築というのですか。こういうものをきちんとしていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 五十嵐議員。 

○３番（五十嵐篤雄君） 今、るる答弁をいただきました。 

  やはり、特に洞爺湖温泉に関しては有数の観光地である。その中で、しっかりとした法律

にのっとった宿泊がされていて、そういう違法な宿泊のない、本当に健全な、法律を遵守し

た観光地であると、温泉地であるということを示す上でも、こういうものがない地域にして

いかなければいけない。 

  これは大変な努力が必要かと思いますが、努力を惜しまずに、この辺も、今、連携してと

いうことがございましたけれども、ぜひ整備をしながら、対応していっていただければなと

いうふうに思います。 

  ５分、残っていますけれども、これで質問を終わります。 

○議長（佐々木良一君） これで、３番、五十嵐議員の質問を終わります。 

  ここで休憩に入ります。 

  再開を２時５分といたします。 

（午後 １時５４分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（佐々木良一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午後 ２時０５分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（佐々木良一君） 一般質問を続けます。 

  次に、５番、千葉議員の質問を許します。 

  ５番、千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） ５番、千葉でございます。 

  きょうは、３点について質問させていただくように申し込んでおります。 

  この３点とも、新聞報道ですとかテレビなどでも特集を組まれたりというような話題で

あったかなというふうに思っておりまして、当事者の方々だけでなく、町民の方々にも結構

関心のある事項ではなかろうかということで、取り上げさせていただきました。 
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  取り上げさせていただきましたが、なかなか知識とか情報がないものですから、うまく質

問できるかどうかわかりませんが、よろしくお願いしたいと思います。 

  まず、１点目でございますが、旅館、ホテルにおける耐震化問題ということでございま

す。 

  当町におきましても、該当するホテル、旅館があるというふうに聞いておりますけれど

も、同じ観光地の登別市あたりでは、同じような環境にありますけれども、登別市長は何か

積極的に取り組んでいこうというような前向きな報道もなされております。 

  そんな中で、この耐震改修促進法というのですか。まず、この法律自体をちょっと簡単に

お教え願いたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 耐震改修促進法の関係でございます。 

  この法律につきましては、平成７年に制定されたものでございまして、皆さんご承知のと

おり、阪神大震災のときに、昭和56年以前の建物が多く倒壊したことから、制定されたもの

でございます。 

  この法律の内容といたしましては、各自治体において、耐震改修の促進計画を策定しまし

て、今ある建築物の耐震化率を、90％以上を目標につくろうということで策定するものでご

ざいまして、最近、また見直しになりまして、平成32年度までに95％の耐震化率を目指すと

いうことにしたものでございます。 

  その中で、１点だけ申し上げますと、平成25年11月に耐震の改修の促進法の改正がござい

まして、その中で、大規模建築物の所有者による耐震診断が義務化され、なおかつ、その結

果が公表されることとなったところでございます。 

  経過としては、以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） まず、その義務化されたということでございますが、もしそれに反し

たら、罰則か何か、あるのですか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） この法律の中で言えば、罰則規定としては、耐震診断の義務化

されたものに対し、耐震診断をしないで、そのことを特定行政庁に報告しないときに罰則規

定がございますが、一番懸念される耐震改修をしなかったことによっての罰則規定等は一切

ございません。あくまでも、努力義務ということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） それでは、うちのまちのホテルは、一応診断は受けているという判断

でよろしいですか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） はい。町内の該当する建築物は５施設ございまして、全ての建
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築物において、平成27年、12月31日が期限だったのですが、その27年内に耐震診断を終え

て、全て北海道へ報告している状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 当町に５施設あるというお話を伺いました。 

  その５施設の動向というのですか。 

  どういった方向で考えられているのか、そこをまず、お聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 動向でございますが、先に申し上げますと、５施設があるとい

うふうに言いましたけれども、一つが外国資本のホテルでございまして、それは単独で耐震

診断を終えているところでございまして、そこの情報といたしましては、5,000平米を超え

ていますが、減築するか、もしくは自己資本で、後で耐震改修を考えたいというふうなこと

はいただいております。 

  そのほかの４施設、補助金を得て耐震診断をした４施設につきましては、現在、私ども、

耐震改修設計の補助要項を策定してございまして、その中で、１施設は平成28年度に終了し

てございます。 

  そして、29年度においても、２施設において新年度予算に計上しているのですが、耐震改

修の設計業務をやりたいということで進めてございまして、この期限というのは、平成30年

度までに耐震改修設計をやることによって、国の改修工事の補助金がつくことになってござ

いますので、その間で、今、調整されている部分もあるのかなというふうに思っているとこ

ろでございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 一つは、外国資本で単独と。あとの４施設が、やはり洞爺湖町の宿泊

施設として、今、耐震化の方向に考えているというふうに、まず捉えてよろしいですか、そ

こは。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 先ほど申し上げましたが、４施設のうち、３施設につきまして

はそういうお話を聞いていて、そのような要望がありますし、もう一つは、今、検討されて

いるということだと認識しています。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） この法律の義務、その設計までは義務ということで罰則もあると。そ

の上に対しては、努力義務ということです。ですから、それで終わったら、終わったで済ん

でしまうという話になるのかなと思いますけれども、そこで、する、しないとのその差は何

ですか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） する、しないの差というところにつきましては、今、お話をさ
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れたとおり、努力義務なものですから、あとは営業される所有者の方々の判断で、そのこと

について判断をされて、町の補助金、国の補助金を使って、やるか、やらないかということ

になると思いますので、私どもが答弁できるようなものではないかと思っています。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 国の法律ですから、全国津々浦々の大型ホテル、旅館は取り組んでい

くのだろうというふうに思います。北海道も、そういうのは推進していくということで、国

も道も補助金をつけてやっているということだろうと思います。 

  相当な金額もかかるものだろうと思いますが、この辺、直近でありますけれども、登別

市、この登別市の動向を教えていただけませんか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 登別市につきましては、私どもも北海道から情報をいただいて

いることしかわかっていないのですが、耐震診断を終えて設計の制度を設けてございます。 

  今、登別では、その耐震改修設計のいわゆる一般的な補助を策定して、その後、平成29年

度に宿泊施設としての補助金の制定を検討しているという話で伺っているところでございま

す。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 同じ管内で、登別はその方向にいるということでございますし、ほか

の北海道の自治体、そういったホテル、旅館を抱えている自治体、その財政規模はいろいろ

な考え方があるのでしょうけれども、その辺のところは、どういうふうに建設課長は捉えて

おられるのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 耐震改修制度の道内の取り組み状況を説明させていただきます

と、洞爺湖町と同じように大規模なホテル、旅館があるところは、道内で札幌市も含めて14

市町村ございます。 

  その中で、今、議員が言われている耐震改修の補助制度につきましては、14市町のうちの

６市町が、今、制定しているところでございますが、そのうち、避難所の制度というのは、

３市町が、今、取り組み始めていると北海道から聞いているところでございます。 

  これにつきましても、やはり札幌市とか函館市のような大きな財政規模のところは、そう

いう取り組みをされているようですが、私どもの財政規模の中では、かなり、その中でホテ

ルの数が多いという状況もありまして、今、慎重に検討させていただいているというところ

でございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） ホテルの大きさによったりするかもしれませんが、この耐震化事業、

工事ですね。これは、かかると思うのですが、それぞれのホテルにどれぐらいの負担がかか

るのですか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 
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○建設課長（八反田 稔君） 各ホテルに対しての費用というのは、私どもはちょっと把握し

ておりません。というのは、先ほど言いましたように、これから耐震設計をやるわけですか

ら、その費用というのは、各事業主さんがこれから外注して、設計されて積み上がってくる

のだろうと思いますが、私どもの国が規定する平米単価というのがございます。それは、補

助金が出せる限度額なのですが、平米５万300円という単価がございまして、町内の４ホテ

ルで試算しますと、それに平米単価を掛けますと、24億円を超えるような事業費、４施設で

ございますが、そのような形で想定しているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 耐震化、施設のその工事が24億円程度、それだけでおさまらないのだ

ろうと思いますけれども、この24億円のうちの、その補助率というのですか。いろいろな制

度があるかもしれませんけれども、その辺、ちょっと教えてくれますか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 補助率の関係でございますが、実は補助制度というのは、三つ

ほど種類がございます。現在あるのは、国が直接、所有者に補助する制度でございますが、

これは11.5％ございます。そのほかに、私どもも、今、検討させていただいているのは、大

規模民間建築物の耐震改修制度と、それから防災拠点建築物の耐震改修補助制度と２種類ほ

どございます。 

  この補助割合を申し上げますと、大規模建築物の耐震改修補助制度につきましては、国が

33.3％、それから北海道が5.75％、町も5.75％で、所有者が55.2％の割合で補助するもので

ございますが、これを町で試算しますと、町の単独での実質的な負担は、先ほどの24億円の

割合から申し上げますと、１億4,100万円ほど町の単独費がかかるという計算になります。 

  それから、もう一点が防災拠点建築物の耐震改修制度でございます。これは大規模建築物

のうち、地域防災計画に避難所として位置づけられた場合の防災拠点として補助する制度で

すが、それは、国が40％、北海道が16.7％、町も16.7％で、所有者負担は26.6％の割合でご

ざいまして、先ほどと同じように換算した場合ですが、町の実質的な負担といたしまして

は、４億1,100万円を超える額ということになっております。 

  いずれの制度においても、一般財源の持ち出しが多大なことから、この事業による町の財

政負担が大きいということで、大変苦慮しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 洞爺湖町は、観光を基幹としていると、これは皆さんも認められると

ころだろうというふうに思います。温泉の方々が一生懸命つくってくださった洞爺湖温泉、

何ともなくせるわけではございませんけれども、やはり枝葉の広いこの観光業でございます

から、雇用はもちろんですが、経済も大変潤っているというふうに私は感じております。 

  中で、今回、耐震化の問題が出てきて、今の課長のお話ですと、例えば、その５万300円

ですと、24億円かかると。そのうちの避難施設を位置づける、そういった補助金をもらえれ
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ば、４億1,000万円程度、割ればですか。４億円ぐらいかかるというようなお話であったと

思っています。 

  町長の今回の施政方針の中で、町内ホテル、旅館における民間大規模建築物の耐震化につ

いては、耐震診断結果に基づき、引き続き耐震改修設計を実施する建築物所有者への支援を

実施してまいりますと書いています。これは、はっきりわかりませんけれども、この辺の文

言はどのように捉えたらいいのかなと思うのですが、これは町長でしょうか。ちょっとお答

え願えますか。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 先ほど、担当の建設課長から申し述べたとおりでございまして、今、

この耐震改修に基づく補助は国のほうで三つあります。 

  私どもは今、二つ目の補助、私どもの町としては、5.75％の補助、事業者負担が55.2％に

なりますけれども、これは、今、実施可能ということで検討しております。 

  ただ、議員もおっしゃるとおり、事業者の方の負担を考えるときに、何とか避難所指定と

いうことで、私どもも何回か、いろいろ国のほうに相談させていただいております。 

  この間も総務省に行って、お願いしてきたところでございますが、私ども、9,200人の人

口の中で、４億1,000万円というのは非常に大きい金だと。すると、担当課長さんのお話で

は、1,000万人の都市にすると、約4,000億円だと。それは非常に大きい金ですねと。これ

で、当町は残念ながら、過去において財政の健全化団体の指定を受けたというところになる

と、余計、大変ですよねというお話をいただいているところでございまして、ただ、話だけ

で、何とかならないでしょうかという個々のお願いを、今、しているところでございます。

また、道のほうにも出向き、さらには、国の違う部署にも出向き、何とかこの地域、北海道

を代表する観光地ということから、以前にはサミットもあったということも加え、町の実情

を今現在、訴えているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） ５番、千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 本当に財政規模の小さい町と言ったら、そのとおりであろうかという

ふうに思っています。 

  ただ、この辺のところが、やはり問題でありまして、そういったイメージ、危なくない、

心配ないよという観光地であり得るには、ほかがみんな耐震化してしまったということに

なってしまって、洞爺湖町が取り残されると。やはり、今のうちの段階から、計画を立てな

ければだめなのだろうというふうに思いますけれども、登別も先にして、進めるような格好

のマスコミ報道もございます。 

  協議という話もありますけれども、うちのまちも、本当に皆さん、強いホテルさんばかり

ではないというふうに思います。できるだけ町の力も存分に発揮して、支援していければな

というふうに思っております。 

  ですから、ちょっとこれは（４）番目になってしまいますけれども、今回、泊原発の非常

時の際の避難施設、宿泊施設になっているかというか、これはやっているのですね、もう。
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これはなっていると。そういったことも踏まえていくと、３番目の施設も入りますし、ここ

は本当に災害のまちで、有珠山噴火もありますし、津波もあったまちで、本当に災害をよく

わかっているまちでありますから、どこかのまちでそんな被害があったとなれば、洞爺湖温

泉に来てくださいと、こんな格好であちこちと提携する。協定を結ぶ。そういう努力を国と

か道に見せて、この補助率を上げてもらうという、それは、こういった小さいまちだから、

特例みたいのも設けてもらいながら、やっていけないのかなというのが、実は４番目の趣旨

でございます。 

  今回、企画防災課のほうで答弁を考えておられますけれども、その協定のありようです

か、あり方。ちょっと、その辺のところも説明しながら、お願いします。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 洞爺湖町は、共和町と、避難者を受け入れることとして、平

成25年９月６日、原子力災害における住民避難支援に関する確約書を、洞爺湖町、共和町、

そして一般社団法人洞爺湖温泉観光協会との間で交わしております。 

  この確約でございますが、原子力災害における共和町の住民の避難支援のものでありまし

て、災害時における北海道及び市町村相互の応援に関する協定というのがございまして、ま

ちで災害が起きたときに、道内の市町村または道の職員が、またいろいろ支援をしていくと

いう形の、179市町村でとり行っている協定の一つであります。 

  この部分で、事前に共和町と確約書を交わしているところでありまして、共和町の全人口

の約6,400人中3,300人を受け入れることとしております。避難されてくる住民の方は、ま

ず、一時滞在場所となる洞爺湖文化センターへ来て、その後、避難所となる各ホテル、旅館

へ移動していくこととなります。 

  議員がおっしゃる、津波の災害、また原子力による避難者の受け入れ等々に関して、中

小、また大きなホテルにあっても、受け入れる体制として、高率の補助等はないのかという

お話であるかと思います。 

  この部分に関しましては、先ほど建設課長がお話ししました避難所の位置づけという部分

の中で、高率の補助を今、提案していただいているところではありますが、その部分に関し

ましては、やはり、このような地震災害、津波災害、また、避難者を受け入れる対応の部分

として、この高率の補助、耐震化の部分も受け入れる形の中でやっておりますので、これ以

上の補助を期待することは、今のところは、ちょっと難しいところではございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 難しいところは承知の上で、粘り強く、うちの実態を見ていただきな

がら、北海道有数の観光地と自負はしておりますけれども、そういったことも、ほかの方に

も認めていただいているというふうに思いますから、やはり、この洞爺湖温泉を守ると。洞

爺観光を守るという点も踏まえながら、いろいろな方々と接触をしていただきながら補助率

を上げていただくような格好で、この耐震対策緊急促進事業。いわゆる避難所に位置づけた

補助金制度で、年数は、これからまだ少し先でしょうから、少し時限を切った中で、補助を
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していくような格好で取り上げていただけないものかどうか、最後に、ちょっともう一回、

お伺いしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 洞爺湖町では、現在、町長が筆頭となって、町の負担がこの

状態ですと高額になることでもありますので、北海道及び関係省庁へ出向き、起債措置の創

設ができないのか、また、それに対しての元利償還の交付措置をとっていただけないのか、

そういう部分での要望活動を行っているところであります。 

  そうした部分では、北海道運輸局、また国土交通省、住宅局、また北海道局のほうにも、

何とか町の負担に関してのバックの補助、裏の部分の支援をお願いしたいという形で動いて

おりますし、また、これからも引き続き、そういう支援をしていただけるような活動をして

いくこととしております。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） ４施設あるうちの旅館、ホテル、そのホテルや旅館の都合もあるで

しょうし、先ほど課長が言われたとおり、急ぐところもあるのではなかろうかという感じも

しますが、その辺のところと町とは、接触できているのでしょうか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） はい。今、言われた関係でございますが、当然、事業者の方

と、この事業についての説明をさせていただきまして、なかなか苦慮しているのは、私ども

も耐震改修制度についての説明はできないところが苦しいところなのですが、やはり事業者

の方々が、今、耐震改修の設計に携わっていただいて、そのリノベーションも含めて事業費

の調整をしながら、事業年度をどのように進めていくかということを私どもも聞き取りをさ

せていただきながら、早いうちに制度化ができればなというふうには思っているところでご

ざいます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 質問が一つ抜けていましたので、ちょっとお願いしたいと思いますけ

れども、３番目ですが、今後、中小の旅館、ホテルにも耐震化は予想されるのかということ

でございます。 

  今は大型のホテルですけれども、それに準ずるホテルや旅館も多数、うちのまちにはござ

います。だんだん国の制度のほうも変わってきたりしても困るわけではありますが、そう

いったところが、もしやりたいとか、そういったところが、またどこかで何か考えてくれと

いう話になった場合は、また、そういった制度があったり、支援もしたりというふうになる

のでしょうか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 今後の中小の旅館、ホテルの耐震化についてでございます。 

  現在、位置づけといたしましては、大規模建築物に該当しない中小の建築物については、

耐震改修促進法によりますと、既存耐震不適格建築物ということで、特定行政庁が技術的な
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指針の指導等ができるということになっておりますが、現在、その中小の施設に対する国や

北海道からのどうのこうのという通達は来ていないところでございます。 

  町といたしましても、先ほど説明させていただいたとおり、耐震診断と耐震改修設計の制

度構築をする際に、いや、うちには小さいのもあるんですという話、小さいのと言ったら失

礼ですね。そういうところもあるんですという話をさせていただいたところなのですが、国

には一部、制度はあるのですが、道としては、あくまでもそこに対する助成は一切考えてい

ないと。 

  国においては、耐震診断と耐震補強設計については３分の１の助成制度がありますよ、工

事については直接補助として11.5％の補助がありますよということで、お話はいただいてい

るところなのですが、全道的な取り組みを見ましても、やはり、そこになると、かなりまた

数が多くて、ほかの自治体もほとんど取り組まれていないのが現状でございます。 

  私どもといたしましても、やはり、まずは前段の、このことを整理してからと思ってはい

ますし、該当するホテルもあることから、国の動向等を注視してまいりたいというふうに考

えているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 今後とも温泉の大手ホテルも含めた中で、町との接触、コンタクトを

きちんととりながら、きちんとその辺の情報、また話し合いの中で、最大の支援ができるよ

うに、また、町としましても、関係機関、対外的に要望、陳情等をお願いしておきたいと思

います。 

  １点目につきましては、これで終わらせていただきます。 

  ２番目でございます。 

  この２番目ですが、ＪＲ洞爺駅のバリアフリー化ということにつきまして、以前、お名前

を出しても失礼かと思いますけれども、七戸議員が３回ほど、自分の体験、また身近な

方々、住民の方々のお話をまぜながら、バリアフリー化の必要性を訴えておられました。 

  実は、そのときの議事録をとらせてもらいまして、ちょっと読ませていただきました。 

  平成25年６月でございますね。「何とかそれが実現できるよう、検討を加えてまいりた

い。また、いろいろな角度から皆さんと協議したいというふうに考えております」というよ

うな企画防災課長のお話であります。 

  また、平成26年９月には、「今後ともそういう要望をしてまいりたいと思います。本当に

早くエレベーターがついていただければ、ＪＲだけでどうにもならないということであれ

ば、今、地方再生、新しく担当大臣もできたようでございます。地方が疲弊して、それこそ

困るということも町として訴えていきたいというふうに考えているところでございます」と

いう町長のご答弁でございます。 

  そして、直近でございます。平成27年12月でございます。「今回のその要望の部分でござ

いますけれども、ＪＲ北海道、また関係機関にさらなる要望はしていきたいと思っていると

ころでございます。今、西胆振総合開発期成会においても、平成28年度の重点要望項目とし
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て取り上げ、ＪＲ北海道はもとより、関係機関に要望を持っていくこととしております」と

いう答弁をいただいておりましたが、残念ながら、今回の町長の施政方針の中に載っており

ませんでした。 

  最重点課題というような答弁をいただいたにもかかわらず、駅はやめてしまったのかなと

いうことで、ちょっとその辺のところをお聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 洞爺駅のバリアフリー化につきましては、以前より一般質問

でお答えさせていただいているところでございます。 

  洞爺駅は、１日700人前後の方が利用される駅でありまして、朝晩は、通勤・通学の方々

が普通列車を利用しており、また、札幌－函館間の特急においては、８時過ぎから12往復運

行されており、多くの観光客が利用されているところでございます。 

  洞爺駅は、洞爺湖観光の窓口でもあり、近年は外国人観光客が多く利用しているところで

あり、スーツケースを持ってホームの移動は、大変苦労を使っているところでもあるととも

に、日常、鉄道を利用している町内の高齢者の方々も、利用する際に不便な状況であること

は十分確認をしているところであります。 

  ただ、洞爺駅構内のバリアフリー化については、お金のかかるところでございまして、現

在、ＪＲ北海道において、その事業を行うこととして、要望としているところであります

が、町の一部負担があったとしても、ＪＲ自体が主体となって資金を出していく部分に関し

ましては、やはり経営的には難しいということで、やはり、それをやるとするならば、洞爺

湖町がほとんどは負担するとともに、管理費用においても負担することと予想されていると

ころでございます。 

  現状では、そうした部分では難しいところでありますが、しかし、現在使用している方々

が、皆さん、お困りのことも事実でございます。引き続き、室蘭総合開発期成会の重要案件

として要望していくとともに、当駅のエレベーター設置に向けて、ＪＲ北海道、また関係機

関へ要望をしていくところでございます。 

  以上です。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 執行方針に載っていなかったということで、要望していくということ

と捉えさせていただきたいというふうに思います。 

  質問に入る前に、大体結論をお話しいただいたかなというふうに、残念でありますけれど

も、いただいたような気がします。 

  今、ここに書いていますけれども、登別市においてはＪＲ登別駅のバリアフリー化を進め

るようだが、特急のとまる駅でエレベーターがないのはＪＲ洞爺駅だけになると。住民はも

とより、増加している海外の観光客にも影響があると思う。ぜひ進めるべきと思うというふ

うな質問をさせていただきました。 

  新幹線が長万部まで来ます。当然、あそこにはエレベーターができるのだろうと。そし
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て、真っすぐ上がって、小樽から札幌へ抜けていくと。そこから、こちらへ抜けてきた場

合、洞爺駅が一番最初の特急駅になるのですけれども、エレベーターがないと。伊達は、

今、造成中ということです。そして、聞きますと、ＪＲ登別駅バリアフリー化、2020年まで

を目標に協議を進めるという話もございます。 

  室蘭あり、登別があり、苫小牧がありということで、肝心な洞爺湖観光の玄関口の洞爺駅

にはないと。そして、要望はしているけれども、それで終わっているということが、本当

に、まことに残念でなりません。 

  この辺の登別のやり方ですね。財政規模は違うかもしれません。でも、札幌のさっき言っ

た何千億円の話ではありませんから、どのようにして、この登別はやろうとしているのか、

ちょっとお教え願えますか。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 登別においては、登別旅館組合が、入湯税懇談会等でＪＲ登

別駅へのエレベーターの設置等を希望しているところでありまして、登別市においては、引

き続き検討を進めるというお答えをしているところでございます。 

  登別市のほうに聞いたところでございます。やはり、１番ホームから２番、３番ホームに

関しての連絡通路等の整備をオリンピック開催前までに行っていきたいということで、今、

検討をＪＲとも進めているところであります。 

  財源に関しましては、聞くところによりますと、交通施設バリアフリー化設備整備費補助

金というのが、これは鉄道事業者に与えられる補助金でありますが、これで国の支援を３分

の１いただいて、また、残りの３分の２の部分に関して、市が幾ら負担するのか、この３分

の２を、７割なのか８割なのかという部分で、今、協議をしているところであります。 

  ただ、この７割、８割の部分につきましては、先ほどのホテル、旅館の耐震化と同じよう

に、起債措置等が現在ない状況であります。そうした中では、財源の確保も苦慮していると

いうお話を聞いているとともに、整備費の金額につきましては、約７億円から８億円かかる

のではないかという情報を確認しているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） それだけの価値があるのだろうと、登別の市長さんは判断しておられ

るのかもしれません。 

  やはり、それだけ大事な事業なのだろうというふうに思います。公約と掲げているという

ことでございますし、ＪＲとも協議を続けているというふうに、マスコミに取り上げられま

して、こんなに大きく出ているわけですから、本気なのだろうというふうに思います。 

  うちの場合は、財政問題ということにぶつかるということで、そこでとまってしまうわけ

ですけれども、計画的にといいますか、その辺、本当に具体的にうちのまちに、例えば、そ

ういったエレベーター、それがだめならエスカレーター、もしくは、大分古くなっていると

思うので、改修時期にそれを少し早めてもらいながら、何かできないかとか、いろいろな手

だてとか、そんな提案もしているのかどうなのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 
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○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 提案の部分ですが、やはり、まず一つは、エスカレーターの

部分でＪＲとは相談したことがございます。 

  エスカレーターに関しましては、外国人観光客等が大きな荷物を持ってエスカレーターに

乗る部分で、危険が伴うという中では、現在、ＪＲ北海道の中では、エスカレーターの整備

というのは、ホームでは考えていないというお話を聞いております。今現在、その部分で

は、3,000人以上の乗降客がいる施設での整備の部分でございます。 

  ただ、エレベーターに関しても、既存の建物でできないかという部分は、いろいろ検討し

ているところでありますが、ご存じのように60年近くたっている跨線橋というか、渡りの橋

でもありますので、なかなか強度的には難しいという話を聞いています。 

  そうした中では、いろいろと庁舎内では、独立したエレベーターをつけた施設等、できな

いかという検討は、現在はいろいろと考えているときです。当然、それには財源が伴います

ので、それも何とかならないのか、そういう部分もいろいろと調べさせていただいてはおり

ます 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 具体的に、例えば、洞爺駅にそういったものをつくるといったら、概

算で結構ですが、そういった数字を捉えていますか。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 参考の部分になるかと思います。伊達紋別駅のエレベーター

の設置、平成28年度からやっているところですが、エレベーター３基、あそこは西浜との連

絡通路もございまして整備をするところで、この計画の中では、11人乗りのエレベーターを

１基、また、20人乗りのエレベーターを２基整備する中で、７億円程度、伊達市はかかって

いるところでございます。 

  当然、洞爺駅に整備するに当たっても、同額程度の金額が必要になるかと考えておりま

す。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 本当に財源、財源ということになってしまうと、本当に残念でならな

いなというふうに思います。 

  ３番目にふるさと納税の話もしますけれども、思いも寄らぬ、そういったお金が入ってく

れば、一番解決するのだろうというふうには思いますが。どちらにしても、町長、このエレ

ベーター、前回、七戸議員に答弁されましたけれども、もう一度、このエレベーターについ

て、駅前のバリアフリー化について、ちょっと町長のお話をお聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） エレベーターにつきましては、本当にあれば、高齢者の方あるいは観

光客の方に大変喜ばれるだろうなと、そういう思いは今も持っておるところでございます。 

  ただ、残念ながら、当時からＪＲ北海道がもうなかなか厳しい状況にある。この間も四者
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会談がなされたようで、ＪＲ、北海道、市長会、町村会、いろいろ町村会での会長から文書

もいただき、内容を読ませていただきましたが、今現在のＪＲではどうしようもないという

ふうな状況でございまして、何かＪＲにかかわることをそれぞれの自治体でやるとすれば、

自治体負担100％、これもやむを得なしというふうな、今、状況であるというふうに聞いて

おります。 

  そんな中で多額の費用、そして、私どものまちは、この間も駅構内で職員ともども、いろ

いろ検討してみたわけでございますけれども、今の構内のあの地盤が相当老朽化している

と。エレベーターをつくるときに、また柱を建てなければならない。柱の強度の問題の中

で、今度は下の坑道というのですか。それをまず、手直しをかけなければならないだろう。

そうなってくると、今、担当課長が言っていた７億円、８億円では済まない金額になってく

るおそれがあるということも、ちらちらとお話が出ておりまして、この先、やはり国のほう

に対して、しっかりした要望をしていかなければならないなというふうに考えているところ

でございます。 

  ただ、今現在、苫小牧、室蘭、そして今、伊達市にできます。また、白老には象徴空間の

関係で、これは国のほうで今、やるのではないかという話も聞いております。そして登別

が、今、市の予算だけではなくて、先ほど３分の１の事業者に対する補助という話もありま

したが、恐らくＪＲは金がないから、これは全部、市が負担というふうなことになってこよ

うかと思います。果たして今、これは大変失礼な言い方ですが、アドバルーンは上げたけれ

ども、それを本当に実行できるのかというのは、ちょっと私も首をかしげるところがあるわ

けでございますが、いずれにしても、この管内、エレベーターが全て整ってくるということ

を考えると、やはり、私どもも真剣に考えていかなければならないなと。 

  ただ、やはり、それに先立つものをしっかり計算の中に入れていかなければ、また、うち

のまちは厳しい状況を迎えたときにどうなるのかということを、常に頭に入れておかなけれ

ばならないなというふうに思っております。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） わかりました。これはやはり、だんだん進んでいくと、やはり生き残

り策というのですかね。洞爺湖温泉をなくすわけにはいかないと。鉄道も残るということに

なれば、やはり、いつまでたっても、ここは玄関口というふうな捉え方でありますし、町長

の今回の執行方針の中でも、個人客が多いと、ほとんど。すると、電車で来たり、本当に新

幹線で来たら、長万部から乗り継いでこちらへ回ってくると。前に七戸議員が言われていま

したけれども、エレベーターがなければ、真っすぐ行き過ぎてしまうという話になろうか

と。本当に残念な話であります。 

  これは本当に、町長もあちらこちらに行かれているわけでありますから、ぜひともその要

望、陳情事項を、繰り返し、繰り返し、お願いしておきたいというふうに思います。 

  ２番目ですが、旅行者、本当にここからでも洞爺駅が見えるわけでありますけれども、大

きなかばんを持った旅行者の方々が、かばんを持ってというのですか。コロコロというので
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すか、ガラガラですか、わかりませんが、そういったもので、まち中を歩いています。本当

に、大きなものを持って歩いておられます。 

  そういったことを踏まえると、ああいったかばんを預けられないのかなと。きちんと。多

くの方々が、本当にそんなふうに思っているのではなかろうかというふうに思います。そん

な場所を確保してはどうかなというような提案でございます。 

○議長（佐々木良一君） 佐々木観光振興課長。 

○観光振興課長（佐々木清志君） 今、大きいキャリーバッグのことだとは思いますけれど

も、全く洞爺湖温泉街のバスターミナルもそうですが、駅のほうも、春節時期におきまして

は１日300人以上の乗降客、昨日あたりでも、１日50人以上の乗降客が確認をとられており

まして、大きな荷物を持っているところでございます。 

  過去、昨年には登別広域観光圏ですとか運輸局の協力をいただきまして、ホテルに荷物を

運びますというような、手ぶら観光というのを実施するのですけれども、やはり皆様方、日

本は安全・安心な国なのですが、信用という問題で、もしホテルに着かなかったらどうする

のだなどと言っている間に時間がなくなってしまうというような部分もございまして、余り

利用されていない状況でございます。 

  ことし、２月16日に駅のキヨスクが閉鎖になって、皆さん、ご存じだと思いますけれど

も、現在、駅に確認しておりますところ、そこに大型ロッカー置き場を大体的に設置すると

いうことでございますので、これで一部は解消されるのかなと。 

  本来、例えば交流センターあたりに荷物置き場とか預かり所があって、料金を取れて経営

になるかということも、観光課としては考えたことがございますけれども、荷物の量が半端

ではなく、交流センターの半分ぐらいを使わなければ、何もならないというような状況の量

でございますので、これは厳しいのかなと。 

  これらにつきましても、洞爺駅は、先ほどの問題もありましたけれども、観光のまちの顔

でございますので、駅とも相談しながら、おもてなしの向上に努めてまいりたいと思いま

す。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） たまたまですけれども、ＪＲ登別駅にもキヨスクがなくなったと、撤

退したと。すると、そこの観光協会が、観光案内所をつくったという話が出ていますね。 

  そこでは、本業以外の業務を、多忙となっているＪＲ北海道が任せたということでござい

ますけれども、そういった手荷物も預かるというようなことになっています。 

  うちらは、あそこに交流センターもありますし、キヨスクがなくなった後に、そのロッカ

ーができるということになれば、それはそれで、まずよかったなというふうに思いますけれ

ども、その交流センターの使い道、またコンシェルジュですか。もうおるということでござ

いますけれども、観光案内というのですかね。そういった場所を交流センターの一角に、ま

た、ああいうふうな説明、観光案内、広く広くですね、できないのかなと。ロッカーだけで
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は、きっと足りないときもいっぱいあると思いますよね。 

  そんなことで、本町地区もまた一つの観光地というふうに捉えていくならば、そういった

場所も必要かと思います。その交流センターの使い道等を含めて、登別でやりました観光案

内所なんかの提案はいかがかなというふうに思います。 

○議長（佐々木良一君） 佐々木観光振興課長。 

○観光振興課長（佐々木清志君） ただいまの件でございますけれども、登別温泉と洞爺湖温

泉の主なバスの乗り継ぎの二次交通での取り扱いが若干違いまして、洞爺湖温泉に行くに

は、洞爺ＪＲ駅発からのバスと、住民用の清水に入るバス、これは大変、昼ごろで一番混む

のですが中型車、また伊達、室蘭から入ってくるバスが多く、これは路線バスになります。 

  路線バスですと、荷物を持って預ける暇もなく、乗り継ぎ関係が余りよくない状況で、短

時間の状況になっている部分が大多数でございまして、これらについて、案内をしている以

前に、もう切符を買えないような状況で、すぐ乗り込まなければならないというようなの

が、登別との若干の手配の違いだと思っていただければと思っています。 

  また、案内業務につきましては、観光協会でやっておりますけれども、駅自体でも、人を

配置しておりまして、前回の、昨日、何か新聞報道でもちょっと問題になっておりましたけ

れども、もうちょっと駅のほうでも積極的にやっていただかなければならないというふうに

考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 何か本当にきょうは、登別の行政とこの駅ですとか、たまたまぶつか

ることが多くて、やはり管内では大きなといいますか、同じ環境を持っているまちだという

ことで、同じような下地があるのだなとつくづく感じさせていただいています。 

  ただ、この交流センターは、うちの洞爺駅の場合、何かもったいないなと、正直言って、

もったいないなというふうに思います。 

  以前、商工会のほうから提案があった駅カフェというのがありました。そんなちょっと食

事をするまでもない、ちょっと休みながら、コーヒーでも飲もうかと。軽食でもしながら、

時間を潰そうかというような、うちの駅前はちょっと寂しいところがありますから、そう

いったにぎわいをつくるのだというような提案だったと思うのですけれども、あの駅カフェ

という話はどうなったか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 佐藤産業振興課長。 

○産業振興課長（佐藤孝之君） ただいまのご質問でございますが、平成27年の12月に商工会

の地域活性化特別委員会から、町に提言書が提出されまして、環境や福祉、子育て、教育、

定住や雇用など、さまざまな分野でご意見をいただきました。 

  その中に、駅カフェの設置についてというご提案がございました。駅交流センターを活用

したカフェの開設をしてはどうかというようなご意見でございます。 

  それで、町としては、商工会とも協議をしましたけれども、水回りなどの施設整備を町が
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行うと。運営関係については、商工会のほうで行っていただきたいということでお話をして

いたわけですけれども、なかなか商工会自体で運営するのはちょっと難しい面があるという

ことで、断念したという経緯がございます。 

  それで、駅交流センターにつきまして、今、もったいないというようなお話もございまし

たので、駅交流センターにつきましては、今も大勢の方が利用しておりますことから、今後

も有効活用について商工会あるいは洞爺駅とも意見交換をしながら、よい方向に向けて何ら

かの検討をしていかなければならないというふうに思っているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） あそこに椅子が何脚か海側に向いて置いてあって、前にスライドが

あってですか。あとは、ある作家さんの展示物があったりとか、ちょっとしたお土産も飾っ

てあったりということで、だけなのですね。ちょっとやはり、スペースがもったいないなと

いう感じがすると。といって、具体的な提案と言われたら、ちょっとないのですけれども。

でも、その辺のところは、やはり、いろいろな、うちのまちはもっともっと産物もあります

しね。また、いろいろ見てほしいようなこともあるでしょうしね。何かその辺のことを考え

てもらいたいというふうに思いますけれども、どうでしょう。 

○議長（佐々木良一君） 武川ジオパーク推進課長。 

○ジオパーク推進課長（武川正人君） 平成27年の11月に、ユネスコの正式プログラムになっ

たということで、世界遺産と同等の大きなブランドを手にしたということでございます。 

  ジオパークを担当している課としても、きょう完成して、役場の正面に掲げさせていただ

いております懸垂幕に、世界に誇る、洞爺湖有珠山ジオパークということで、もっともっ

と、対外的にＰＲをしていく必要があるだろうということです。 

  それで、あの駅については、本当に洞爺湖観光、ジオパークを見に来る人に限らず、入り

口になるということで、所管しております産業担当の課と調整をさせていただいて、あそこ

に大鳥瞰図を置く。あるいは、駅の正面に洞爺湖の全景が見える写真を飾る。あるいは、洞

爺湖温泉の旅館、ホテルの皆さんにご協力をいただいて、18基、観光ＰＲ用の棚を設けた

と。その棚もあそこに置かせていただいて、それぞれ旬の写真を飾る。あるいは、英文表記

で、ジオパーク旅行についてのご案内をするというようなことで、私どもは、あそこでどう

いうものが、外国人の観光客の皆様方に、いい意味で持っていかれるかということで張りつ

けておりますけれども、やはり、雪景色とか四季の風景については、置いたら置いただけ、

持っていっていただいているということです。 

  そういうこともデータ的に取り寄せておりますので、今後ますます、あそこで観光ＰＲの

掲示あるいはＰＲ用のソフトを充実して、担当している、うちに限らず、関係しているとこ

ろで組織横断的に協力しながら、ＰＲを進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 洞爺駅の施設の部分でありますけれども、現在、タッチパネ

ルで情報が得られるサイネージというものを整備しているところであります。 
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  まず、一つに外国人観光客が洞爺駅におりた後、洞爺湖温泉に行くバスの乗りかえの仕方

がなかなか難しく、わからない状況で、間違うと伊達方面へ乗ってしまうような状況にも

なっています。 

  そうした中で、タイムリーな時間の中で、タッチをすると、次の発車のバスが、こういう

形で、今、バスが来ますよという形で、タイムリーな時間が出せるタッチパネルを整備する

とともに、その中にはジオパークの遺構関係、そういう部分が見られる、観光資源を紹介で

きる部分を３月末までには整備して、４月以降、これは日本人の方々、また外国人の方々も

同時に使えますが、42インチの画面でそういう部分を紹介できるようにはしていきます。 

  また、これは施設の部分ではありませんけれども、道南バスも外国人観光客が洞爺湖温泉

へ行くときの漢字ではなかなか読めないという部分の中で、番号表示で表示をして洞爺湖温

泉に行くような方法、これも、今、検討していただいておりますので、やはり少しでも、来

られた方々が速やかにいろいろなところへ行けるような体制が整う施設として、そこの施設

も整備をしているところでございます 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） おもてなしの洞爺湖町です。町長のお言葉ですけれども、ぜひ、ひと

つ、皆さんにわかりやすい駅構内の企画等もお願いをしていきたいと思います。 

  では、３番目のふるさと納税について、お話をお聞きしたいと思います。 

  これも新聞等で、ちょっと後から担当の方々のお話があるかもしれませんけれども、白老

が12月、１カ月で３億6,000万円と。４月から12月までの９カ月間で５億5,600万円と。当

然、魅力のあるものがあって入ったのだろうというふうに思いますけれども、非常にふるさ

と納税に、この管内でも、室蘭も伸びていますし、あちらこちらで頑張っているというふう

に私は思います。 

  これは、頑張れば頑張るほど身になると。当然、返礼品もありますから、いろいろな経費

もかかるわけですけれども、頑張れば頑張るほど身になるということです。 

  この辺のところを踏まえて、まず、管内の現況等をお知らせください。 

○議長（佐々木良一君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤里志君） 管内の状況でございます。 

  平成27年、28年の比較でございますが、当町におきましては、27年で2,960万円、今、28

年の決算見込みで3,340万円。室蘭におきましては、970万円から2,680万円へ増額になって

おります。 

  登別におきましても、1,500万円から１億6,200万円、先ほど言われました白老が、これは

キャンペーンを打って、ちょっと大きく伸びているのですが、１億3,000万円から５億6,600

万円と。それから豊浦町なのですが、2,900万円から同額程度の3,000万円と。あとは壮瞥町

が980万円から3,350万円という状況になっております。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 今、管内の西胆振のふるさと納税の額を聞かせていただきました。当
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町は2,960万円で、今回は3,340万円ということのようでございます。壮瞥が、980万円から

3,350万円と、若干抜かれてしまったというような感じがするわけでございますけれども。 

  先ほど白老のお話の中で、キャンペーンを打ったからというお話をしていましたけれど

も、じゃあ、うちもキャンペーンをやりましょう。どうですか。 

○議長（佐々木良一君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤里志君） これは、返礼品の状況にもよります。 

  各自治体の返礼品の人気ナンバーワンというのもちょっとつかんでおりまして、洞爺湖町

の場合については、活ホタテでございます。全体の約41％が、活ホタテという状況になって

おります。室蘭については、室蘭焼き鳥、登別市は、一番売れているのがエゾバフンウニで

ございます。それと、白老は、やはり白老牛のハンバーグというのが一番の売れ筋でござい

ます。また、豊浦につきましても、ホタテ、壮瞥町におきましては、リンゴということでご

ざいます。 

  このホタテとかリンゴなどという部分なのですが、限定の、季節での販売という形になり

ます。登別にもちょっとお聞きしましたら、バフンウニなのですが、塩水なのですけれど

も、やはり、これもすぐ売り切れというか、すぐ品どめになってしまうということです。 

  また、白老におきましては、これは白老が独自でやったのではなくて、参加しているポー

タルサイトの中で、業者が、全国から何町村か集めた中でのキャンペーンを打って、伸びた

ということで、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） どこもやっぱり努力をしているのだろうというふうに思います。 

  今、部長が言われたのは、この新聞によると、ふるさと納税専門サイトのテレビＣＭも追

い風になっているというような、こんな話もされております。また、町ではチラシ、パンフ

レット、ホームページでＰＲしていると。町民の方にもやっているわけでありますし、寄附

金の使い道においては、青少年育成事業、アイヌ文化振興事業、１次産業振興事業など６項

目から指定できるというふうなこともやっていて、アイヌの関係もあったかもしれませんけ

れども、大変な大きな額になっていると。 

  そういった、私たちのまちに魅力がないのかなということですけれども、そういった魅力

のある食べ物でしたら、若干負けるところはあるのかもしれません。でも、うちらには、体

験のできる場所もあるし、町長が推し進めているジオパークという、そのよさもあるし、ま

た出てきますけれども、箱根と姉妹都市でもあるし、三豊の友好都市でもあり、果物を豊富

に持っているというような環境もあろうかと思います。 

  もっとメニューをふやして、本気で取り組んだほうがいいと思うのですけれども、どうで

しょう。 

○議長（佐々木良一君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤里志君） まず、ちょっとご説明が足りなかった部分について、つけ加えさ

せていただきます。 
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  平成28年度、洞爺湖町の主力であります活ホタテでございますが、３年貝の生育が思わし

くなかったということで、当初総量で10トンの計画をしておりましたが、最終的には、やは

り５トンしか取り扱えなかったということで、申し込み件数、また相対、落ち込んでおる状

況でございます。 

  また、実際に、この寄附金、ふるさと納税ですが、当町の場合につきましては、事務経費

が、返礼品、品代、送料などで、事務費で約50％使われるということで、残りの50％が使え

る部分になるということでございまして、実際的には、3,300万円でも、1,700万円程度とい

う部分でございます。 

  また、先ほどのふるさと納税の返礼品の部分でございますが、これにつきましても、いろ

いろ、各町内の業者さんを回らせていただいて、返礼品にということですが、なかなか、

ちょっと参加をいただけない部分もございます。今、やっているのは、洞爺湖町に逆に来て

いただくということで、乗馬体験または遊覧船の乗船という部分で体験型のメニューを組ま

せております。 

  また、新年度から、一部のホテルさんでございますが、宿泊券も加えるということで、

今、進んでいるところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 上を見たら切りがないのかもしれませんけれども、昨年でしたか、同

僚の五十嵐議員が、上士幌の話をされたと思います。あそこは、15億円をやっています。あ

そこもやっぱりメニューがいいと。魅力のあるものがあるというふうに言えば、それに尽き

ますけれども、まちの姿勢が、本当に一生懸命、取り組んでいるなというような感じを持た

せてもらいました。 

  やはり、私はこの洞爺湖ブランド、洞爺湖町という名前においてのふるさと納税では低過

ぎると正直、思います。どこにも負けない洞爺湖という名前を持っていながら、3,000万円

程度。失礼ですけれども、近隣のまちにも負けるぐらいと。 

  やはり、私はメニューが足りないのではないかなというふうに思います。そのメニューは

何かなというと、魅力のあるものです。どこかのあるまちでは、何かお墓の掃除ですとか、

空き家の見守りですとか、そんなことが載っているようです。そのリクエストは来ていない

という話もありましたけれども、そんなふうにして、みんな探しているのだろうと思いま

す。何かいいものを。 

  そして、うちには本当に、洞爺湖温泉は洞爺湖があります。ジオパークもあります。ジオ

パーク課長、ジオパークのいいところは何ですか。それでちょっとやってみてください。ジ

オパークは何ですか。いいところをちょっと教えてください。 

○議長（佐々木良一君） 武川ジオパーク推進課長。 

○ジオパーク推進課長（武川正人君） 実は、ふるさと納税に関しましては、私どもジオパー

クも、非常に大きな発信力のあるものがよそへ飛んでいく、その中にいろいろな情報を入れ

るということで、食のカードというのを平成26年からつくっておりまして、６品目つくって
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おります。 

  それは全部、国のお金で、26年は過疎の関係で、27年、28年は地方創生のお金でつくりま

したが、今年度は10種類、それにあわせて近隣の１市３町も、これは地域全体として北海道

の政策、これらにも乗っかっていくということで、独自につくりたいということで、ほかの

２町の合意も得て、協議会の中でもカードができると。そのようなことで、外にＰＲをする

ものを確保しております。 

  その試験的なものとして、今回、ワンコインの物流事業というのを、企画が中心になっ

て、仕組みを考えながら、取り扱ったところです。 

  実際の魅力という部分では、実は、後ほど企画課長が説明するかもしれませんが、うちの

食のパッケージというのは非常に人気があって、680以上が全国各地に飛んでいったと。 

  一方、私のほうは、このジオパークの関係しているところのふるさと納税の品目を中心

に、実はパッケージをつくって、向こうにお願いをして、九つのジオパークから22品目の、

ふるさと納税で主力になって、一般的には流通されていないものですけれども、それを取り

扱うという試みを、今回しております。 

  それは、箱から全て、ジオの恵みを届けますということで、うちのパッケージをつくっ

て、そして、相手方に飛ばしていく。その中には、うちのまちのＰＲ、それからふるさと納

税でつながったお客様に、この次にまた買っていただこうということで、うちの商品のリス

トを入れて送るということをしております。 

  ですから、今、お話がありましたように、当然、うちは土づくりから始まって、安全な農

産物、それから、豊かな海の恵みがあるということで、安全な食材というものに対しての都

市部での反応というのは、今回の実験的な取り組みの中で非常に大きなものがあり、マルヤ

マクラスであるとか、富裕層の方々、特に幾らお金が高くても購入するということで、相当

の売り上げがあったように聞いてございます。 

  ですから、ジオパークの魅力的な体験的なものも研究して、その中にどういうふうな形で

パッケージとして入れられるのかということも内部で検討しながら、充実した形で、ふるさ

と納税の制度の中でジオパークを売り込んでいきたいというふうに思っております。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） ぜひジオパーク課長には、いろいろ提案もできますし、いろいろ頭に

入っている方ですから、その食材を合わせたおいしいものをつくったり、そんなことが入っ

たり、どこにもないようなものも、ぜひ、本当にちょっと変わったものを入れたり、どんど

ん提案して、失敗してもいいじゃないですか。やってほしいなと思います。 

  ここに、ジオパークは聞きましたけれども、洞爺湖温泉と書きましたから、観光課長にも

ちょっと聞きたいですけれども、今、提案されているというか、今あるメニューのほかに

も、きっと何かないですか、洞爺湖温泉のよさ。よさを売れば、私はいいと思うのですけれ

ども、そういうのをちょっと。 

○議長（佐々木良一君） 佐々木観光振興課長。 
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○観光振興課長（佐々木清志君） 洞爺湖温泉、先ほどから食のいろいろなことを言っており

ますけれども、景観も含めまして、各施設でもきちんと対応している。ですけれども、なか

なか情報の発信力が弱いという形でございます。 

  メニューの中には、例えば、ウィンザーホテルに対する乗馬体験などというのもありまし

て、私もびっくりしたのですけれども、例えば、誰々が、町長が、変な話ですが、変と言っ

たら議会で失礼ですが、例えば、ベテラン観光課長が案内する。例えば、幾ら以上いったら

ば、１泊２日でも、ずっと洞爺湖温泉の魅力を、何と言うのですか、少しもうかえって嫌に

なるぐらい説明する、ジオパークの説明をするというツアーだって、私は実験でありだと

思っています。 

  それは、観光協会も旅館組合も、皆さんの協力をいただいたものですので、少し、私も含

めてＰＲが下手でございますので、もうちょっと勉強させていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 今回、澤登部長が、一応60歳ということで退任をされるということで

ございますから、経済部長の立場として、私の今の話の中で、かかわって発言があれば、最

後にひとつ、議会でお願いします。 

○議長（佐々木良一君） 澤登経済部長。 

○経済部長（澤登勝義君） ご指名いただきまして、ありがとうございます。 

  このふるさと納税につきましては、やはり、その地域ならではの特色を広めながら、地域

に対する支援というものが、本来の趣旨というふうに認識してございます。 

  今、議員がおっしゃいますように、もっと発信力を尽くして、今ある金額的な部分だとか

件数的な部分、もっともっと高められるような提案を考えて、新たな部分でというところで

ご意見がございました。 

  これは、やはり行政だけではなく、その魅力という提案を、観光業者、商工業者、農・漁

業、関係する産業団体のほうから、ならではのものを、逆にどんどん行政のほうに提案して

いただくように、これから行政側もいろいろ考えていかなければ、まず、そこが一番肝要な

のかなというふうに感じております。 

  この議会の場のこういう議論が、やはり、かかわる方々にきちんと声として通じるよう

に、担当課一同、そこのところを努めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） ありがとうございました。 

  ２番目です。今、温泉とジオパークの話はきっと答弁があったかもしれませんが、一応こ

れでやめて、申しわけないですけれども、三豊市、箱根町などのキーワードを積極的にと書

きました。 

  実は、テレビで見ていましたら、やはり、自分のところに何もないところは、友好都市、

姉妹都市のものを持ってきて、メニューに入れると。それがまた売れていると。そんなやり
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方もあるのではないかという提案です。 

  それがまた、お互いの友好都市、姉妹都市に対してもプラスになったり、そこのＰＲにも

なりますし、またお互いのＰＲになると。こちらもまた、持っていくと。そんなことをふる

さと納税のメニューにしてもいいのではなかろうかという提案でございます。ちょっと答弁

いただければ。 

○議長（佐々木良一君） 伊藤総務部長。 

○総務部長（伊藤里志君） 三豊市、箱根町の特産品をふるさと納税の返礼品にということで

ございますが、町としましては、ふるさと納税制度を利用して、町内の特産品を全国にＰＲ

し、地域の活性化を図っていくということを目的としております。 

  返礼品のメニューに三豊市または箱根の特産品を加えるという部分については、なかなか

難しい部分があろうかなということで、町内のやはりそういうまだ返礼品の中に入っていな

いものを、まだ、やはり町内のものを発掘した中で、このメニューに加えることが優先かな

というふうに考えております。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） では、３番目に行きます。 

  使用目的として、今回、子育て支援の充実ということにしております。大変いいことだな

というふうに思っています。 

  ただ、先ほど言われたように、返礼品があるものですから、使う額が決められているとい

うことでございますけれども、三豊訪問、これはフレンドリーツアーというのですか。昨年

の９月の決算のときでしたか。決算のとき、実はその予算が余っていたということで、質問

させてもらったら、なかなか行く人の人数が集まらなかったなどという話を聞いたかと思い

ます。なぜかというと、その子の親が半分出すからだと。 

  ところが、箱根の場合は、人数は少ないけれども、町費で負担して、行き来しているとい

うようなことがあった。ちょっと不公平ではないのかなと思ったりしましたけれども、何か

今回の執行方針の中で、教育長も、今回、ふるさと・ふれあい・フレンドリーツアー事業に

ついては、引き続き両市町の友好関係を一層深めるよう、内容の充実を図ってまいります

と、こういうふうな一角があったのですが、これはフレンドリーツアー、変わったのです

か。 

○議長（佐々木良一君） 永井社会教育課長。 

○社会教育課長（永井宗雄君） 友好都市、三豊市とのふるさと・ふれあい・フレンドリーツ

アー、事業の中身については変わってございません。今までどおり、小学校６年生を対象に

募集いたしまして、三豊市との両町の相互の少年交流事業で進めているところでございま

す。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） 決算の折に、やはり、そういったところで負担をなくすような格好

で、行かせる子には、うちの町で出してあげたらいいのではなかろうかというようなことが
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あったものですから、今回、この子育て支援も含めて、三豊にも箱根にも、本当にそういっ

た町費で行かせてあげるべきではないのかなと思っています。 

  ちょっと論点が違ってきましたけれども、これは、今回予算が出てくるでしょうけれど

も、そういったことは、今からでも何か違った格好でできませんか。 

○議長（佐々木良一君） 遠藤教育長。 

○教育長（遠藤秀男君） 三豊の関係、それから箱根の関係、子供たちの相互訪問の事業かと

思ってございますけれども、箱根につきましては、町としての正式なプログラムの中で実施

しているというふうに、私どもは理解しておりまして、費用については全額負担ということ

で、今、生徒６名、引率２名というような状況で、大体、八十数万円程度の費用かと思って

ございます。 

  一方、三豊市のほうとも相互に交流はしているのですが、実はやっぱり、その負担のあり

方というようなお話が、今、あったのですけれども、私どもは、旧洞爺村時代からこれは

ずっと続いているのですが、４万円から４万5,000円程度、負担していただくという形で進

めてきております。現在も、そのまま引き継いでいるのですが、実は三豊市側は、来るお子

さんの家庭で全額を負担します。そこには市の補助というのがない中でやっておりますの

で、その辺のバランスも考えていかなければ、なかなか難しい問題かなと。 

  一方だけが、全額町で負担して、一方は全額自己負担というのも、相互交流のあり方とし

て、そこはもう少し詰めていく必要があろうかなと思ってございます。 

  先ほど、充実したものにという話でありましたが、これにつきましては、交流の中身自体

をもう少し変えていければ、もう少しいいものにしたいなという意味でございまして、そう

いうふうにご理解いただければなと思っております。 

  そういうところからも、できれば、こういうところに、いろいろな子育て支援とか教育

に、ふるさと納税を使っていただくと本当にありがたいことだと思っています。今回も、保

育所等の保育料の半額助成ということも、これはふるさと納税を活用していただいていると

いうことで、これの納税額がふえればですが、もう少し推進していただければなという考え

は持っているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 千葉議員。 

○５番（千葉 薫君） フレンドリーツアーのことにつきましては、失礼しました。予算委員

会で、また議論になるかもしれません。 

  とりあえず、このふるさと納税、あればあるほど、そういったことに使える、広がるわけ

です。今のままでしたら、3,300万円で1,600万、1,700万円ですか。それが一応子供たちの

保育所の負担が半額ですか。免除するというか、補助するという格好です。 

  本当に、これはもう少し、庁舎の皆さん、頭のいい皆さんが集まって、何とかひとつお願

いしたい。本当に、町長お任せコースというのも、どこかのまちであります。町長、本当に

ジオパークを語らせたら、町長にかなう人はいないわけでありますから、ぜひその辺のとこ

ろも、１日町長車に乗せて歩いてもいいのではなかろうかというような、冗談のようなこと
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も本気のような話でございます。 

  ぜひひとつ、本当にその辺のメニューも取りそろえて、ぜひひとつ、ふるさと納税、頑

張ってもらいたいと思いまして、一言いただいて終わりにしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 今、議員のほうから、各担当課長のそれぞれの思い、そして町長の思

いということでございまして、ふるさと納税が、本当に、もう少し頑張ってくれればなとい

う思いは、私どもも持っているところでございます。 

  本当に財源の乏しいまちでございますので、何とか知恵をみんなで出し合いながら、まち

のＰＲに、また、さらに努めてまいりたいと考えております。 

○議長（佐々木良一君） これで、５番、千葉議員の一般質問を終わります。 

  ここで休憩をとります。 

  再開を３時30分といたします。 

（午後 ３時２０分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（佐々木良一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午後 ３時３０分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（佐々木良一君） 一般質問を続けます。 

  次に、９番、板垣議員の質問を許します。 

  ９番、板垣議員。 

○９番（板垣正人君） ９番、板垣でございます。 

  本日、最後の質問者となりました。行政の方々にいい答弁をいただければ、すぐ終わると

思いますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

  通告に従って、今回質問させていただきますけれども、私は今回、一つの枠というか、先

日いただきました平成29年度の町政執行方針ということで、これは全体にわたって言うので

すが、そのことについて、ちょっと確認しながらの質問をしたいと思います。 

  まず初めに、（１）として、防災避難訓練を毎年行っていますが、実施後の総括等を伺い

ますという質問でございます。 

  今回のこの質問、今、５番議員が質問をして、お金の話を随分されていましたが、これ

は、予算は余りかからないお話でございます。 

  やり方とかやる気とか計画性だとか、いろいろ考えていただければ、いけるのではないか

と思っております。まず、昨年、28年10月でしたか、避難訓練をされました。先回は、有珠

山噴火を想定したということでやったと思いますけれども、そのときの、終わった後の総括

というか、それを聞かせていただければと思います。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 平成28年10月22日、有珠山噴火を想定した避難訓練をさせて
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いただきました。住民参加者は172名、また、関係者は224名、合計396名の方が避難訓練に

参加したところであります。 

  この避難訓練におきましては、やはり避難所までの移動、また移送の対応、避難所での受

け入れ体制の構築をしっかりと検証していきたいという目的の中でやったところでありま

す。 

  参加者の方に関しての総括という部分にもなるかと思いますけれども、参加者の方々にご

意見を伺っているところであります。一つは、避難情報を入手した手段、そして、今回の避

難訓練に参加した意見・感想という部分の中で、一つは、避難訓練に関して、また、もう一

つは、岡田先生に講演していただいたところですが、研修会に参加してという部分の意見

を、アンケートをとったところでございます。 

  また、同時に職員に関しても、同様の内容に関して総括の意味での意見を聞いて、その

後、会議を行いまして、今後の避難訓練に関する対応をどのようにしていけばいいか、そう

いう部分を検証してきたところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 私が聞きたいのは、その会議の内容ですね。例えば、どこは悪かった

とか、どこがよかったとか、こういう点は、改善すべきだとか、いろいろ出たと思うので

す。その辺のことを、ちょっとお聞かせください。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 住民の方々のご意見という部分では、一つには、避難所の中

を見学することができてよかった。また、避難所の場所や避難経路を確認することができて

よかったという、いい面という部分ではございます。また、今回の部分では、やはり防災意

識を高く感じたと、初めて参加された方にも、そういうご意見をいただいております。 

  ただ、悪い部分でいくと、計画的にやっている部分があってという部分で、ご意見、お叱

りの、お叱りというか、今後の参考の意見としてはいただいています。 

  また、施設の部分でございますけれども、避難所のトイレに関して、洋式化を望むという

ことや暖房設備の充実をしてほしいとか、そういう部分で、避難所の中に入って、自分がそ

こで避難生活をするに当たって、気になったところという部分をいただいているところでご

ざいます。 

  それとやはり、その中でも要望としての部分ですが、では、避難生活をした後の生活の中

身というか内容等、ここで生活していくのにどのような支援と、また中身があるのか。そう

いう部分を今後、お聞きしたいということを聞いているところであります。 

  また、岡田先生の部分ですが、やはり、講演が大変よかったということと、時間が短く

て、やはり、もう少し話が聞きたいというご意見もいただいています。この部分につきまし

ては、改めて岡田先生の講演会を平成29年には開催していきたいということで、反省の中で

は、そういう部分で今後の対応を考えているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 
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○９番（板垣正人君） るるお聞きしましたが、私は温泉地区にいるので、月浦にある洞爺湖

温泉小学校、そこに避難するのですけれども、その前の年もそうだったのですが、まちの中

には、職員の方がところどころ立っているのです。別に誘導するわけでもなく、ただ、立っ

ているのですよ。でも、実際に車で行ったら、洞爺湖温泉小学校がわからない人は、通り過

ぎていってしまうのですよね。看板一つもない。人もいないし。それで、一回戻ってきて、

私は非常に怒られたのです。その方にはね。 

  それで、今度は自分の、例えば、私は温泉１区というところにいるのですが、１区は、防

災の関係で結構質が高くて、そういう組織をつくっているのですけれども、誰が誰を避難さ

せるのか決めてやっているのです。そうやって避難させてきた、要するに、一緒に乗せてく

る方というのは、基本的にはお年寄りの方が多いのです。年配の方も多いのですが、やっと

車に乗せて避難所まで来たら、今度は避難所からおりられないから助けてとか、そういうよ

うなこともあったりするわけです。そこに職員、それに関係する方が誰もいないと。 

  だから、要するに、シミュレーションで、ばーっとやって、机上の話で、ばーっとやって

いるのではないかなというような気がするのです、私はね。きのう、６番議員も本当に大き

な声で力強く、随分お話をしましたが、本当にそうなのです。 

  我々、避難する側というのは、やっぱり、どこにまずあるかということが、避難所がわ

かってよかったと、先ほどありましたが、それは初めて避難された方です。でも、１回目、

２回目に行く人、また次の別な場面で行く方などと、やっぱりどこに何があるかというの

が、まずわかりやすくなければだめだと。そのときだけ使えば、私は段ボールに紙で、避難

所こっちでもいいと思うのです。だから、そういうようなことでないと、そういう優しさが

ちょっと足りないなというような感じがしました。これは、まず悪い点というか、反省し

て、今度やるときには、そういうことがないようにと。 

  恐らく虻田本町地区でも、やっぱり、青葉集会所だとかといったら、何かわかりづらくて

という話も聞きますし、どこに行ったらいいのだと。だから、それがないと、まず、そこで

みんな町民の方というのは心配になりますよ、本当に。これが本当の噴火だとすれば。だか

ら、そういうこともきっちりやっていただきたい、これからはやっていくべきだと思います

けれども、その辺はいかがですか。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 10月22日に行った有珠山噴火避難訓練、体制の中では、役場

職員、または消防職員、消防団、自衛隊など約200人の方々に協力をいただき、避難誘導、

または一時集合場所、交通安全上の職員配置等、いろいろ配備をしたところでございます。 

  一時集合場所につきましては、今回は16カ所、設けたところでありまして、できるだけ、

やはり近いところに、集合場所は、実際の部分と同じような場所で職員の配置をしたところ

です。それとともに、避難所に関しましても、１カ所ではなく、６カ所開設して行ったとこ

ろでありまして、職員のほうからも、やはり避難所対応等、職員が少ないという意見が出た

ところであります。やはり、今後の職員関係の配置等を再度見直していかないといけないと
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は考えています。 

  今、議員がおっしゃる、避難される方が、自分がどこに避難すればよいのか、またわから

ないと。そういう部分も多くご意見をいただいた中で、平成29年度の予算に計上していると

ころでありますが、啓発用の回覧板を作成することとしております。 

  自治会ごとに、自分の班はどこに避難すればいいか、また、一時集合場所はどこですよと

いうのを、各自治会の班ごとに分けてお伝えしていこうと思っています。 

  回覧板は、月に１回、やはり目を通すものでもございますので、その目を通していただく

中で、自分がどこに避難するかをしっかりと確認できるような方法を考えているとともに、

やはり、当然ですが、避難訓練は３月23日にもございますけれども、そういう部分での一時

集合場所等、そういう部分を、しっかりと自分の集まる場所がどこなのかというのは、周知

を改めてしてはいきたいと思っております。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） それで私の提案ですが、我が洞爺湖町も、有珠山噴火のことに関して

言わせていただければ、その避難ということとすれば、要するに、噴火する場所にもよる

し、規模にもよるだろうし、避難勧告だの、避難しなさいよと言ってから噴火するまでの時

間もあるだろうし、そういう、いろいろな要素はあるという前提でね。例えば、旧虻田町、

2000年の噴火と同じような感じだとすれば、職員も町民も、みんな避難しなければならない

のです。一遍に、どんとね。そういう場合のときと、あとは例えば、その前の昭和52年の噴

火のときのような山頂噴火だと、例えば、温泉地区の人は本町地区に避難してくるとか、そ

ういう場面だとか、想定はいろいろあると思うのです。 

  でも、何も変わらないのは、私は、今回、合併されて10年になるけれども、合併した洞爺

地区というのは、有珠山噴火に関しては、灰は降るかもしれないけれども、そう避難しなさ

いとか、そういうことはない場所だと思っているのです。 

  今、洞爺湖町の、例えば、いつ噴火するかわからない。これが10年後なのか、15年後なの

か、何年後なのかわかりませんよ。でも、確実に、人口は減るにしても、また職員も減ると

思うのです。高齢化にもなっていくわけですよ。もう今で４割近いということなのですが、

そのころだと、もしかすると５割も、50％、55％にもなっているかもしれない。ということ

は、もう自分だけで避難するということは、なかなかできない人もいるだろうし、ましてや

職員がそこにつかなければいけないという状態になるかもしれない。 

  だから、そういうふうになったときは、今回の町政執行方針の中で町長が言った、自助・

共助・公助ということで連携しながら、町民と行政が一体となった防災体制の構築を進めま

すと。洞爺湖町の防災力の向上に努めてまいりますと書いているのですけれども、そのとき

に、例えば、この今の訓練のときから、例えば、洞爺地区の町民の方に関しては、基本的に

有珠山噴火のとき、自分たちは逃げることはまずないと。では、初めから訓練に参加しても

らって、ボランティアの方ですよ。気持ちなので、強制はできないですけれども、例えば、

避難所の受付係をやってもらうとか、職員がちょっとやらなければだめなことを、今から
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ちょっと町民の方にもやってもらうとか。そういうようなことがあってもいいのではないか

なと、私は思うのです。 

  そうしていかないと、やっぱり、なかなかスムーズなことはできないような気がするので

す。だから、それは、訓練から町民もまざって、一緒にお手伝いを、中に入っていくという

ようなことが必要ではないかなと私は思うのですが、その辺はいかがですか。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 災害発生時に、安全な地域にお住まいの方々にお手伝いをし

ていただくのは、大変ありがたいことでございます。特に避難所でお力になっていただけれ

ば、町としても助かるところでございます。 

  できることであれば、これからの避難訓練時にも、地域住民の方々に協力していただき、

またはその体制をつくってまいりたいと考えておりますけれども、まずは、そのためにも、

地域ごとに自主防災組織をつくって、安全という中でも、やっぱり洞爺地区のあたりでも、

今、ご意見の中で、自治会で自主防災組織をつくっていきたいというお話を聞いているとこ

ろであります。 

  安全ではあるのですが、有珠山噴火のときに、やはり洞爺地区に多くの方が避難されてい

きますので、そうしたときにお力になっていただく部分での自主防災組織、そうした部分も

今後、精力的に呼びかけをしていきたいと思っています。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） そのとおり、やっていただきたいと思うのですよ。 

  やっぱり人手が、噴火したらとにかく、我々は2000年の噴火も経験していますけれども、

最初のその噴火してみんなが避難しているときが、受付だとかが大事なのです。 

  私の経験上、2000年の噴火のときに、自分がここから出ていきなさいと言われて行ったと

きには、うちの家内と犬１匹を連れて逃げたのですが、そのときにずっと、最初、豊浦のほ

うに行きますよね。豊浦に行ったら、どこも入れませんみたいな、最初、２軒ぐらい行った

けれども入れないと。それでは、どういうふうになっているかと、私個人で全部回ったので

すよ、どこに避難所があるかと。大岸だなんだ、中学校だなんだ、礼文華だと、全部回って

ですね。そうしたら、職員もいないところも２軒ぐらいあったのですが、人が、ダダダダ

ダッと入っていくのだけれども、全然、受付もないみたいな。 

  だから、そういうことも経験しているのでね。そのときの避難所扱いするところはどこか

と、今は決めていますけれどもね。そういうところに来られる方は、訓練のときからお手伝

いしていただける方はしていただければなと思います。 

  今は、有珠山噴火の話です。これが例えば、今度は津波被害というのがあります。津波被

害になったら、今度、温泉地区は関係ないわけですよ。温泉地区まで津波が来ることはまず

あり得ないのでね。 

  例えば、６年前のあの3.11のときの津波のときは、本当に寒い中、職員の方も大変だった

のだろうけれども、我々も避難所を回ったときですよ。体育館が寒いときで、本当に震えな
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がらいた方もたくさんいますし、また、集会所みたいに小さいところだと、ちょっと温か目

だなと、ここはいいなとか、いろいろ見て確認して回りましたけれども、前の11番議員が話

したことがありますが、要するに、洞爺湖温泉には温泉もあるし、食べるものもね、別に。

何か職員の方はあのとき、駆けずり回ってパンを買って、あちこち回っていたのですよね。 

  そういうことではなく、例えば、一時的に集会所に入っても、今回の津波の関係は結構時

間がかかるのだと判断すれば、温泉のほうに、例えば旅館だとか、特に温泉ね、ちょっとお

風呂に入らせてもらったり、そのときによっては、例えば大広間かどこかでちょっと休んで

もらったりみたいなことができるわけです。そうしたら、例えば、おにぎりだとか何とかと

いったら、同じ町民ですから、例えば、旅館組合の方もそうだし、私がやっているみたいな

飲食店組合の方々もそうですが、おにぎりみたいのを握るとか、そういうことはできるわけ

です。 

  だから、そういうようなことで、要するに町民もそこに巻き込んで、そういうことをやっ

たらいいのではないかなと思うのですが、その辺はいかがですか。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 洞爺湖町において、災害を想定いたしますと、まず有珠山噴

火がありますが、近年は、地震、津波、風水害に伴う土石流災害等、さまざまな災害が想定

されるところでございます。 

  有珠山噴火では、洞爺湖温泉は第一に避難をする地域になりますが、それ以外の災害につ

いては、洞爺湖温泉にありますホテル、旅館、飲食店などのご協力を得られることと考えて

おります。 

  特に津波災害においては、地震を除いて、洞爺湖温泉は安全な場所にありまして、避難者

の受け入れをお願いできる地域とも考えております。高齢者、障がい者、また乳幼児、その

他、特に配慮を要する方々は、一般の避難所で過ごすのは大変困難でございまして、ホテ

ル、旅館でご協力願えればとも考えております。 

  また、食事においては、コンビニメーカーや医療メーカーなどとは協定を結んでいるとこ

ろでありますが、町内の商店や飲食店など、皆さんにご協力をいただき、炊き出しなどをし

ていただければとも考えております。 

  旅館組合と災害時の協定をしていただけないかと話し合いを行っているところでございま

して、今後、防災協定を結んでいけるよう、進めてまいりたいとは考えております。 

  ただ、先ほどからお話ししております大規模改修の耐震化の部分、こういうところもあり

ますので、そういうところを見据えながら、今後もそういう部分で、ご協力を願えればと考

えているところでございます。 

  そういう部分では、いろいろな方々にご支援をいただきながら、やはり避難施設の提供や

ご協力をいただけるところと防災協定は結んでいきたいと思ってはおりますので、当然であ

りますけれども、やはり噴火以外では、洞爺湖温泉、すごく大きな力になりますので、そう

いう部分は、お話ししていきたいと考えております。 
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○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 昨年の平成28年の４月ですが、国のほうで避難所運営ガイドラインと

いうのが出ました。それには何と書いてあるかといったら、被災者の健康を守るための人的

な資源の確保のために、例えば、医療だとか保健の関係だとか福祉の関係の人だとか、そう

いう分野の方も、あとはボランティアなどと、平時、ふだんから、要するに顔の見えるおつ

き合いをしましょうと。顔の見えるおつき合いをしていきましょうということなのです。 

  私はこのとおりだと思うのです。やっぱり、いざというときだけ、ぱっといっても、なか

なか人間的につき合いがないと、なかなかできないなと。例えば、自治会のどうのこうのと

いうのを話しても、自治会の中だって、ふだんからおつき合いしている人とそうでない方

と、やっぱりちょっと違ったりするわけです。 

  だから、むしろ行政側としては、福祉分野だとか、病院関係者だとか、あとはボランティ

アになってくれる方だとか、そういう方と、ふだんからやっぱりおつき合いというか、顔の

見えることをしていくべきだと思うのですが、その辺の考え方はいかがですか。 

○議長（佐々木良一君） 鈴木企画防災課長。 

○企画防災課長（鈴木清隆君） 災害に対してという部分で、防災のほうも医療・福祉の関係

者の方々の会合などにもお邪魔して、災害に関してのご協力、または、いろいろ説明をさせ

ていただいているところでございます。 

  特に、医療・福祉に関しましては、やはり災害時、自宅の中でも医療を要しなければいけ

ない方も、自宅に住んでいらっしゃる方もおられますので、そうした部分との防災協定を、

やはり、お話し合いをしながら結んでいくとともに、高齢者の方々につきましては、福祉団

体といろいろとお話しをしているところであります。 

  また、避難所運営につきましても、今の部分では、避難して生活をしていただくというだ

けでなく、そこでの健康状態や食事、また、いろいろな部分でかかわってくる部分、関係機

関がありますので、そういうところと連絡を密にとって、体制を整えていきたいと考えてお

ります。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） そのとおりやっていただきたいと思います。 

  備えあればの話なのですが、やっぱりふだんのことが一番大事かなと思っておりますの

で、その辺のことは、企画防災課は大変でしょうけれども、頑張ってやっていただければと

思います。 

  次に、２番の移住定住対策で公営住宅等も含めて考えるべきと思いますが、町の考えはと

いうことで、今回の町政執行方針も、いろいろ定住のことが、あちらこちらに結構あるのか

なと。定住を意味したことの執行方針がたくさん書かれておりました。 

  それで、まず質問に出したこの公営住宅というのを中心に考えているのですが、公営住宅

も、実は最近、空きができてきて、例えば、洞爺湖温泉で言うと、あの５階建てのエレベー

ターのないところとか、あとは、のぞみ団地のほうにも一部空きができて、次に入る人もま
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だいないみたいな場面も出てきております。 

  これは、やっぱりもったいないと。立派な公営住宅、特にのぞみ団地のほうはあります

し、できたばかりのときは、常に何十人も待っていて、全然入れないという場面だったので

すが、最近になって、あいてもすぐに入らないとか、そういう場面もありますのでね。 

  空き家バンクとか、空き家情報、空き室情報とか、町でやっているようなネットだとかの

部分の中に、やっぱり公営住宅の情報も入れたらいいのではないかと。公営住宅というの

は、普通のアパートと入る条件等が違いますので、そのことも簡単に書いていただいて、実

はこういうところもあいていますよ、安く入れますよ、だから、こちらのほうに住んでもら

いたいですよみたいなことを、やっぱりアップして、アピールしたらいいのではないかと思

うのですが、その辺はいかがですか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 町営住宅にも空き家があり、移住者に対しての町のホームペー

ジにてのＰＲをすべきではないかということかと思います。 

  町営住宅の管理につきましては、公営住宅法並びに町営住宅条例に基づきまして、現在、

町営住宅が709戸、単身者住宅が36戸、合わせて744戸管理してございまして、今、ありまし

たとおり、空きもあるものですから、随時、入居者を募集して受け付けをしているところで

ございます。 

  先にちょっと実績を申し上げますと、町営住宅等に入居されている移住者でございます

が、平成27年度においては、36世帯、新規で公営住宅等に入ってきているのですが、そのう

ち、町外からの転入者につきましては、ちょうど半分の16世帯、町営住宅に入っていただい

ているところでございます。 

  また、今年度におきましても、２月末現在でございますが、町営住宅等に入居された方が

43世帯ございまして、そのうち、町外からの転入者は15世帯入っていただいているところで

ございます。 

  今後も、やはり、今もお話がございましたとおりですが、入居基準に適合している入居希

望者につきましては、積極的に町営住宅に入居していただくようなＰＲをさせていただきた

いと思っておりますし、また、今もお話がありました町のホームページ等にて、町営住宅の

空き情報も閲覧を、その移住定住関係のところに載せられるようにし、積極的にＰＲに努め

ていきたいというふうに思っているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 満点の答弁、ありがとうございます。 

  これは本当にもったいないと、私はそう思います。せっかく部屋を探している方もいて、

住みたい、でも、給料もそんなに高くないし、高いアパートなんて入れないという方もいっ

ぱいいますので、やっぱり、こういったためには、公営住宅というのは、非常に使い勝手が

いいのかなと思いますのでね。その辺のことも考えていただければと思います。 

  また、例えば、単身では公営住宅には入れないのですよね。それで、今、単身も入れる定
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住住宅が洞爺地区にもうできましたよね。それの入居状態というか、申し込み状態などはど

うなのか、ちょっと確認したいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 佐藤産業振興課長。 

○産業振興課長（佐藤孝之君） 洞爺の定住促進住宅、２棟16戸につきましては、３月15日に

完成するという予定になっております。 

  それで、入居者の募集については、１月23日から２月末まで行っております。ちょうど、

その結果が16世帯ということで、その内訳が、町外の方が５世帯で、町内が11世帯というよ

うな状況でございまして、４月になりましたら、入居できるということで、今、準備をして

いるところでございます。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 16戸つくって、16世帯が入るということは、満杯なのかなと思いま

す。でも、町外から５世帯の方が来たということですね。わかりました。 

  移住定住促進住宅ということで、去年からつくっておりましたけれども、まあまあスター

トはいいのかなと思いますので、そういう部分で、これからも進めていっていただきたいと

思います。 

  住宅に関してはあれなのですけれども、本当に住むところがあって、洞爺地区でも、本町

地区でも、洞爺湖温泉地区でも、住みたい方というのは結構いると思うのです。ただ、きっ

かけがないとかなのです。 

  最近、私は、若い女の方２人とちょっとお話ししたのですけれども、その方は札幌と伊

達、室蘭と言ったかな、一緒に１部屋を、普通のアパートですが、借りていらっしゃるので

す。仕事は留寿都に行っていると言うのですよね。何で洞爺湖温泉に来たんですかと聞いた

ら、やっぱり、景色がいいとか、温泉があるとか、本当にいいまちだったから、住んでみた

かったですと言って、２人で一緒にシェアして部屋を借りているようです。 

  そういう方々も結構いるようで、ほかにそういう友達、いるのと聞いたら、いや、結構い

るんですよね、ただ仕事の関係で、まだそっちの前のほうもやめられないからとか、新たな

こっちの仕事がまだわからないからと言って、まだ来ていないんですとか、でも、近々来る

と思いますみたいな、本当に簡単な、気軽な感じでお話しされていました。 

  やっぱりそういう方がいるということ、それだけ魅力があるんだぞということも再確認し

たのですが、そういう方に、やっぱり、特に若い方たちは、ネットとかそういうのは一番、

我々と違って簡単にぱぱっとやってしまうので、わかりやすいところにそういう情報がある

と、非常にありがたいのではないかなと思っての質問でありました。 

  担当の方は一生懸命頑張っていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  次に、３番目に行きます。３番目の西山地区の地熱資源についてということで、今回、町

政執行方針の12ページにも書いてありましたが、ちょっとこれを読みます。 

  西山地区の地熱資源の活用は、平成28年度に西山地区の地熱資源開発可能性調査として、

北海道立地質研究所に調査を委託して、その調査結果をもとに、資源の有効利用の可否につ
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いて検討してまいりますというようなことで、優良な地下資源があったとすればということ

で、発電事業や農業関連、または地域産業の創出等、最後に、健康福祉等での利活用の可能

性について検討を進めてまいりますというような執行方針です。 

  私は今回、これは結果が出ていないので、結論というか、結果というか、いつごろ出るよ

うな予定なのか。今、つかんでいる情報でどうなのかということを、ちょっと教えていただ

きたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 佐藤産業振興課長。 

○産業振興課長（佐藤孝之君） 情報でございますが、今、議員がおっしゃいましたように、

報告書については、３月10日ということで、３月10日に地質研究所のほうから、報告書が提

出されるというようなことになってございます。 

  それで、今のところ、特に地質研究所のほうからは、今後、何をどうすればいいのかとい

うような具体的な意見等は、まだございませんが、今後、調査結果をもとに地質研究所のほ

うからのいろいろな意見を踏まえまして、今後とるべき方向性などについては検討できるの

かなというふうには考えております。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） まだわからないから、話をしてもしようがないといったら、しようが

ないのですが、でも、もしこれが、いい資源があったとすれば、やっぱり活用していきま

しょうということになりますね。 

  町長、これは、昔から、もう何年も前から、有珠山噴火したときから言われていました

が、こちらのほうにも温泉の施設を、もしお湯があれば、つくっていただきたいですねとい

う話が随分ありました。そのために、いろいろなこともしましたが、結局温泉源がないとい

うことでできないと。もし、これが使えるぐらいのお湯がありますよとなったら、私は今、

（１）（２）の質問というのは、お金がほとんどかからない話だったのですが、これは

ちょっとお金、予算的なものが出てくると思うのですが、もし使えるようなお湯が出たとす

れば、そういうことも考えていただけるのか、いただけないのか、ちょっと聞きたいと思い

ます。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 今回、西山の地熱開発ということで、今、調査をやっていただいてい

るのですが、一つには、今、議員におっしゃっていただいた本町地区に温泉をと、こういう

夢を持っているところでございます。 

  もともと洞爺湖温泉のほうにやすらぎの家を整備させていただきました。残念ながら、平

成12年の有珠山2000年噴火災害で、このやすらぎの家が使えない状態になってしまったとい

うことから、今、あそこの地域は、砂防指定地域になっております。洞爺湖温泉ではなかな

か難しいかなと。できれば本町地区に、以前できなかったものを何とか虻田本町地区のほう

にできないかなという頭は、今、持っております。 

  ただ、出た後の財源措置、これはやっぱり、しっかり考えていかなければならないなとい
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うふうに思っております。さらには、農業振興、特に今回の場合には、協議会を立ち上げま

して、農業、商工会、そして洞爺湖町と利用協同組合、こういう方々に入っていただいて、

泉でハウス農業をやられている方もいらっしゃいます。そのお湯を使ったハウス栽培、さら

には商工業、何かできないだろうか。いろいろなことを、今、この協議会の中で検討してい

ただいております。 

  イの一番には、まずお風呂ができないかな、これが夢でございます。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 今、町長、夢ですというお話ですが、夢がかなうように何とかなれば

いいなと。私は、本町地区の方に聞いたのですが、ふだんは家のお風呂に入っていると言う

のですね。洞爺湖温泉のお風呂に入りに行けばいいでしょうと言ったら、やっぱり、ちょっ

と遠いと言うのですね。だから、家のお風呂に入っているらしいのです。やっぱり、そうい

う方も本町地区には結構いるので、でも、すぐそばというか、歩いて行けるような範囲のと

ころに例えばあったとすれば、そういう方は、家から一歩出て、そういうところに行くのか

なと思ったりもしていたのです。町長の夢がかなうといいですねということで、この話は、

ぜひそういう場面が出てきたらいいなと私も思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  次に、４番のほうに行きます。 

  これも過去に質問したこともありますけれども、確認も含めて、今、どういう状況なの

か、動きがあるのか、ないのかということも含めて質問したいと思います。 

  まず、観光資源である中島、洞爺湖森林博物館も含めてですが、その活用を積極的にする

べきと思うのですが、町の考えはということです。 

  昨年８月に台風が来てから、博物館は屋根が飛んだりなんかはしなかったのですが、あの

辺の周りの木が倒れたり、土砂が崩れたりという、中島自体、入ってもなかなかずっと中に

入れない状態が続いていると。それが、ことしもそのままだったら、また１年になってしま

うのかなと思いますので。中島というのは、どこかで、今、パワースポットだとか何とか

と、いろいろな場面で若い人からもそういう話も聞きますし、また、あそこには外国人の方

も、今、ふえていますので、中に入ってウオーキングするというか、森林浴をするという

か。それで、とても心地のいい場所だということも何人かに聞いていますけれども、現状と

いうか、これからどうしたいのかということをお聞きしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 佐々木観光振興課長。 

○観光振興課長（佐々木清志君） 中島の件でございまして、先ほど中島の森林博物館につい

てはご説明したと思いますけれども、中島の現状ですが、先月も中島の鹿の駆除をやってお

ります。そのほか、中島につきましては、鹿問題やオオハンゴンソウの植物の増殖、また森

林博物館の老朽化、今、議員がおっしゃいました台風10号による倒木、遊歩道の大湾地区で

の崩落などがあり、お客様が訪れて楽しみにしております森林浴やバードウオッチング、１

周８キロメートルの北海道ツーデーマーチの歩け歩けコースですが、利用できないような状
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況が続いているところでございます。 

  今回、中島の整備については、町のほうでも森林博物館の早い段階での建てかえ等を検討

していますが、島内のフットパス、森林浴、動物の観察等を検討した、あわせたというので

すか、森林博物館とあわせた、そういう遊歩道を一体的にした利活用を考えておりますとい

うことです。 

  台風10号でありますけれども、所有者は林野庁、この辺の管轄でございますが、後志森林

管理署と言います。 

  現在、先週終わっておりますが、水辺から鹿のネットがございますところにつきまして

は、倒木処理が完了しております。 

  町でも３月末から４月にかけて、歩道内の処理を行いますが、現在、所有者であります後

志森林管理署において、一周全体の全面的な整備できないかということをお願いしていると

ころでございます。 

  これにつきましては、直轄事業でございますので、町の負担はないのですが、全国的な設

置箇所というのですか。レクリエーションの森という国立公園の整備の一環としてできない

かということを、町として、今、要望中でございまして、平成30年から二、三年かけて、全

体的に要望しているところでございます。 

  また、これらの要望につきましては、まちづくり総合計画や室蘭地方開発期成会等の要望

ともあわせまして、この辺の所管である北海道森林管理局、札幌に管理署がございますが、

そちらのほうも視野に、要望活動を進めてまいりたいということで、できれば早いうちに、

ここ二、三年のうちに整備したいというふうにお願いしていく所存でございます。 

  以上です。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 中島を今、いろいろな要望をして、いろいろやっていただきたいとい

うような答弁がありましたが、ことしの場合は、去年と同じような感覚の使い方というか、

そうなるのかな、どうなのですか。その辺は。 

○議長（佐々木良一君） 佐々木観光振興課長。 

○観光振興課長（佐々木清志君） 現在、温泉支所と観光課のほうでやっておりますけれど

も、現在、一番ひどいところが、森林博物館からの入り口を入ったところからの直線サイド

でございまして、そのほか、一部、崖崩れというのが、大湾地区のほうに鉄管を打っている

のですが、ちょっと土が崩れているというところでございます。 

  それらについては、ことしのツーデーマーチまでに歩けるように何とか整備してまいりた

いというふうに考えてございます。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） ツーデーマーチということは９月ですよね。では、観光シーズンは終

わったころですね。できれば早くやっていただきたいなと。結構、中島というのは、地元の

方は余り行ったことがないからぴんとこないのかもしれませんが、行った方と話すと、本当
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に、とてもいいところだったというのを随分聞きます。また、異空間というか、気持ちがい

いというかね。 

  ただ、最近、問題なのは、外国人の観光客がふえて、言葉も通じない、意味もわからない

という方がいます。あそこは船が定期的に動いていますよね。それで、何時までに帰ってく

ださいというような看板はあるのですが、わからないで、ずっと、夜近くまでいるとかと

いって、結構、大騒ぎすることが、去年あたりも、その前もそうだったのですが、何か多々

あるようでした。 

  そういうことの対策というかね。これからまだふえると思うのです。まして、整備してい

くと、10年、20年前のことなら考えられなかったけれども、その外国人の方も本当に自由に

来て、自分で車を運転されて来て、自由に散策していくみたいな。その辺のことで、やっぱ

りあそこは夜になると、人は誰もいませんので、その辺の管理をどうするかとか。これは

やっぱり山を持っている林野庁だとか、そういう方と協議会的なものをやって、いろいろ話

をしていかなければいけないのかなと私は個人的に思うのですが、その辺の話というのは、

何かありますか。 

○議長（佐々木良一君） 佐々木観光振興課長。 

○観光振興課長（佐々木清志君） 今、議員がおっしゃるとおり、不特定多数の外国人が入っ

ておりまして、私ども、入り口には５カ国語の表記をしてございますけれども、中に入った

ときに、これ以上行けませんとか、そういうものの表示がないのも現状でございます。それ

らもあわせて、現在、森林管理署のほうで木道の整備という形で、何とか全体的に、東京オ

リンピック・パラリンピックもございますので、それまでに何とか整備できないかというこ

とで協議しているところであります。 

  また、入山に際しましては、森林博物館で、一応名前を記載していただくという制度を

とっております。また、議員がおっしゃいました船に乗っていった数と、おりて帰ってきた

数が合わないという問題も数件ございましたけれども、現在、迷惑をかけておりますが、一

応、携帯電話は通じる区域でございまして、何とか対応しているのが現状でございます。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 外国人の方は、森林博物館で受け付けすることもわからない方もいる

そうなのですよ。本当に何もわからないと思ったほうがいいと思います。 

  そういうことの対応というのは、本当に大変だと思うのですよね。だから、やっぱり優し

いというのは、中に結構、立て看板とかね、ここから行ってはだめですよとか、何時に帰ら

ないとあしたまで帰れませんよとか、そういう５カ国語表示でも６カ国語表示でもいいか

ら、そういうのは必要なのかなと思うのです。 

  本当に、言葉が通じないと、こちらの我々が持っている常識が全然つながらないという

か、向こうのほうにはね。そういう方が、あそこの真ん中にいますので、自分も店をしなが

らでもね、本当に痛感します。 
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  そういう中で大変ですが、先ほども言いましたけれども、15年、20年前には、こういう話

も、先ほどのＪＲの駅の話もなかったのです。でも、これからは外国人の方はどんどんふえ

てくると。国の体制もそうですし、千歳空港の乗り入れの関係もいろいろ聞いてみたら、こ

れからますますふえてくるみたいな話もありますし。だから、しばらくの間は、ふえても減

らないと。また、今度、どんどん言葉のわからない人が来ると思って、対応していくしかな

いのかなと思っているのですが、そういった考え方というのはどうですか。行政側として

は、何か思っていることはありますか。 

○議長（佐々木良一君） 澤登経済部長。 

○経済部長（澤登勝義君） これまで、中島の散策路の部分、１周８キロメートルの部分につ

いては、いろいろな、迷ってしまったり、それから携帯を持っていても、不通のエリアもあ

るなど、汽船のほうからも、夜遅くまで対応していたり、そういう救急の救助の事例があっ

たりというような対応について、町のほうとして、そのコース上を全部、管理局のほうから

一括して借り受けているということを、一昨年から実施しておりまして、これから表示、看

板等の設置についても、独自にできる環境が整っていると。 

  そういうところから、看板の大きさですとか、外国語表記の仕方だとか、現場に合った対

応というものが可能になってきたというところで、大平原のほうから湖水側のほうにおり

る、その右、左でもって迷われる方が結構おられるというような状況なども確認しながら、

適時、看板設置ですとか、大きく、見えるような、意識できるような、そういう安全対策と

いうものは、関係機関と協議しながら、設置に向けて進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 設置に向けてということで、課長も聞いたと思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

  やっぱり、何か聞いたら、大変なようで、夜に船が出ていってね。もっと前は、夜に花火

のあるころに「助けて」みたいなね。あちらで火をつけて、こうやっていたとか、いろいろ

あるみたいなのです。 

  だから、大事故にならないうちに、やっぱり、いろいろなことが必要なのかなと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

  次に、５番のほうに行きます。 

  （５）洞爺湖温泉地区の町道、また歩道の整備について伺いますということで、今回の町

政執行方針にも出ていましたが、洞爺湖温泉の大通り線の混雑解消になるところです。眺湖

通ができてということですね。そういう執行方針がありました。 

  中央通、眺湖通、あれがことしできます。大型車が、そちらにどんどん行くでしょうとい

うことは、想定できますよね。では、そのときに大通り線は、要するに洞爺湖温泉街の一番

の中心の道路ですが、これは、大きいトラックが走らない分、今までよりは大分、安全にな

るのかなというふうに思います。 
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  でも、今のままにしておいても、どうなのか。特に、私の今回の質問ですが、特に冬期で

すね。今、外国人の話をしましたけれども、そのお客さん方が、先ほどの５番議員と同じ

で、大きいキャリーバッグを持って、冬道をがたがた、がたがた歩いているのです。バスタ

ーミナルからおりていきます。 

  昔はどうだったのかなと思ったら、昔はキャリーバッグというのは余りなくて、もちろん

外国人もいなかったのです。日本人は大概、持っているバッグで歩いていましたよね。あの

引きずるバッグというのは、昔はほとんどなかったのです。でも、今はもう車がついたもの

が普通であって、ましてや外国から来ているから。 

  そうすると、あれは、旅行中に車が壊れたら最悪だろうなと。例えば、がたがたというと

ころだとか、また、雪の中をガーッと無理やり引っ張っていって、壊れたりなんかしたら最

悪だろうなと思いながらも、何とかしてやらないとだめだなというふうに私は思っているの

ですけれども、その辺の対応というか、例えば、歩道をちゃんときれいにするとか、歩道を

広げるとか、また、雪道対策、例えば、除雪を結構小まめにするとか、そういうことしかな

いのかなと思うのですが、その辺の考え方はいかがでしょうか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 洞爺湖温泉大通り線の歩道の関係かと思います。 

  洞爺湖大通り線の歩道の整備につきましては、経緯を申し上げますと、平成３年から５年

にかけまして、電柱の地中化の工事の際に、まち並みのにぎわいを目的としまして、北海道

がインターロッキングにて歩道を整備されたというふうに聞いてございます。 

  施工からもう二十数年たっておりますので、議員がおっしゃるとおり、段差や凹凸等もご

ざいますので、地域住民や観光客の方々、特に、今、お話がございましたキャリーバッグで

すか、利用されている方々には、大変利用しにくい状況もあるのかなというふうには思いま

すし、２年前にも、同じような一般質問があったことも承知してございます。 

  今回、今、話がありました上の中央通と眺湖通ができますので、こちらができることに

よって、下の大通り線についての改良を、真剣にといいましょうか、考えるときが来たのだ

ろうと私どもは考えてございます。まず、車道の部分の舗装のところもあわせまして、どう

いうふうな形がいいだろう、もしくは、インターロッキングをやめて、黒舗装がいいのだろ

うかということも含めて、この１年間、車両の通行状況を勘案しながら、検討させていただ

きたいなというふうに考えているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） ９番、板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 今、課長のインターロッキングはどうなのかというお話がありました

が、そのとおりだと思うのですよね。今の状況を見たら、あのがたがたというのはいらない

なと、見た目はきれいなのですが、余り意味がないなと。普通の真っ平らというか、普通の

舗装のほうがかえっていいのかなと。 

  もう一つ、改良する予定でいるのであれば、大通り線の山側の歩道、湖水側は結構広いの

ですが、ホテル側はね。山側の歩道が、すごく狭いところがいっぱいあるのですよね。バス
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ターミナルからおりてきたら、基本的には、横断歩道を渡らないで歩くには、山側の歩道な

のですが、そこを例えば、１メートルとか１メートル50センチ広げて、今度、車道を逆に狭

くしてもいいと思うのですよ、私は、個人的にはね。それはなぜかといったら、大型車がバ

スぐらいしか走らないのかなと。本当にトラックだとか、大きな何十トンというやつが、も

うほとんど走らないのかなと思いますので、そういう人優先というか、車優先ではなくて、

そういう道路にしていったほうがいいと思うのです。 

  もう一つは、例えば、山側でも、歩道と車道が段差のないようなものにするとかね。とい

うことは、車がしゅっといつでもとめられると。だから、片側のところでも車が、乗用車で

もとめられるような、駐車禁止にならないような道路でもいいのではないかなと思うのです

が、その辺の考え方はいかがですか。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 今、歩道のいわゆる拡幅の提案かと思いますが、私もちょっと

今回、現場を確認させていただいたら、さすがに山側のほうは、ちょっと狭いなというのは

確認させていただいたところでございます。 

  しかしながら、やはり現道においても、今後もバスは通りますし、バスとバスは交差しな

いかもしれませんが、車道がもともと狭い、そんなに広いところではないので、極端なこと

を言いますと、一方通行にでもしない限りは、歩道を広げること自体、やはり難しいのかな

というふうに私は感じているところでございますけれども、やはり、地域の関係者の方々の

話をよく伺いながら、改良方法については、それも含めて検討させていただきたいと思いま

す。 

  また、もう一つ提案がございました車道と歩道の分離の仕方の段差をなくすというお話に

つきましても、それはちょっと交通安全上、どうかなというところもあるのですが、あわせ

て、やはり、今回の事業というのは、延長が970メートルほどと、かなり延長も長いので、

その都度、その状況によって変わることもあるものですから、きちんとそこら辺の状況を把

握しながら、改良するときには、十分時間をかけて検討させていただきたいというふうに

思っているところでございます。 

  以上です。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 改良するということは、絶対に私は必要だと思います。 

  例えば今、課長の答弁で、歩道を広げたら車が危ないのではないか、段差がなくなった

ら、危ないのではないかみたいな話をしていますが、結局は、歩道が狭いと、車道を歩くの

ですよ。どちらが危ないのかと。車道の真ん中をぞろぞろ、要するに観光客の方が、特に外

国人の方ですが、歩いている姿を見たら、私はここで何回も話していますが、本当に危な

い。それだったら、いっそのこと歩きやすい歩道があったほうが、私は安全だと思います。

だから、そういうことも含めて、やっぱり、現在の環境もありますし、そういうことも加味

しながら、検討していただきたいなと思います。その件はどうですか。 
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○議長（佐々木良一君） 森副町長。 

○副町長（森 寿浩君） コロコロ、ガタガタのお話は、結構、以前からもお伺いをしており

ますし、今、議員のご意見もございましたが、先ほど八反田課長が申し上げたとおりでござ

いますけれども、いろいろなご意見を聞きながら、平成29年度に、いろいろな調査をして、

実現に向けて、検討させていただきたいというふうに思います。 

○議長（佐々木良一君） ９番、板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 今は、それで検討していただきたいと思います。 

  また、もう一つは、今の現の車道ですよね。副町長が建設課長のころから悩んでいました

が、がたがたですごいです、また。大型車があれだけ走るから、何ぼやってもだめかなとい

うような感覚ですが、今度は、大型車などが通る率がかなり少なくなりますので、そのとき

に、車道もきっちり直して、要するに補修というかね。それはお金がかかることですが、ば

んそうこう的に、少し、少し、ちょこちょこ、ちょこちょこ直したら、やっぱりなかなか無

理かなと思いますので、その辺の検討もしていただきたいと思いますが、いかがでしょう

か。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 車道の関係かと思います。 

  ここの大通り線につきましては、何度もお話ししてもございますが、大型車両が多く通行

していることや、ここ数年、雪が少なくてしばれている、気温が低いことから、傷みが特に

ひどい状況でございます。 

  先日も私は担当の者に言って、今年度の予算の中で何とか少しでも補修しなさいというこ

とで、補修させていただいたところでございます。補修の際には、なるべく今度は広く、そ

の部分ではなくて、面として補修できないかということも含めて、今、進めさせていただい

ているところなのですが、ただし、それとは別に、議員がおっしゃるとおり、もともと、も

うかなり傷んでいる状況は確認できてございます。 

  ですから、何度も言うようですが、１年間、この傷み具合をいろいろ検討させていただい

て、上から全面的にかぶせるオーバーレイという方法がいいのか、サミット前にやったよう

な、舗装を切除しまして、路盤を出して、きちんとおさめてやるという方法もあるのです

が、やはり、それには工事騒音とか交通規制とか、いろいろな問題もございますので、１年

間、やはり、これも含めて検討させていただきたいというふうに考えているところでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（佐々木良一君） ９番、板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 本当に、結構大変だと思いますけれども、お金もかかるしね。だか

ら、その辺もちゃんと含めて、やっぱり、せっかく道道と町道と完全にかわるわけですか

ら、この機会に、もうこの機会を逃したら、またしばらく何もできないみたいな話になると

思いますので、ぜひやっていただきたいと思います。 
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  それと、もう一つ、町道というか、遊歩道に関連してですが、現の遊歩道、できてもう何

年もたちますけれども、皆さん承知のとおり、湖水側のほうが玉砂利というか、玉石という

のですか。ごとごとごとっとなっていて、一部、今度は、自転車が乗れますよみたいになっ

ています。それで一つの道路になっているのですが、これは、今、ぼこぼこいるのかなと。

つくったときは、確かに何かそれなりの目的があったのかもしれないけれども、特に駅前桟

橋と万世閣の裏あたりの部分には、結構、人がいっぱいいるし、また自転車も、今、外国人

の方はレンタル自転車を借りて、結構びゅんびゅんと走っているのです。 

  そこに今度、バギーというのですか。昔、乳母車と言った、赤ちゃんを乗せた車が、あそ

こで衝突しそうになったこととか、接触したところを見たことがありますし、自転車が今

度、玉石のほうに行くと滑るのですよ。滑ってそこで転んだのを見たこともありますし。だ

から、どうせなら、普通のアスファルトがいいのかなと私は思っているのです。 

  端から端まで全部といったら大変だと思いますが、計画的にやればできるかもしれません

けれどもね。マラソン大会のときだって、イベントのときだって、あのぼこぼこ、邪魔とい

う人もたくさんいますしね。 

  だから、その辺の感覚というか、町としては、どういうふうに考えているのか、お聞きし

たいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 八反田建設課長。 

○建設課長（八反田 稔君） 遊歩道の改良の提案かと思いますが、この遊歩道は、湖畔通り

線と言いまして、延長が1,855メートルとかなり長い延長の道路でございます。 

  今、お話がありました、平板とそれから玉砂利風の平板と言うのでしょうか。合わせて幅

員６メートルございまして、平らな部分が２メートルで、玉砂利のほうが４メートルという

ことで聞いております。 

  この歩道につきましては、今、お話があったとおり、供用開始から、かなり時間がたって

いて、私も雪をちょっとはぐって見てみたりしたら、やはりモルタルなどで補修していて、

傷みがひどいということは確認させていただいています。 

  また、観光客や洞爺湖マラソンにも利用されていると。今、話がありましたように、自転

車の利用も多いということでございます。 

  この状況は、やはり、平板のフラットタイプと玉砂利タイプがあるのですが、今言ったよ

うに、やはり天候や用途によっては、改善が必要だろうということで認識はしてございま

す。 

  しかしながら、財源的なことを言って申しわけないのですが、延長が長いものですから、

その工法もいろいろ検討して、一遍にはできないので、計画的に何工区かに分けて、それも

進めさせていただければなというふうなことで、これから財政当局とも協議をしながら進め

させていただきたいと考えているところでございます。 

○議長（佐々木良一君） ９番、板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 私は、財政のことも大変だということをよくわかっていて話をしてい
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るのですが、計画的にやっていけば、いつかは、先ほどの町長の話のような夢がかなうのか

なと、かなえたいと思いますので、やっぱり、どこかでテーブルに乗せておかないと、話が

進まないわけですから、ぜひ、大けがのけが人が出ないうちにやっていただければなと思い

ます。 

  ここまで、一応全部質問をさせていただきましたが、町長のほうから何か一言あればお願

いしたいと思います。 

○議長（佐々木良一君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） きょうの議会質問は、本当に大型で金のかかる話ばかりで、非常に耳

の痛いところでございますけれども、いずれにしても計画的に、順次、進めていかなければ

ならないなというふうに思っておりますので、今後とも、どうぞご指導のほど、よろしくお

願いいたします。 

○議長（佐々木良一君） 板垣議員。 

○９番（板垣正人君） 以上で終わります。 

  また、なかなかできないと、また、たまに何年か後に、いろいろ質問して、その進捗状況

も伺っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  以上で終わります。 

○議長（佐々木良一君） これで、９番、板垣議員の質問を終わります。 

  本日の一般質問は、これで終了いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎散会の宣告 

○議長（佐々木良一君） 以上で、本日の日程は、全て終了いたしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

（午後 ４時２９分） 
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